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第４３回体育学部並びに第１２回大学院入学式 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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 ４月３日(金)に本学第二体育館において第４３回体育学部並びに第１２
回大学院入学式を挙行しました。今年は体育学科３３３名、健康福祉学科

１０１名、運動栄養学科７６名、スポーツ情報マスメディア学科４３名、

編入学生１５名、大学院２６名、計５９４名の入学生を迎えました。 

 入学生代表宣誓では佐藤智比呂さん(健康福祉学科)が｢体育･スポーツ、

健康に関わる諸科学を探求し、これからの時代の担い手となるよう、身体

を鍛え、教養を深め、心を磨き、豊かな学生生活を送るよう努力して参り

ます。｣と、学生としての本分を全うすることを宣誓しました。 
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 ３月１７―４月１日の日程で、第３回目となるカヤーニ応用科学大学(フィンランド)への短期留学を実
施し、吉田美香子さん(運動栄養学科３年)が様々な経験を得て帰国しました。 
 カヤーニ応用科学大学と本学は平成１８年６月に国際交流協定を締結して交流を深めています。学生の

短期留学もその一環で、今年５月にはカヤーニ応用科学大学の学生３名が本学でいろいろな授業を受けた

り日本文化を学ぶ予定です。 

  

  

  

 
 
吉田美香子(運動栄養学科３年) 

 フィンランドでは授業の他、ダウンヒルスキー、スノーシューイング、ホームステイなどたくさんのこ

とを経験し、多くの人たちにお世話になりました。 

唯一苦労したのが、フィンランド学生に対して日本文化の講義２時間を任されたことです。数日前に講

義するように言われ、何をするか悩みましたが、日本文化の折り紙を教えたり、名前をカタカナで書いて

あげたり、数字の日本語での読み方を教えたりしました。講義をはじめるまでは苦労しましたが、クラス

の皆が楽しみ、興味を持って取組んでくれたので嬉しかったです。 

フィンランドでは常に、日本との違いを意識して生活していました。授業での違いは、日本では先生が

一方的に話し、学生が聞く講義のスタイルですが、フィンランドでは学生が質問や意見を先生にぶつけて

異なる話に発展していったりもします。新しい意見がさらに新しい意見を生むので発展的で素晴らしいと

感じました。 

スポーツでの違いは、日本では競技スポーツが主であるのに対して、フィンランドではコミュニケー

ションを深めるため、健康増進のためのスポーツであると感じました。 

今回の短期留学を通じて、英語というツールを使って他国の習慣・文化を体験したり、交流を持ちたい

という想いが強くなりました。このような経験はなかなかできないので、他の学生の方にも是非留学して

ほしいと思います。 

 

 

カヤーニ応用科学大学ホームページで本学が紹介されていますのでご覧下さい。 

http://www.kajak.fi/in_english/Interested_in_Studying/Studies_Taught_in_English/

Degree_Programme_in_Sports_and_Leisure_Management/SLO5S_Web_pages/Experiences_in_Japan.iw3 

カヤーニ応用科学大学（フィンランド）短期留学 
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 スポーツ情報マスメディア研究所(ＩＳＩＭ)の

第１回外部評価委員会活動概要説明会が４月１６

日（木）、A棟大会議室で開催されました。 

 ＩＳＩＭは、体育学領域の中で揺籃期にある

「スポーツ情報戦略」と「スポーツマスメディ

ア」両分野の実践活動と教育に関する研究を行

い、国際競技力向上活動や地域スポーツ振興に貢

献することを目指して２００８年４月に開所しま

した。社会性の高い実践的活動現場と連携しなが

ら研究を展開するというコンセプトに基づき、現

在、国立スポーツ科学センター(ＪＩＳＳ)や北海

道美深町などと連携協定を締結しています。ま

た、ＩＳＩＭの活動全体を客観的・専門的に評価

してもらうため「外部評価委員会」を設置。準備

期間と位置づけた2008年度を経て2009年度からの

本格的なスタートに合わせ今回、初年度の活動概

要を理解してもらうために初めての「外部評価委

員会」を開催しました。 

説明会では、朴澤学長から出席した評価委員４

氏(２氏は公務により欠席）に委嘱状が手渡された

後、ＩＳＩＭの勝田研究所長と研究スタッフから

研究所設立趣旨の説明と、2008年度の活動報告が

されました。報告後、評価委員から活動について

の質問や今後の取組みへの有意義な提案がなされ

ました。 

 村松委員からは、「スポーツという大きい文化

の中で、一地方大学の研究所の立ち位置が曖昧で

はないか。活動はエネルギッシュで評価できる

が、スポーツ全体のどの部分に位置するかを明確

にしなければ一般の人にも伝わらない。ＩＳＩＭ

の強みを世の中、スポーツコミュニティーに知ら

しめる事が肝心。整理して発信してはどうか。Ｉ

ＳＩＭの強みは研究員を外に派遣して、その派遣

先が研究所になる事ではないか。スポーツは世界

中で行われており、世界中がＩＳＩＭの研究所で

ある。この強みを訴えるべきだ」とのアドバイス

がありました。西川、高橋、井上委員からも、研

究所の改善点や将来に対する要望など、貴重な意

見が出されました。 

ＩＳＩＭでは今後も年に１～２回の外部評価を

開催していく予定です。 
 
 
外部評価委員 
笠原一也氏(国立スポーツ科学センター・センター長) 

河野一郎氏(東京オリンピック･パラリンピック招致委員会・ 

        事務総長) 

西川善久氏(河北新報社・常務取締役編集本部長) 

村松秀氏(NHKエデュケーショナル・科学健康部エグゼグ 

       ティブプロデューサー) 

高橋稔氏(宮城県体育協会事務局次長) 

井上規之氏(北海道教育庁学校教育局地域支援室主査) 
 
 
  

スポーツ情報マスメディア研究所（ＩＳＩＭ） 

外部評価委員会活動概要説明会開催 

 ４月１５日(水)に仙台市教育委員会から８名が来
学し、朴澤学長、佐藤副学長、宍戸学生支援セン

ター長他、関係教職員が出席して、昨年度の学生

支援ボランティア活動報告と今年度の取り組みに

ついての話合いがもたれました。 
 はじめに仙台市教育委員会学校教育部部長の菅

野茂氏より「仙台大学の支援に協力を感謝してい

ます。学生には部活動指導を中心に生徒達に良い

刺激を与えてくれている。今後も引き続いての協

力をお願いしたい。」という挨拶を頂きました。

その後、千葉学生支援室室長より、平成２０年度

の活動報告と、今年度の活動予定が示されまし

た。宍戸学生支援センター長からは「現在、派遣

する学生には事前研修を実施しているが、大学内

で資格制度にするなどして、更に優秀な人材を安

心して送り出す体制を整える事が大学の今後の課

題。」と話しました。 
 教育委員会側からも忌憚のない質問がされ、有

意義な意見交換がなされました。 

仙台市教育委員会来訪 
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消防訓練を実施 

 ３月２６日(木)に消防訓練が実施されました。プール機械室から出
火したという想定で行われ、教職員及び部活動等で学内にいた学生も

数名参加しました。各施設の情報･非難伝達係りから全員非難したと

の報告があった後、大河原消防署の担当者から避難誘導時の注意点や

連絡の徹底について指導がありました。その後、４名の職員が消火器

での消化活動を実際に体験し、日頃からの火災予防と危機管理体制の

徹底に注意を喚起しました。 

 ４月１５日(水)に学生支援センター主催、毎年恒例の「留学生歓迎
お花見会」が船岡城址公園で開催されました。今年度の留学生は新入

生４名を含む大学院生６名と学部生１名の７名です。教職員をはじ

め、法人事務局、語学支援ボランティア学生、外部ボランティアの方

を含む、総勢４２名が参加しました。 
 今年は例年よりも桜の開花が早かったために満開は過ぎたものの、

花冷えの中、和やかなムードで留学生との交流が図られました。 

留学生歓迎お花見会 

  このたび、５年に一度の全面改修を経て、４月４日、陸上競技場が完成しました。レーン、円盤・

ハンマー投げの防護ネットも一新し、投擲レーン脇には「仙台大学ロゴ」も入りました。(上記写真参照) 
 完成前の３月２５日には、ミズノ㈱体育施設課の米満氏とスポーツ環境建設代表取締役の重山氏を迎

えて、小島体育施設管理コンサルタントによる座学が開かれ、陸上競技部の学生約４０名と、スポーツ

管理概論受講生などが熱心に受講しました。 
 横川教授からは、開学当時の写真なども紹介され、「使用頻度の高い陸上競技部だからこそ、他の学

生の模範となるよう、施設の管理も含め大事に使用してほしい」と話されました。 

５年に一度 第三種公認 全天候型陸上競技場全面改修 

第二図書館 ～入手困難な貴重書も充実～ 

 昨年度までGTセンターとして使用していた施設２棟が第二図書館となりました。 
東側の棟には専門の洋書を、西側の棟には歴代学長や旧教員、キーナート副学長(特命事項担当)から寄
贈いただいた専門書が、寄贈者の顔写真と共に配架してあります。いずれも入手困難な貴重書です。 
第二図書館には貴重書が多くあるため、普段は施錠してあります。閲覧を希望する方は付属図書館事

務室までお声掛け下さい。 

写真:学生支援室提供 
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全国地域ネットフォーラム 
 国立スポーツ科学センター(ＪＩＳＳ)において全
国地域ネットフォーラムが３月２３－２４日に開

催されました。このフォーラムは定期的に開催さ

れ、全国の教育委員会や体育協会などのスポーツ

政策に携わる面々が情報交換の場としています。

本学からは教職員の他、スポーツ情報マスメディ

ア学科３年生全員と２年生の希望者数名が参加し

ました。 
本学関係者では、勝田学科長が「JISSとの連携に
によるスポーツ情報戦略研究と人材育成」、二戸

部臨時職員が「JISSとの連携による情報戦略活動の
実践教育」という題で仙台大学の取組みを紹介し

ました。また、秋田県教育長保健体育課の「秋田

県におけるタレント発掘事業」の発表では、２月

に行った秋田体験デーに帯同して活動を行った小

原翔平さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科2年）が撮影・
編集した映像が紹介されまし

た。 
 
小原翔平さん 

(ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科２年) 

自分が制作したものが大勢の前で披露されるのは

初めてのことで、プレッシャーも大きかったです

が、この映像制作を通して編集の技術やタレント発

掘事業の知識も得られたので勉強になりました。 

 将来は子供育成に関わるスポーツ指導者になる事

が目標です。スポーツ情報マスメディア学科に進学

したのも「スポーツ戦略」というキーワードに魅か

れたからです。学科では専門的なスポーツ情報の知

識が学べることと、学科全体が「人と人とのコミュ

ニケーション」を大事にし、実践しているので、こ

の学科を選択して間違っていなかったと感じていま

す。今回の秋田のプロジェクトに関われたのも、学

外と交流を持てた機会にコミュニケーションを大切

にしたからだと思います。また、今年度から宮城県

サッカー協会U-15の選抜チームのサポートにも携れ

ることになりました。 

これからも学内外での活動を介して出会う人との

コミュニケーションを大切にしながら、学生のうち

に経験できる事には、どんどん挑戦していきたいと

思います。 

入学式のお弁当を運動栄養学科学生が考案 

 今年の入学式では、運動栄養学科学生が考案し

たお弁当を入学生･保護者に配布し、食べていただ

きました。学生からお弁当案を募集したのは今回

が初めてで、運動栄養学科で募集したところ、ス

ポーツ栄養を学ぶ学生らしい栄養バランスの取れ

た作品が集まりました。選考の結果、柴田町の桜

をイメージした岡本知夏さんと高橋杏奈さん(共に

運動栄養学科3年)が２人で考えたお弁当「美味
おい

し

ばた！勝てるエネルギー満点はなまる弁当」が採

用されました。 
２人のレシピを元に、弁当づくりは学生食堂を

委託しているシダックスが担当し、運動栄養学科

の学生２０名も当日の早朝６時から盛り付け等の

手伝いを行って、1400個のお弁当を用意しまし
た。 

岡本知夏さん・高橋杏奈さん(運動栄養学科３年) 

 ブロッコリーを木に見

立て、魚肉ソーセージを

桜に見立てました。ま

た、柴田名産のゆずと味

噌を使用し、春食材のた

けのこ・イチゴを使用し

ました。主食はおにぎり3

個と、練習を控えたス

ポーツ選手に食べてもらいたいエネルギーチャージ

ができるお弁当です。 

普段から運動栄養サポート研究会メンバーとして

運動部に対して食事提供していますが、これほど多

くの人に食べてもらえる機会は初めてなので嬉し

かったです。 

私達が講義で学び、運動栄養サポート研究会で実

践している「スポーツ栄養」の大切さを新入生・保

護者に知っていただく良い機会となりました。 
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仙台大学バスケットボール・ワークショップ 

３月２５―３１日に本学体育館や白石CUBEを
会場にして第２１回バスケットボールワーク

ショップが開催され、全国の高校から男女合わせ

て８０チームの参加がありました。 
このイベントは本学の男女バスケットボール部

部員が大会の企画運営を一手に担い、大会の審判

やスコアラーはもちろん、参加チームの宿泊、弁

当の手配に至るまでの全てを担当しています。こ

の実習体験を通して専門技術や運営法、諸先生方

の指導法を学ぶ事も目的の一つです。 

大会では各会場にＡＴルームスタッフがブースを

設けて選手をケアし、スポーツ情報マスメディア学

科もインタビューブースを設置して大会を盛り上げ

ました。 
大会総轄責任者 

女子バスケットボール部主将の 

中山美穂さん(体育学科４年) 

 大会を運営する裏方の仕事（会場

設営・試合組合せ・宿舎手配・弁当

手配など）を実際に体験して、その

苦労や難しさを痛感しました。自分達が出場してい

る大会も、裏方で支えてくれる人たちがいるから成

り立っていると改めて学びました。 

 ワークショップは無事に終了することができまし

たが、自分の担当する役割だけを把握して、他の人

の役割を共通理解していない部員が多かったため、

互いに関連している場面で食い違いが出た事が来年

に向けての反省点です。今回のワークショップに参

加した出場校からインターハイ出場チームが出るこ

とを願っています。 
 

※写真は白石CUBE 

 

 ３月２４日(火)にD棟1F実験･実習室において運
動栄養サポート研究会・硬式野球部サポートグ

ループによる食事会が実施されました。 
 今回の食事会は、硬式野球の競技特性を考慮し

た食事指導が主たる目的です。はじめに、部員の

体格が一般男性の平均より上回っていることと、練

習によるエネルギー消費や、競技特性を考慮すると

一日に約3700kcalの摂取が望ましいことが示されま
した。次に、昨年秋に部員を対象に行った調査の結

果、たんぱく質の摂取量が不十分である事と、野菜

の摂取量が極端に少ないことが示されました。 
  
これらの点を考慮し、普段の食事から心がける事

事が話されました。学生らしい発想と感じたのが、

部員も好んで食べている「すき家の牛丼」を食事モ

デルに出し、バランス良い食事に近づけるためのサ

イドメニューの利用を呼びかけていたことです。 
運動栄養サポート研究会・硬式野球部サポートグ

グループは、栄養指導や間食提供、身体状況調査な

どを定期的に開催していますが、食事会の開催は２

年ぶりです。今回の料理の評判が上々であったこと

から、今後も定期的に食事会を開き、部員に繰り返

し食事の大切さの周知を図り、競技力向上に結び付

けたいと話しています。 
部員達も示されたデータが自分のデータであったた

め興味深げに説明を聞いていました。 

運動栄養サポート研究会・硬式野球サポートグループが食事会を開催 
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柴田町白石川河川清掃に漕艇部が参加 

 ３月２８日（土）に柴田町が主催する白石川河

川清掃「桜まつり おもてなし大作戦」が実施さ

れ、町内の事業所や各種団体の方々と共に、漕艇

部２４名が参加しました。漕艇部がこの活動へ参加

するのは今回が４年目で、活動中には町民の皆さん

との交流も深められたようです。 
漕艇部はこの他にも、宮城県が主催するスマイル

リバーサポーターに登録して、普段練習の場にして

いる白石川河川敷の清掃や除草活動作業のボラン

ティア活動を行っています。 

第４回しばたまち白石川さくら回廊ボート体験会 

 ４月１１日（土）、柴田町北船岡河川敷公園を

会場に第４回しばたまち白石川さくら回廊ボート

体験会が開催されました。 

 体験会には柴田町内の３つの中学校と高校から４

１名が参加。体験会に合わせるかのように満開に咲

いた一目千本桜をボートに乗りながら満喫していま

した。普段乗る機会のないボートを体験した中高生

からは「本当に楽しかった。機会があればまた乗っ

てみたい」「川面から見る桜は本当にきれいだっ

た。」という声が聞かれました。 

 この体験会は町内の中高生にボートを通じて柴田

町の自然のすばらしさを再認識してもらうことや、

スポーツ振興の一助となるよう実行委員会を組織し

漕艇部員が中心となって実施しているものです。今

回会場を漕艇部の練習場から北船岡地区へ移したこ

とで町民や観光客の皆様からの反響が大きく、来年

以降は参加者募集の範囲を広げることも検討してい

きたいと考えているそうです。 

 なお、この様子は東北放送等から取材を受け

ニュース･新聞で紹介されました。 

第５８回お花見レガッタ エイトで初のメダル獲得 

 第５８回お花見レガッタが４月４－５日に戸田市

漕艇場で開催されました。この大会は社会人の強豪

チームも出場する伝統ある全国大会で、今シーズン

を占う大事な大会に位置づけられています。 

 本学漕艇部は、男子エイトと女子クォドルプルに

出場し、男子エイトは、僅か６回目の挑戦で３位に

入り、初めてメダルを獲得しました。女子クォドル

プルも２位となり、男女共に今シーズンを良い結果

でスタートする事ができました。 

～強豪社会人クルーを抑えて３位入賞～ 

写真:学生課 石森職員提供 
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田中美衣さん（体育学科４年） ユニバーシアード大会代表決定 
 柔道部田中美衣さん(体育学科４年)が７月７－

１１日にセルビアで開催されるユニバーシアード

の柔道女子63ｋｇ級の代表に内定しました。 

 １月のＷ杯ブルガリア国際大会での優勝や、４

月４日に行われた全日本選抜柔道体重別選手権大

会での成績が認められたものです。 

 ユニバーシアード大会出場は、本学柔道部とし

ても初めてのことです。国際大会でも結果を残し

ている田中さんが、世界の同世代チャンピオンを

目指します。 

また、田中さんは５月９、１０日に開催される柔

道グランプリ チュニジア大会出場も決定しまし

た。 

日本選抜陸上大会 女子ﾊﾝﾏｰ投げで佐藤若菜さん（体育学科４年）が２位 

 ８月にベルリンで開催される世界選手権の代表

選考を兼ねた「日本グランプリ第１戦日本選抜陸

上和歌山大会」が４月１８、１９日に行われ、女

子ハンマー投げの佐藤若菜さん(体育学科4年)が記
録５４ｍ２４で２位となりました。 
  

男子体操の全日本選手権に学生と本学ＯＢ合わせて１８名が出場 

  ４月２５日、２６日に国立代々木第一体育館(東京都)で開催される全日本

体操競技選手権大会に学生９名の出場が決定しました。この大会は個人日本

一を決める大会で、１０月の世界選手権と７月のユニバーシアードの代表選

考も兼ねています。 

  亀山耕平さん(体育学科３年)、宗像 陸さん(体育学科２年)の活躍に期待

がかかりますが、１年で唯一出場する冨澤祐太さん(体育学科１年)の演技に

もご注目下さい。 

  冨澤さんは本学が同法人の明成高校と平成１８年度にスタートさせた体操

の高大連携事業の１期生で、高校では東北を制した逸材です。初出場でどこ

まで通用するか注目です。 

  本学ＯＢも９名選出され、出場者１１４名のうち、本学出身者としては１

８名が出場します。 

写真:南條講師提供 
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第８９回天皇杯全日本サッカー選手権県予選が開幕 
 ４月１９日に第８９回天皇杯全日本サッカー選

手権県予選が開幕しました。この大会は高校・大

学・社会人が出場する大会で、優勝チームはJリー
グのチームも参加する本大会に進みます。昨年準

優勝だった本学サッカー部は、４年ぶり２度目の

本大会出場を果たすべく、５回戦（８月９日）か

ら登場します。 
 

仙台六大学野球春季リーグが４月１８日に開幕

しました。今年のチームは安田尚造主将(体育学科
4年)を中心にチームがまとまっており、戦力が
整っております。 

本学硬式野球部は第２節（４月２５日）から登

場し、開幕戦となる東北大学との戦いに挑みま

す。 
 
詳細は硬式野球部ホームページをご覧下さい 
http://homepage2.nifty.com/scpe_bbc/ 

仙台六大学野球春季リーグまもなく開幕 
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 本学の母体、学校法人朴沢学園が今
年で１３０周年を迎えます。宮城県下

で、本学園が最も歴史の長い私立学校

です。 

明治１２年に朴沢 三代治初代校長が

が仙台本荒町（現在の一番町）に松操

私塾を始め、革新的な裁縫教授用掛図

による一斉授業を行い、子弟を集めて

教育にあたり朴沢学園の基礎を築きま

した。明治１７年には教授方法を明確

にした「裁縫教授書」が我が国初の文

部省小学校裁縫教科書として採用さ

れ、同じく明治１７年には、「裁縫教授用掛図」を国内への出品に留まらず米国

博覧会へも出品しています。 

朴沢流裁縫技術はその名を広め、朴澤三代治二代校長時代には全国的に松操学

校の存在が知られることとなり、北は北海道、南は熊本などから教えを求め、当

時すでに卒業生は５千名を超え、郷里へ帰り、朴沢流裁縫技術を普及させまし

た。 

現在、その貴重な掛図や裁縫教授書は、青葉区川平の法人本部で大事に保管さ

れています。 

図書館に、1979年に発行された記念誌「百年のあゆみ」がありま
す。学園の歴史にご興味のある方は是非ご一読下さい。 
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 ハワイ州立大学スクーリングをきっかけに本格的に同大学で学びたいと思った鈴木のぞみさん（明成高

校→仙台大学体育学科 H１７年度卒）。本学を卒業後、アスレティックトレーナーになるべく単身ハワ
イに渡り、語学学校を経てハワイ州立大学大学院（ｷﾈｼｵﾛｼﾞｰ ｱﾝﾄﾞ ﾚｼﾞｬｰ ｸﾞﾗﾃﾞｭｴｰｼｮﾝ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）に入学

していた鈴木のぞみさんが５月１７日に同大学院を無事修了しました。 

 ６月にはいよいよアスレティックトレーナーの資格試験にチャレンジするそうで、本学初の同資格者誕

生が楽しみです。 

 後に続いた鈴木理恵さん（H２０年度卒）も同大学大学院を目指し、現在ハワイの語学学校で頑張って
います。のぞみさんのブログに写真が載っていましたので、ご本人の快諾を得、苦労が綴られた卒業式前

日のブログと共に紹介します。 

尚、ブログに添付されていた卒業式の動画は学食等で放映予定です。 
 

ＯＧハワイ州立大学スクーリング第１回生（２００３．１２月実施）の 

鈴木のぞみさん（平成１７年度卒）ハワイ州立大学大学院修了 

～アスレティックトレーナーを目指し、単身ハワイでゼロからのスタート～ 

一番左には、のぞみさんと

同じ目標を持ってハワイに

渡った鈴木理恵さんの姿も 

ありがとう 
5月16日更新 

３年前の私は、今の私になりたかった。でも、想像できなかった。 

先輩の卒業式を見て、「私もこうなりたい」そう強く想った。 

英語が話せなかった。日常会話すら聞こえなかった。大学生の教科書なんて、読めもしなかった。今みたいに

ペーパーなんて書けもしなかった。 
 

   ～～～～ 中略 ～～～～ 
 

アスレティックトレーニングが学びたくて仕方がなかった。でも、英語がわからなかった。 

大学院に入れるかすら、わからなかった。 

トッフルが上げられなかった。 

プログラムに入った。 

全て吸収したいと思った。でも、クラスに付いてゆくのもやっとで、理解できないことがたくさんあった。 

クラスメートと普通に話せるようになりたかった。でも、日常会話にすら付いてゆけない事がしばしばだっ

た。だから、毎日みんなの会話を聞いていた。 

選手のいっている事を１００％理解することができなかった。正確な怪我の評価ができなかった。 

アメリカ人の前で、プレゼンテーションをしなければならなかった。理解してもらえるかいつも不安だった。

ぐちゃぐちゃな英語を使ってしまうことが、しょっちゅうだった。呆れられる事もあった。相手のプラスにな

れない自分が、情けなかった。 

自分は家族、友人達に助けられて、成り立っているのだと分かった。 

彼らの理解、協力無しには、ここまで来られなかった。彼らが私を今日まで引っ張ってきてくれた。 

友人達。語学学校、ELI、アスレティックトレーニングの先輩たち、クラスメートたち、トレーナールームの

スタッフ、今まで関わってきてくれた全ての先生たちのこと。 

ということで、明日は卒業式です。 

３年越しの想いが、現実になる。 

本当に、今までありがとう。今、最高に嬉しいです。 

夢が叶うって、こういうことだったんだ。 

本当に、ありがとう。 

鈴木のぞみさんブログ http://blog.goo.ne.jp/ 
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 ５月８日（金)からフィンランド・カヤーニ応用科学大学から３名
の留学生(左からｱﾝﾏﾘ ﾍｯﾚ、ｻﾄｩ ﾄｩｵﾏｰﾗ、ﾖﾆ ﾛｯｼﾈﾝ)が本学で学んでい

ます。 
本学とカヤーニ応用科学大学は平成１８年に国際交流協定を締結

し、短期留学を通して互いに学生交流を図っており、今年が第３回目

のプログラムです。 
滞在は３週間で、講義に参加するほか、柴田町内の小・中学校訪問、ホームステイ、農業体験、茶

道などを通して日本文化に触れる予定です。１１日には柴田町 滝口町長を表敬訪問しました。 
滝口町長から「日本の伝統文化、郷土料理、町の人たちの生活を学んで帰っていただきたい。フィ

ンランドのよさを大学の学生に伝え、交流が深まるように関係を築いてください」との言葉を頂きま

した。同日に行なわれたウェルカムパーティーには台東大学（台湾）から１年間、科目等履修生とし

て留学中の簡介文（カン カイブン）氏も招き、教職員・学生が参加して交流を深めました。 

   
ｳｪﾙｶﾑﾊﾟｰﾃｨｰ／簡介文氏（台湾）     船迫中学校／給食        太田教授宅にて／着物 

   
実技／柔道            実技／剣道            実技／ダンス 

フィンランドからの留学生 滝口町長を表敬訪問 

ミンスク市 選手団(向かって左がミハエル団長) 

長春市 選手団（招待選手最

高記録 女子12位） 

本学トレーニングセンター 

５月１０日に、１９ｔｈ 仙台国際ハーフマラソ
ンが開催され、大会後には国際姉妹都市交流会が

開催されました。交流会には、昨年に引き続き今

年も招待を受け、学長はじめ本学から７名が参加

しました。昨年のこの交流を契機として、新体操

部コーチのマカロワ・マリヤさんの本学招聘が実

現しています。 
また、５月８日にはミンスク市選手団団長で、

ミンスク市体育・スポーツ観光部長でもあるミハ

エル．Ｂ．ユスパ氏が仙台市の職員とともに本学

本学からも学長をはじめ、7名で交流会へ参加 

仙台国際ハーフマラソン大会国際姉妹都市交流会  

を訪れ、学長や新体操部の大山部長、丹羽監督、マ

カロワ・マリヤさんと懇談しました。その後、第３

体育館や新体操の指導が行われている第４体育館、

陸上競技場などを熱心に視察されました。 
  
  

～ ベラルーシ共和国ミンスク市選手団団長が本学を視察 ～ 
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学友会企画で体育祭開催 
 ５月１６日(土)に学友会主催で体育祭が開催され
ました。体育祭は１年生の交流を促進する目的で

開催され、１年生と参加希望したB.B.バレー同好会
を合わせて１１１名が参加しました。 

 このイベントは「体育大学なのに体育祭がな

い」との学友会の提案から初めて開催されたもの

で、クラス毎に分かれて長縄跳びとドッチビーの

２種目で競い合いました。大会終了後は学生食堂

を会場に交流会も開催され、ビンゴ大会などで楽

しい時間をすごしていました。 

 今大会にはキーナート副学長(特命事項担当)から
楽天野球団のユニフォームを、佐藤(宏)副学長から
ベガルタ仙台フォーム観戦チケットなどを大会賞

品としてご提供頂きました。また、シダックスか

らも楽天ホームゲーム観戦チケットの提供をいた

だきました。 

  

入学してから約1ヵ月半。1年生同士がクラスの
枠を超えてスポーツを通じ交流を深め、仲間との

絆を強くできた大変有意義な企画でありました。 

  

  優 勝   体育学科Ｃ－１ 

  第２位   体育学科混合チーム 

  第３位   運動栄養学科Ｂ－１ 

  学長賞   健康福祉学科Ｃ混合 

  学生部長賞 B.B.バレーボール同好会  

柳講師の呼びかけで２年前に始まったＪＩＣＡ

の主催する「世界の笑顔のために」への本学から

の物品提供は、これまでにバレーボール・野球グ

ローブ・シューズなどが世界約１５ヶ国に送ら

れ、子ども達の笑顔の源ともなり喜ばれていま

す。 

今年度からはボランティアセンター主管とな

り、多くの学生が関わることで更に大きな取組み

になろうとしています。今回は今まで以上に近隣

のコンビニエンスストアや商店にポスターを掲示

させていただいています。 

今回の物品回収期間は５月１１日～２２日（１

７時）まで（管理課）です。  

 

活動メンバー 

○大道有起さん(大学院1年)     

○齋藤まりさん(運動栄養学科4年) 

○小寺恭平さん(体育学科4年)    

○小沢まりさん（体育学科3年） 

○横山宗平さん(健康福祉学科2年)  

○佐々木里花さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科1年） 

○槻山朋恵さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ学科1年） 

横山宗平さん(健康福祉学科２年) 

 コ・アクトやユニティー、現代Ｇ

Ｐ、学校支援ボランティアなど色々

な活動をしていますが、日本を超え

て世界と関われる機会はありませ

ん。この取組みを通して、少しでも

世界の方と携われる事が自分にとっ

て大きく貴重な体験です。 

 再利用可能なボールなどのスポーツ用品が、い

らなくなったからといって捨てられるのはもった

いなく、他の国で活用してもらえればと思うので

是非、皆様の物品提供をお願いします。 

仙台大学国際貢献事業 ～ＪＩＣＡ『世界の笑顔のために』プロジェクト

以前のプログラムに対する御礼状の一つ→ 
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現代ＧＰ「地域密着型の健康づくり支援システムの構築」ガイダンス 

  ４月２７日(火)、５月１１日(月)にB203教室に
おいて現代ＧＰの健康づくり運動サポーター養成

ガイダンスが開催され、２回合わせて約１００名

の学生が参加しました。 
はじめに橋本学科長が「町の健康に貢献して社

社会に出ても役立つ人材になってもらいたい。是

非、上級まで修了し卒業して下さい。」と挨拶の

後、小池教授より養成プログラムの概要が説明さ

れました。 
 ３年目の今年は、健康福祉学科１年生の専門基

礎科目のカリキュラムに「健康づくり運動演習」

として含まれ、また、上級コースがスタートしま

す。 

健康福祉学科１年生は今年から学科で習得可能と

なり、それ以外の学生がガイダンスに参加し、１８

日から養成講座もスタートしています。健康福祉学

科以外の学生も多数参加しており、この取組みへの

高い関心度をうかがい知る事ができました。 
 
 
※「地域密着型の健康づくり支援システムの構築」

は、平成１９年度に文部科学省の現代的教育ニーズ

取組み支援プログラムに私立体育大学として初めて

採択されました。体育系大学の特徴を活かして地域

の健康事業の指導者不足の解消という要請に応えな

がら、時代が求める健康福祉分野での専門知識やホ

スピタリティー、ユー

モア、明るさを備え、

楽しい運動指導のでき

る実践的な能力を身に

つけた人材養成を目指

しています。 
 
専用ホームページ 
  http://www.scn-gp.jp/kensup/ 

本学が加盟している｢学都仙台コンソーシアム｣

で、この度学生による｢広報サポートスタッフ｣の

募集があり、学内で検討した結果、スポーツ情報

マスメディア学科２年生２名の学生が決定しまし

たのでご紹介致します。（任期：平成21年5月～22

年2月予定） 

これは学都仙台コンソーシアム広報部会が、広

報活動全般に対して学生の視点を取り入れるため

に平成２０年度から学生スタッフをつのっている

もので、本学では去年に引き続き、２回目の 

選出となります。 

１人は「スポーツ情報戦略コース」で学ぶ高橋

悠（ゆう）（二女高時代ソフトボール部）さんで

「自分にとって「コンソーシアム」が未知なる分野

だったことに興味を持ちました。HPで調べてみたと

ころ学生のページもあり、体育大学としてだけでは

なく幅広く活躍している多くの仙台大学の学生達を

自分の手で紹介したいと思ったのが志望動機です。

将来的には英語の勉強や教員への道も含め経験した

いことがたくさんあるので、他大学の学生と交流し

つつ見聞を広めたいと思います。」とのことでし

た。 

もう１人はスポーツマスメディアコースで学ぶ高

高橋花奈（富谷高校時代ハンドボール部）さんで

「現在、フリーペーパー作りに着手しており、完成

した後、それを他大学に置いていただき、逆に他大

学のフリーペーパーを本学に置くような試みで、学

生同士の交流が図れれば良いのでは と考えていま

す。今回はそのための勉強の機会と考え、応募しま

した。卒業後は広報関係、マネージメント他、今出

来ることに全力で挑戦した中から進路を決めたいと

思います。」と話していました。 

他大学に比べ本学の最大の長所として２人共「先

「先生方との距離が近く、少人数制で指導して下さ

ること」と口を揃え、日々積極的に充実した学生生

活を送る姿が感じられました。 

 学都仙台コンソーシアム広報部会によりますと、

６月中に第１回目の広報スタッフ会議が予定されて

いるそうで、ダブル高橋さんの活躍が楽しみです。 

学都仙台コンソーシアム広報サポートスタッフ決定 

～ 学生の活躍の場が広がる ～ つながる ～ 

高橋悠さん 高橋花奈さん 
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第２回ノーマライゼーションセミナー開催 

  ～デンマークの教育のいいところ 日本の教育のいいところ～ 

※「ノーマライゼーション」とは、デンマークで俗に１９５９年法と言われる知的障害者支援に対す

る説明文の中で、次のように謳ってある。 

知的障害のある人の生活条件を知的障害のない人の生活条件に可能な限り近づけること。 

それは、もともと知的障害者のためにあったが、今では広く、子どもから高齢者にわたり、不利な条件

を伴うたちばの人々に適用されるようになった社会福祉の基礎的理念。 

献血車「いずみ号｣による構内 献血事業 

 日本赤十字社による献血事業の一環として、献血車「いず

み号」が４月３０日（木）に訪問しました。今年度、第1回
目の構内での献血活動で、教職員、学生合わせて７９名が受

付し、うち４６名が採血の協力を行ないました。 
当日は併せて「骨髄バンク登録会」も開催され、骨髄バン

クについての理解を深めてもらえたようです。 

デンマークと日本の教育におけるノーマライゼー

ション※の考え方について、北欧デンマークから

千葉忠夫氏(Ｎ.Ｅ.バンク・ミケルセン記念財団理

事長)をお招きし、特別講義『デンマークの教育の

いいところ 日本の教育のいいところ』を開催しま

した。千葉氏はデンマークを拠点に社会福祉活動

を行なっており、２００６年ニュースウィーク日

本版特集「世界が尊敬する日本人１００人」にも

選ばれている方です。 
会場のB103教室には、学生と一般の参加者約５
０名が出席し、「世界一 住み良い国」と言われる

デンマークと日本の違いを、特に教育面から、デ

ンマークの授業形態である対話型でお話していた

だきました。 
「デンマークの学校では授業内容を理解したか

どうかのテストはあるが、日本のような中学入試

や高校入試のような試験はない。また、通知表も

ないが、教員は一人ひとりの子供としっかりと向

き合いその子供の得意分野を伸ばすよう教育し、

年に２回理解度や可能性を子供と親と教員が一緒

に話し合う三者面談で確認する。これは人に優劣

をつけないことを子供のうちから教育しているもの

で、ノーマライゼーションの理念の下に、誰でも平

等に扱うことを実践する教育である。このような教

育があり、高齢者も障害者も平等に暮らせる社会が

構築されており、「世界一住みよい国」と言われる

所以は教育にある。一方、日本は、子供を受験競争

させ、社会の中で優秀な人材を育成することで経済

大国となった。しかし、経済大国とは社会的立場の

弱い人が安心して暮らせない社会でもある。日本人

もデンマークのような社会福祉社会の実現を望む声

が多いが、ノーマライゼーションの理念の基づいた

誰でも平等に扱うことを実践する教育を取り入れて

こなかったからではないか」などと話されました。 
千葉氏の講演後には、子どもたちの命と健康を願

願う『みやぎ夢燈花in仙台大学』が実施されまし
た。『夢燈花』とは２００１年に大阪府池田市で起

きた校内児童殺傷事件の鎮魂行事「いけだ夢燈花」

がはじまりで、本学非常勤講師の石川健先生（元 
宮城県立光明支援学校 校長）が「みやぎ夢燈花」
の会長を務めて活動されています。現在は光明支援

学校と南中山住民の他に、聖和学園女子短期大学や

南中山小学校の学生・児童も参加して活動が拡がっ

ています。今回、仙台大学で活動を行なう事で更な

る拡がりが期待されます。 
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 ４月２２日(水)に平成２１年度ジュニア新体操教室が開講しました。
ジュニア新体操教室は平成６年にスタートしてから好評で、今年も９

０名超の子供たちが通います。 
開講式には新体操競技部 部長の大山准教授、監督の丹羽講師、外国

人指導者のマカロワ氏、新体操部の学生９名が出席。受講する３歳か

ら１２歳までの児童と保護者合わせて約１００名の参加がありまし

た。 
開講式後には第１回目の教室を開催し、丹羽講師の声がけで、リズ

ム感を養う運動や、柔軟体操が行われました。華やかな衣装をまとっ

た子供たちが愛らしい表情を見せて取組んでいました。 
新体操教室は毎週水曜日開かれ、１１月に開催する演技発表会に向

けて、演技力はもとより他のスポーツでも求められる柔軟性や仲間と

の協調性も指導していきます。 

平成２１年度 ジュニア新体操教室が開講 

体育施設管理士資格 認定証交付式 

  ４月２７日(月)大会議室において「体育施設管
理士」認定試験（資格）合格者に対して朴澤学長

より認定書が授与されました。 
「体育施設管理士」の資格は、財団法人日本体

育施設協会が主催し、体育施設の維持管理・運営

に関する総合的な知識を習得することによって、

体育施設管理者の資質向上とともに、わが国の体

育・スポーツの振興に寄与することを目的として

います。 
協会施設内（東京都）での受験だけだったもの

が、体育系大学で学生が受講しやすい便宜を図れな

いかを協会に陳情した結果、2006年度に講習会を行
ない35名が資格を取得しました。 

2007年度（昨年）から仙台大学と順天堂大学（体
育系大学）に対して指定のカリキュラム受講生に対

して「体育施設管理士」養成講習会の免除が適用に

なり、大学内での受験が可能となりました。2007年
度は50名が合格し、今年は昨年を上回る６１名が受
験、全員が認定を受けました。 
 認定証が交付された後、朴澤学長より「資格には

教員免許などの国家資格と、中央の大きな団体が出

す資格とがあり、『体育施設管理士』（認定）資格

もその一つ。これらは在学中に取得できるものは少

なく、これに限らず、他分野の資格への挑戦も訓

練･経験の機会としてチャレンジしていただきた

い。保健体育科教諭を志している皆さんが、この資

格を取得したことは、教育にも学校の管理運営にも

役立つ場があり、教員以外の仕事についたとしても

就業する施設のあり方･位置についても役立つ場が

あります。この資格を活用していただきたい。」と

の激励がありました。 
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柔道グランプリ チュニジア国際大会で田中美衣さんが２位 
 ５月９日に行われた柔道グランプリ チュニジア大会（女子６３ｋ

ｇ級）に出場した田中美衣さん(体育学科４年)は、準決勝戦まで

オール一本で勝ち進み、決勝戦ではアテネオリンピック３位で今年

の欧州王者のＵ・ゾルニール(スロベニア)に挑みました。 
  開始から相手の攻撃に防戦一方となった田中さんは「指導」を２

つ取られ、さらに肩車で「技あり」を奪われて劣勢になりました。

中盤、寝技の攻防戦から一度は田中さんがゾルニールを抑え込む

も、力と経験に優る相手に１０秒ほどではずされ、最後は再度の肩

車で一本負けを喫しました。 
  今回の２位で、田中さんは国際大会では２つの優勝を含む４大会

連続の表彰台です。決勝戦は完敗でしたが、８月に行われる世界選

手権大会（オランダ・ロッテルダム）の優勝候補でもあるゾルニー

ルと対戦できたことは有意義であったに違いありません。大会で得

た課題を克服し、７月のユニバーシアード（セルビア）では金メダ

ル獲得を目指します。 
  

陸上競技の２００９日本グランプリシリーズ 
～延味由起さん(体育学科４年)がやり投げで４位に～ 

 ４月２６日(日)に兵庫県で行なわれた陸上の日本グランプリ競技大会

において、延味由起さん(体育学科４年)が５０ｍ７１の成績で４位にな

りました。学生の中ではトップの記録です。 
昨年、延味さんは大躍進し、自身の記録を大幅に更新するとともに、

日本学生陸上競技選手権大会を優勝、インカレでも２位となりました。 
学生最後の今年、日本学生陸上(6/12-14)２連覇とインカレ(9/4-6)制覇
へ大きな期待がかかります。 

第６３回全日本体操競技選手大会 ～亀山耕平さん(体育学科３年)があん馬で１位の得点～ 

４月２５、２６日に代々木第一体育館で行われた

「第６３回全日本体操競技選手大会」において、

亀山耕平さん(体育学科3年)があん馬で１位の得点
を出しました。（1日目／1位(得点:15.450)、2日
目／2位(得点:15.450)） 

この大会は「世界選手権」、「JAPAN CUP」、
「ユニバーシアード」の代表選考を兼ねており、

亀山さんのあん馬の成績は世界選手権代表に近づ

く素晴らしい得点です。６月に開催される世界選

手権最終選考会の成績次第では、本学体操競技部

初となる在学生の世界選手権出場の可能性も見え

てきました。 
 今大会には学生９名が出場し、個人総合では亀

山耕平(体育学科３年)の２２位が本学としては最

高成績でした。ＯＢでは、関口栄一さん(所属：

KONAMI)が２日間の成績合計で４位となり、
JAPAN CUP代表を掴み取りました。 
 
 体操部は５月１５－１７日に栃木県体育館を会

場にして第４３回東日本学生体操競技選手権大会

でも男女共に団体戦４位。種目別では亀山さんが
得意のあん馬を制しました。 
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Vol.３７ 広報室 

平成２１年６月２９日発行 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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仙台大学オリジナル

グッズ販売中 10

学生２名が日本代表として、米国で開催される運動

能力テストに出場 

 ７月９日から１１日に、NSCA
（全米ストレングス＆コンディショ

ニング協会）のナショナルカンファ

レンスが米国ラスベガスで開催さ

れ、期間中に行われる運動能力テス

トに本学内での選考を勝ち抜いた細

川優樹、高山安奈（共に体育学科2
年）が日本代表として出場する事が

決定しました。 
  NSCAとはトレーナー資格
「CSCS資格」、「NSCA－CPT資
格」を有する団体です。運動能力テ

ストはNSCAのもつFly Solo（高校生
以下をトレーニングしているコーチ

を対象とした教育プログラム）が主

催して昨年から始まりました。今年

もアメリカ・カナダ・イギリス・ア

イルランドが出場を予定していま

す。昨年も学内選考を勝ち抜いた学

生2名が日本代表として出場し、男
子は2位、女子は4位という結果でした。今年出場する2名はそれぞれバレーボー
ル部、バスケットボール部に所属しており、運動能力が非常に高いため優勝の

期待も持てます。現在、大会に向けてNSCA資格を有する加賀新助手の元で週
に２、３度練習に取組んでいます。 
細川さんは半年前から持ち前の跳躍力を生かしたジャンプに自信を持ってお

り、他国の予選と比較するとトータルの記録が世界でトップ「選ばれたからに

は世界一をとる」と意気込んでいます。 
 高山さんは将来ＣＳＣＳの資格取得を目指しており、今回のカンファレンス

に出席すること自体、たいへん楽しみにしているそうです。 
 壮行会は７月１日に第３体育館１Ｆトレーニングセンターで行なわれます。 
 
昨年の様子（ＮＳＣＡホームページ） 

http://www.nsca-lift.org/Fly%20Solo%20Program/Int.ppt 

 

ＮＳＣＡホームページ 
http://www.nsca-lift.org/Fly%20Solo%20Program/intlchamp.shtml 
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伊東昭義クリエイティブ・フォト・アート教育巡回展」開催中 

国際貢献事業＜ＪＩＣＡを通しての物品提供活動＞ 

 ＪＩＣＡの主催する「世界の笑顔のために」へ

の物品提供は、今年で３年目を迎え、本学で送っ

たものが世界各国で利用されて喜ばれています。 
５月２２日まで行っていた物品提供には、バ

レーボールやサッカーボール、バドミントンの

シャトルなどが集まり、ダンボール６箱を今月初

旬にＪＩＣＡに送りました。荷物はＪＩＣＡから

発展途上国に振り分けられます。 
今回の事業では初めて、学外のバレーボール

チームからユニホームが寄せられました。 
この取組みは、河北新報・毎日新聞・朝日新聞

やDate fm(株式会社エフエム仙台)でも紹介され、
記事を読んだ中学校の先生から、教育実習に行っ

た学生を通じて「不要のバレーボールを提供した

い」との申し出があるなど、本学の国際貢献の取

組みとして認知され、また、スポーツに携わる

方々の関心の深さが伺えます。 
 

６月１１日(木)～８月３１日(金)の日程で「伊東
昭義クリエイティブ・フォト・アート教育巡回

展」を本学２５記念館１Ｆ特設会場において開催

しています。 
 伊東昭義氏は日本大学芸術学部 美術学科を卒業
後、美術家として多彩な彫刻・写真を発表されて

いる方で、世界最大級の美術館である米国『スミ

ソニアン』での個展を始め、国内での財団・公立

の美術館・ギャラリーでの個展ができる数少ない

作家の一人です。 
また、伊東氏は教育家としても活躍されてお

り、所長を務める幼児体育研究所には、学生の就

職先として毎年採用いただくなどお世話になって

おり、現在も６０名近くの卒業生が在籍していま

す。 
今月末からは一般開放も行います。是非一度ご

覧ください。 
  

伊東昭義氏の活動詳細については以下のホーム

ページをご覧下さい。 
http://ito-art.com/index.html 
 
企画名  伊東昭義クリエイティブ・フォト・

アート教育巡回展 
場 所  ２５記念館１Ｆ特設会場 
時 間  ７時半～２０時半 
主 催  仙台大学、伊東昭義クリエイティブ

アート展示実行委員会 
入場料  無 料 
 

国際交流提携校：シーナカリンウィロート大学ＨＰに本学掲載 

シーナカリンウィロート大学（タイ）のホームペー

ジに本学との提携について記載されており、平成２１

年１月７日の調印式で撮影した写真が掲載されていま

す。 
 
http://www.swu.ac.th/en/ 
高橋弘彦教授より情報提供 
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包丁支給・調理技術講習会 

 ５月２９日(金)に運動栄養学科１年生に個人の名
前が彫られた包丁を手渡す、「包丁支給」がD201
教室で実施されました。これは、運動栄養学科開

設当初から行なわれている伝統ある行事で、包丁

の取り扱いに責任感を持たせることに目的を置い

ています。 
宮城学科長から「管理を怠ると錆びてしまう包

丁を大事に扱うこと」と、「包丁を保管するロッ

カーへの施錠徹底」について指導があった後、学

生一人ひとりに手渡されました。包丁を受け取っ

た学生たちは早速に自分の名前が彫られているか

確認を行い、気を引き締めている様子でした。 
 ６月１２、１９日には『亀縞の郷 今昔庵（岩沼
市)』の斎藤 勝氏を講師に招いて「調理技術講習
会」を開催し、運動栄養学科Ｂクラスの学生が調

理に携わる者としての心構えや、包丁の研ぎ方・

切り方などを学びました。Ａクラスの調理技術講

習会は６月２６日と７月３日に予定されていま

す。 

平成２１年度仙台大学保護者会役員会 

 ６月１３日（土）に仙台ガーデンパレスにおい

て、平成２１年度仙台大学保護者会役員会が開催

され、鈴木和明会長はじめ保護者会役員１９名と、

本学関係教職員１９名が出席しました。鈴木会長

と朴澤学長の挨拶の後、平成２０年度の事業報告・

決算報告、平成２１年度の事業計画・予算並びに役

員選出についての報告・審議がなされ、前議案と

も原案どおりに承認されました。 

 その後、今回で退任する鈴木会長はじめ役員に

対して感謝の意を込め記念品が贈られました。 

 なお、新会長には糟谷昌彦氏が就任しました。 
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学都仙台コンソーシアム学生広報サポートスタッフ活動開始  

   6月9日（火）仙台市市民活動サポートセンター
において、先月のMonthly Reportでご紹介しま
した「学都仙台コンソーシアム広報サポートス

タッフ」の初めての会議が開催されました。本学

からはスタッフとして選ばれた、スポーツ情報マ

スメデイア学科2年生、高橋悠（ゆう）さんと高橋
花奈（かな）さんが揃って出席し、フレンドリー

な雰囲気の中他大学のメンバーと交流を深めまし

たのでご紹介致します。 

スタッフは全員で11名、東北大学をはじめ６大
学及び宮城工業専門学校で構成され、学年・専攻

もバラエティに富んでいるそうです。簡単な自己

紹介の後、まず手始めとして、学都仙台コンソー

シアムHPにある「学生のページ」を充実させ、で
きれば7月中に各大学のオープンキャンパス情報を
掲載することなどを目標に会議が進められまし

た。ダブル高橋さんは「今、まさに授業で習って

いる、会議を効率良くいかに戦略的に進行する

か？ などが実践的に役立つことを実感でき、と

てもやりがいがあります。メンバーには学生であ

りながら起業している方もいて、ますます興味が

わきました。」と張り切っています。 
会議は来年2月までの任期中、基本的には毎週1
回のペースで開かれ、母校心溢れる学生達によ

り、さまざまなアイデアが活発に討論されそうで

す。 
 

 

全国体育系大学学長・学部長会が開催  ～体育系大学のさらなる連携と模索～ 

 ５月２８日（木）九

州共立大学を幹事校と

した「H２１年度全国
体育系大学学長・学部

長会」が、ホテル日航

福岡で開催されまし

た。会議の中で朴澤学

長が、文部科学省戦略

的大学間連携事業補助への申請の可能性に関する

アンケート結果、および健康運動指導士養成校の

合格率状況についてご報告なさり、その後、橋本

学科長による、体育系大学として初めて採択され

た本学の現代GPの取り組みに関し、ご講演があり
ました。 
「全国体育系大学学長・学部長会」は、現在本

学を含む２３大学が加盟し、1年に1度、持ち回り
で総会を開いています。約50名の出席者を前に朴
澤学長は「大学間連携については、加盟大学全体

としての取組みではなく、複数の大学間の個別の

連携に前向きな意向を持つ大学が存在しており、

今後に向けて更なる検討が期待されること。健康

運動指導士養成に関しては、財団講習会受講者の

合格率より下回っている状況があり、改善を要請

されている。」と報告なさいました。 

続いて橋本学科長より、現代GP申請のポイント
と現在までの進捗状況について、DVDを用い講演
がなされました。参加者からは、学生に部活動と

両立させる工夫など、体育系大学ならではの共通

した悩みが質問され、活発な意見交換の場となり

ました。 
懇親会の席では鹿屋体育大学の福永学長が「脳

を鍛えるには運動しかない」という本を紹介しつ

つ、「運動によるさまざまな効果が科学的に証明

され、学習効果の向上、アンチエイジング、生活

習慣病予防など、体育系大学がこれほど必要とさ

れている時代はなく、大学間で協力しアピールし

よう」とご挨拶なさいました。 
健康づくりに関心が高い今こそ、健康教育や運

動の重要性をさらに体育系大学から発信すべき時

がきているという視点で、仙台大学が担う大きな

使命はまさしくこのことにあると言えるでしょ

う。（記事提供：橋本学科長） 
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新体操指導者マカロワさんに近況を聞きました 
日本に来て半年が経ちましたが、異

国での生活には慣れましたか？ 
 仙台大学に来たばかりの頃に比べ

るとだいぶ慣れ、特に不自由に感じ

ていることはありません。仙台市に

も電車に乗って一人で出かけるし、

近所のスーパーに行っても、どこに

何が陳列しているか把握しているし、日本食も美

味しいので問題ないです。ただ、納豆だけは駄目

です。 
 
日本語は覚えましたか？ 
４月から仙台にある日本語学校に週２度通って

勉強しています。使う機会がないので、教えても

らった言葉もなかなか身に付かず、挨拶と新体操

に関する言葉以外はまだまだです。興味がある新

体操の言葉は使う機会も多いので覚えるのも早

く、新体操に関する言葉はある程度覚えました。

子供達も私に慣れ、コミュニケーションが取れる

ようになったので現在はほとんど通訳なしで指導

しています。子供たちに学校で起こった出来事な

ど、新体操以外の話をされると意味不明ですが。 

全国大会に帯同して東京に行かれたと聞きました

が、日本の学生のレベルはどうでしたか？ 
 
 審判の目線で得点をつけながら観ていました

が、世界と比較してもたいへんレベルの高いもの

と感じました。特に優勝・準優勝に輝いたチーム

は素晴らしく、難易度の高い技、スピード、安定

感に優れていました。１点だけ日本がもったいな

いことをしていると感じたことは、日本の団体優

勝チームがそのまま世界大会に出場すること。ベ

ラルーシでは優勝チームだけでなく、他のチーム

からも優秀な選手を集めて新チームを構成して世

界大会に出場しています。必然とレベルはベラ

ルーシ式の方が高くなります。 
 
東京に行って、住みたいと思いましたか？ 
 
 東京は何でも揃う魅力的な街ですが、狭い範囲

に人口が密集していて息苦しいので、住むのは柴

田町がちょうど良いです。 

 

 

  五輪招致プレゼンＶＴＲにスポーツ情報マスメディア研究所の 

岩瀬裕子専任研究員が出演 
 今月１７、１８日にスイスのローザンヌで２０１６年の夏季五輪招致を目指す東京な

ど立候補４都市による、オリンピック・パラリンピック招致プレゼンテーションが行わ

れました。 
この席で、東京が使用したＣＩＴＹ編ビデオにスポーツ情報マスメディア研究所の岩

瀬専任研究員が土田和歌子氏(陸上競技パラリンピアン)、滝川クリステル氏（フジテレ

ビアナウンサー）、森理世氏(２００７ミスユニバース)と出演しています。 
この映像の一部は６月２２日の日本テレビＮＥＷＳ ＺＥＲＯでも紹介され、今後もメ

ディアでの露出が予想されます。 
東京オリンピック・パラリンピック招致委員会のホームページでも観ることができま

すのでご覧下さい。 
なお、この映像はマスコミにも配られ、配布資料の中には、仙台大学スポーツ情報マ

スメディア研究所の名も記されています。 
http://www.tokyo2016.or.jp/jp/movies/ 

 第二図書館を是非ご利用下さい 
  元ＧＴセンター施設が今年度から第二図書館となり、歴代の学長
やキーナート副学長（特命事項担当）から寄贈いただいた専門書、本

学と協定関係にある海外の大学などから頂戴した貴重な品々が配架さ

れてあります。どれも貴重な品々ですが、平日の数時間（下記に記

載）開館しておりますので是非足をお運びください。なお、付属図書

館事務室にお声がけ頂ければ就業時間内はいつでも開館します。 
月曜日 10:00～12:30 、13:30～15:00 
火曜日 10:00～11:30 
水曜日 13:00～15:00 
木曜日 10:00～11:30 
金曜日 10:00～12:30 
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  ６月１５日(月)、本学サッカー・ラグビー場

で開校しているベガルタ仙台ジュニアサッカー

スクール仙南校（以下：仙南校）の特別コーチ

として、元日本代表の岩本 輝雄氏が来訪しまし

た。 

この教室はベガルタ仙台と本学が提携して平

成１５年４月にスタートし、幼稚園年長から小

学校６年生までを対象にして毎週月曜日に開校

しており、普段はベガルタ仙台から専属コーチ

１名と、本学サッカー部コーチの草野新助手

（元Ｊリーガー）が指導しており、サッカー部

の学生も補助をしています。 

キックの指導では、現役時代を彷彿とさせる

迫力ある岩本氏のフリーキックに、子供たちの

歓声が沸き起こっていました。岩本氏とのミニ

ゲームもあり、自分のパスをシュートしてもら

おうと、我先にと岩本氏にパスする子供達の姿

がありました。憧れの選手を前にして子供たち

にとっては夢のような時間となったようです。 

ベガルタ仙台ジュニアサッカースクール仙南校に 元日本代表の岩本 
輝雄さんが来訪 

元サッカー日本代表の渡辺由一さん 

 ５月２３日(土)に、
本学第７回生(昭和５

１年度卒)で、元サッ

カー日本代表の渡辺

由一
よしいち

氏が来学し、当

時の貴重な日本代表

のユニフォームを大

学に寄贈下さいまし

た。 
渡辺さんは本学入学

後フォワードから

ミッドフィルダーに

転身、チームの中心

選手として活躍され、大学２、３年次の‘７６年と
‘７７年には２年連続でインカレ出場を果たし、

本学サッカー部を東北地区大学サッカー界でトッ

プチームへと導く礎を築かれました。４年次には

全日本大学選抜にも選出されウルグアイでの世界

大会にも出場されております。 
卒業後当時の日本リーグの名門東洋工業サッ

カー部(現サンフレチェ広島の前身)に進み、１９

７９年に全日本に召集されています。その後１年

半にわたり日本代表として活躍。ソウルでの日韓

定期戦をはじめ国際Ａマッチ出場６試合(１得点)

の他、ジャパンカップ(現キリンカップ)出場な

ど、計１２試合で日本代表として出場されまし

た。 
今年３月にはサッカー部の１期生から１０期生

までのメンバーで構成するＯＢ会を発足させ交流

を深めているそうです。そのＯＢ会でチームを結

成し、夏には本学女子サッカー部との練習試合を

行う計画です。また来年には在仙のリーグ戦に参

戦する方向で各方面と調整中とのことでした。 

 

 

 

 

 

 

1992年 JFL1部のフジタSC（＝ベルマーレ平塚＝現ベルマーレ湘南）に入団 

1994年 J リーグに昇格 

1994年 天皇杯優勝 

1994年  日本代表に選出 

2001年 ベガルタ仙台に移籍 

2004年 名古屋グランパスエイトに移籍するも怪我の影響で同年退団 

2006年 オークランドシティFC（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ）と契約・同年現役引退 

岩本 輝雄氏 
  （愛称：テル） 
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奥埜博亮さん（体育学科２年）が（財）日本サッカー協会・Ｊリーグ特別

指定選手に 

 奥埜博亮
おくのひろあき

さん（体育学科2年）
が 大学などに所属したままＪ

リーグの試合に出場できる「ＪＦ

Ａ・Jリーグ特別指定選手」の指定
を受け、Ｊ２ベガルタ仙台に加入

しました。 
奥埜さんは明成高校・ベガルタ仙

台ユース出身。中学から日本選抜

チームでプレーし、２００２年の

Ｕ-１３日本選抜、２００５年の
Ｕ-１６日本代表などに出場してい
ます。大学入学後もその活躍は目

覚しく、昨年の東北地区大学サッ

カーリーグでは１年生ながら得点王に輝き、今年

３月開催のデンソーカップ(地域選抜大会)では北

海道･東北選抜チームとして出場し、大会優秀選手

に選ばれています。 
 ユースまでお世話になったベガルタ仙台での活

躍が期待されます。 
 
ベガルタ仙台ホームページ 
http://www.vegalta.co.jp/contents/news/
press_release/2009/05/jfaj-1.html 

斉藤大輔さん（体育学科４年）が三段跳びで全国大会初優勝 

 ６月１２―１４日に神奈川県平塚市で開催された

「2009日本学生陸上競技個人選手権大会」におい
て、男子三段跳びの斉藤大輔さん（体育学科4年）が
１５m９３で初優勝しました。斉藤は岩手県立黒沢
尻工業高校出身。高校では１４m５６で東北大会２
位となりインターハイと国体の出場経験を持ちま

す。しかし、大学では全国大会出場すら叶わず、最

終学年でようやく全国の場を踏みました。「全国大

会に出場できただけで嬉しかった」と話す斉藤は、

この大舞台で自己記録を７６cmも更新し、全国大会
初出場・初優勝の偉業を成し遂げました。９月の全

日本インカレに向けて遅咲きの新星が誕生しまし

た。 
 女子ハンマー投げでは佐藤若菜さん(体育学科4年)
が５３m３４で第２位となりました。 

６月１６日(火)には朴澤学長に大会結果報告。 
翌週にはA棟に垂れ幕が掲げられました。 
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ＮＨＫがバンクーバー五輪を目指す小室 希さんを紹介 
 スケルトンでバンクーバーオリンピック出場を目指している小室 希さ
ん(院２年)にＮＨＫの取材が入り、６月１９日のＮＨＫ仙台放送夕方の
ニュース番組「てれまさむね」で紹介されました。 

 現在、取組んでいるトレーニングが紹介され、予測・判断といったス

ポーツと関連した認知機能を高めるために東北大学の川島隆太教授が開

発した「ワーキングメモリトレーニング」や、コース取りに必要な空中

認識力(自分が今どこを滑っているかを把握する力)を高めるために、小
西准教授・鈴木新助手・濱田新助手の指導の下で実施しているトランポ

リントレーニングが紹介されました。 
 ＮＨＫによる小室さんの取材は昨年から継続的に入っており、宮城県

内の放映に留まらず、６月２９日にはＮＨＫ総合(全国版)での放送も予
定されています。 

  ※ 番組名 ：「ニュースウォッチ９」21：00 ～ 22：00 
         「ニュース＆スポーツ」23：30 ～  0：10  

漕艇部の西村光生さん(体育学科２年)がＵ２３日本代表選手に 
～本学からは７年連続の代表輩出～ 

 漕艇部の西村光生（体育学科2

年）がＵ２３日本代表に選考さ

れ、７月にチェコで開催される

Ｕ２３世界選手権へ舵手なし

フォアのメンバーとして出場し

ます。 

  西村選手は愛媛県宇和島水産

高校出身。昨年、一昨年には世

界ジュニア選手権大会に日本代

表を経験。今大会で３度目の国際大会出場となり

ます。 

 本学漕艇部からの日本代表選手輩出は平成１５

年以来７年連続になります。 

ボート全日本軽量級選手権大会／２種目で第２位 
 ５月２３、２４日に埼玉県戸田市で開催された

ボートの全日本軽量級選手権大会において、男子

舵手なしフォアと女子舵手つきクォドルプルの２

種目で第２位となりました。 
 男女とも優勝こそ逃しましたが、高いレベルの

レースで素晴らしいパフォーマンスを示してくれ

ました。８月に開催されるインカレでの活躍が期

待されます。 
 今大会には本学卒業生も多数出場。特に男子エ

イトでは今年卒業した渡邉勝裕選手、三浦友之選

手（共にNTT東日本東京）が優勝。野崎鷹昭選手
（トヨタ紡織）が準優勝を勝ち取りました。 

鈴木保之香さんが仙台８９ＥＲＳチアーズオーディションに合格 
 鈴木保之香さん（体育学科

１年）が男子プロバスケット

ボールチーム「仙台８９ＥＲ

Ｓ」を応援するチアリーディ

ングチーム「８９ＥＲＳチ

アーズ」のトップメンバーに

合格しました。 
フロアで踊る事が好きと話す

鈴木さんは、バトントワリングの指導者である母

親の影響でバトントワリングを始め、小学生時代

には全日本バトントワリング選手権全国大会出

場、中学生時代は東北大会個人４位など輝かしい

成績もおさめています。 
２つ下の妹が「８９ＥＲＳチアーズ」のレッス

ン生であった事から、チアリーダーに興味を持つ

ようになったそうです。ブースター（観客）との

距離が近く、観客と一体となって応援する「８９

ＥＲＳチアーズ」の魅力に感激して今回のオー

ディション応募に至ったそうです。 
「８９ＥＲＳチアーズ」では試合ごとに出演す

るメンバーを選出するということで、「やるから

には全試合で踊れるように全力で頑張りたい」と

力強く話してくれました。 
今後は、１０月の開幕に向けて週２日のダンス

レッスンと、仙台七夕まつりなどの催しや幼稚園

に訪問しての広報活動を行なうそうです。なお、

今年は初めてｂｊリーグのオールスターゲームが

宮城県内で開催され、注目度が高まる事が予想さ

れており、鈴木さんの笑顔でのパフォーマンスが

楽しみです。 
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硬式野球部員６名が仙台六大学野球連盟選抜メンバーとして 

ハワイ国際野球選手権に出場 

 国際親善を目的

として太平洋地域

大学野球協会が主

催する「ハワイ国

際野球選手権大

会」が８月６日～

９日の日程でハワ

イ州立大学マノア

校を会場に開催さ

れます。今年の大会には本学硬式野球部が所属す

る仙台六大学野球連盟に対して出場要請があり、

選手２１名の派遣が決定しました。本学からも６

名がメンバーに選出され、森本監督もコーチとし

てチームを牽引します。 
なお、同大学で同時期に実施されるアスレティッ

クトレーニング スクーリング アドバンスドコー

スへの参加を兼ね、本学からトレーナーとして度

会稔助教が、学生トレーナーとして体育学科３年

の佐竹彬（あきら）さん・村上拓矢さんがそれぞ

れチームに帯同する事になりました。 

慣れない海外の地における、国際試合でのトレー

ナーの存在は一段と大きく仙台六大学野球連盟か

らもメンバーの参加が喜ばれています。 

ハワイでの選手達の活躍のみならず、プレーヤー

の信頼を受け彼らを心身共にサポートするトレー

ナーの頑張りを心から応援しましょう。 
 
出場選手 
大森 淳希 （体育学科4年・投 手） 
安田 尚造 （体育学科4年・内野手） 
田上 紳二郎（体育学科4年・外野手） 
矢島 健吾 （体育学科3年・内野手） 
高島 光鉱 （体育学科2年・外野手） 
佐藤 良  （体育学科2年・外野手） 

 
仙台六大学野球連盟ホームページ 
http://www.sen6.jp/ 
 
仙台大学硬式野球部ホームページ 
http://homepage2.nifty.com/scpe_bbc/ 

 

レクリエーション部の学外での活動紹介 

   

 昨年に引き続き「船迫生涯学習センター」から

の依頼を受け、レクリエーション部が６月～３月

までの毎週金曜日に同センターが主催する「こど

もの広場」に派遣されています。 
 この教室では、児童クラブに登録していない船

迫小学区の小学生２０人を対象に、安全で楽しい

子どもたちの活動場所を設け、主に集団遊びを指

導・支援します。 

同センターとレクリエーション部が隔週で進行

役と補助役を交代しながら進められ、毎回学生３

名程が参加しています。レク部主将の武者庄一

（体育学科4年）さんは「自分達で考えた新しいレ
クリエーションを試みたりして楽しく活動してい

ます。子供たちと触れ合うことが楽しいです」と

話しています。 

６月１２日の教室は、「落下傘を自分達で作っ

て遊ぶ」をテーマに開催されました。こども達の

学生たちに我先にと近寄って教えを請う姿、そし

て仲良く交流する姿がみられました。学生たちも

打ち解けているようで、基本は楽しく、叱るべき

ところをわきまえつつ、子供達ときちんと向き合

う姿が印象的でした。 

主催している同センターの石上幸弘さんは本学

ＯＢ（１２回生)で、「学生生活で子供たちと触れ
合える機会は少ないので、「こども広場」を後輩

である学生たちの学習の場にしてもらえればと思

い、昨年から依頼し指導・支援にきてもらってい

ます。子供たちも学生に馴染んでいます」と話さ

れていました。 
 レクリエーション部は年間で約１８０件の依頼

に応えており、５月２６―２９日に大郷町が主催

した蔵王自然の家での宿泊体験活動「まちはひと

つの学校だ」事業にも学生７名が補助として参加

するなど活躍の場を広げ、大郷町教育委員会から

も感謝の手紙が届いています。 
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仙台大学オリジナルグッズ販売中 

 今年度の入学式でも販売した、仙台大学オリジナルグッズ「新商品」を紹介します。 

新商品 ： エコバック、バックパック、保温タンブラー、キャップ（５色）、ポロシャツ、名刺・

定期入れ、マフラータオル、ブックマーカー、スパッツ 

既存のグッズも含め、学生支援センターおよび学内売店（駐輪場1F、タカトモスポーツ）で販売中で
すので是非、お買い求め頂きご活用下さい。 
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「リスペクト！おかげさまプロジェクト」推進中！   

 普段、あまり気にも留めていないところで私たちのスポーツは多くの仲間に支えられています。本

学では、社団法人宮城県サッカー協会、株式会社ベガルタ仙台、ベガルタ仙台ホームタウン協議会と

ともに、「リスペクト！おかげさまプロジェクト」を推進中。まず、スポーツに関わる私たちファミ

リーに感謝を込めて「ファミリーあいさつ運動」を行います。私たちが自由にスポーツを楽しめるこ

とに感謝して、その「おかげさま」の輪を広げていきたい。そんなスポーツ文化を未来に残しません

か？「おはよう」「お疲れさま」「ありがとう」「また明日」学内でも、元気いっぱい笑顔あふれる

“あいさつの輪”を広げていきましょう！プロジェクト参加希望の教職員・学生の皆さんはスポーツ

情報マスメディア研究所 阿部(篤)・岩瀬まで。 

＜スポーツ情報マスメディア研究所より＞ 
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Vol.３８ 広報室 

平成２１年７月２３日発行 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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快挙！  2009年 ユニバーシアード柔道女子63㎏級

「銀メダル」、団体戦「金メダル」を獲得！ （詳細は裏面で） 

女子６３kg級 準優勝＜銀メダル＞ 

団体戦 優勝＜金メダル＞ 
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快挙！  2009年 ユニバーシアード柔道女子63㎏級「銀メダル」、団体戦

「金メダル」を獲得！（詳細） 

 7月7－11日に開催
された第25回ユニ
バーシアード競技大

会（開催地：セルビ

ア共和国ベオグラー

ド市）に柔道女子

63㎏級の日本代表と
して出場した田中美

衣さん（体育学科4
年）が個人戦で「銀

メダル」を獲得、団

体戦でも4戦全てオー
ル一本勝ちを収め、

日本チームの「金メ

ダル」獲得に貢献した。 
ユニバーシアード競技大会は、国際大学スポー

ツ連盟（FISU）が管轄する「学生のオリンピッ
ク」に位置する総合競技大会である。日本からは

日本オリンピック委員会（JOC）の管轄で柔道以
外に12競技265名の代表選手が派遣され、田中さん
も「TEAM JAPAN」の一員として戦いに挑ん
だ。 
個人戦では6月の中旬から都道府県団体対抗大会
（2位）、インカレ団体戦（ベスト8）と大会が続
き、決して万全の体調ではなかったものの、持ち

前の粘りで4試合を勝利し、何とか決勝戦へ進出し
た。決勝戦の相手はワン（台湾）。序盤から相手

のペースでなかなか良い形になれず劣勢であった

が、中盤に強引な掬い投げが決まり有効ポイント

を奪取。しかし、その後はこれまでの疲労が一気

に出たかのような防戦となり、終了1分前にペナル
ティを受け、スコアがタイとなる。そして、延長

戦になるかと思った残り5秒前に相手の捨て身の出
足払に掛ってしまい有効ポイントを奪われ試合終

了となった。 
大会最終日の団体戦では4試合すべてに出場し、
個人戦と3年前に日本代表として出場した「世界学
生選手権大会」の団体戦（3戦全敗）の結果を払拭
するような内容でオール一本勝ちを収め、金メダ

ル獲得に大いに貢献した。 
個人戦では勝負の厳しさを思い知らされた敗戦

ではあったが、初出場でのメダル獲得は立派とい

えよう。また、大会の結果を含め、通常の国際大

会とは違う、総合競技大会の空気を肌で感じるこ

とができたことは、田中さんの今後に大きなプラ

スとなったことは間違いない。次回のユニバーシ

アードは2011年に中国のシンセンで開催され、田
中さんも出場の資格があり、リベンジの可能性が

残っている。 
 

個人戦の詳細 
1回戦：ネジェズ(アルジェリア)に合わせ技で一本 
    勝ち 
2回戦：リン・メイリン（中国）に優勢勝ち 
  ※この選手は今年のアジア選手権の優勝者 
3回戦：サイコ（ウクライナ）に横四方固一本勝ち 
準決勝：カチョラ（ポルトガル)に浮落で一本勝ち 
決勝戦：ワン・チンファン（台湾）に優勢負け 
 
団体戦 （ ）内は田中さんの詳細 
1回戦：イギリスに 5－0 （上四方固で一本勝ち） 
2回戦：中国に 4－1 （中盤に払巻込で一本勝ち） 
準決勝：ロシアに 4－0 （上四方固で一本勝ち） 
決勝戦：韓国に 5－0 （横四方固で一本勝ち） 

６月３０日(火)には教職員はじめ、柴田町の滝

口町長や宮城県柔道連盟の方など総勢約１００

名が出席して、ユニバーシアード壮行会がサン

シャイン青葉で開催され田中さんを激励しまし

た。滝口町長からは、「これまで培ってきた成

績を“ホップ”、ユニバーシアード大会を“ス

テップ”、そしてロンドン五輪に向けて“ジャ

ンプ”していただきたい。」との言葉を頂戴し

ました。柴田町柔道協会顧問の大槻裕喜様から

はご自宅で収穫されたというお米（３０㎏）が

送呈されると、思いがけないプレゼントをしっ

かり抱きかかえた田中選手に惜しみない拍手が

送られました。 

学長報告 

帰国早々の７月１４日には朴澤学長に大会報告を

行いました。 

ユニバーシアード出場壮行会 
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ＮＳＣＡ運動能力テスト男女とも総合成績 第２位 

 ７月９日から１１日に、NSCA（全米ストレン
グス＆コンディショニング協会）のナショナルカ

ンファレンスが米国ラスベガスで開催され、期間

中に行われた運動能力テストに出場した細川優樹

さん、高山安奈さん（共に体育学科2年）が共に第
２位となりました。 
 大会にはアメリカ、カナダ、イギリス、アイル

ランドが参加し、「ハングクリーン」、「垂直跳

び」、「１０ヤードダッシュ」、「プロアジリ

ティー」の４種目で総合成績を競いました。 
 細川さんは垂直跳びでトップ記録、その他の種

目でも２位記録を出しましたが、「プロアジリ

ティー」で断トツのトップ記録を出したカナダの

選手に競り負け、総合成績で第２位となりまし

た。高山さんも全種目で２位記録を出すなど、バ

ランスの良い身体能力を発揮し、総合成績でも第

２位となりました。 

 

細川優樹さん 

「バレーボールで高校３

年の時に外国の代表チー

ムと試合をしたことはあ

りますが、外国人選手と

戦える機会は少ないの

で、良い緊張感もあり、

楽しむことができまし

た。垂直跳びでは練習で

の自己ベストを更新でき

たので記録には満足して

います。」 

 

高山安奈さん 

「外国の方と交流が持てたことや、およそ３００

人の観客の前で競いあえたことは、たいへん良い

経験となりました。カンファレンスでお会いした

他大学の先生から「ウェイトリフティング４８ｋ

ｇ級ならインカレで６位には入れる。」とお声掛

け頂き、本格的に競技を始めるか心が揺れていま

す。」 

画像提供：朴澤学長 

ＮＳＣＡ壮行会 

 ７月１日（水）には第３体育館１ＦトレーニングルームにおいてＮＳＣＡ世界大会に出場する２名

の選手壮行会が執り行われ、関係教職員と学生約１００名が参加しました。 
会では健闘をたたえると共に、両名の決意表明とデモンストレーションが行なわれ、日本代表の実力

に歓声が上がっていました。 
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学科一日体験会 お疲れ様でした 

７月１１日(土)に体育学科とスポーツ情報マスメディア学科、１２日(日)に健康福祉学科と運動栄養
学科の学科一日体験が開催され、２日間で生徒･保護者あわせて３０６名（生徒２４６名、保護者６０

名）の来場がありました。昨年よりも保護者数は減少したものの、生徒数は前年比３２名増と、８月８

日に開催されるオープンキャンパスに向けて更なるモチベーションアップにつながることでしょう。 
担当された教職員の方々、たいへんお疲れ様でした。 
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平成２１年度 みやぎ県民大学 仙台大学開放講座 

 平成２１年度みやぎ県民大学 仙台大学開放講座が開講しています。今年度は３つの講座が組まれ、

受講者数は延べ１９８名となっています。 

講座名  仙台大学“ちょこっと運動プログラム” 

講師 鈴木省三教授、仲野隆士教授、佐藤久准教授、内丸仁講師 

内 容 

仙台大学開発の数ある運動プログラムの中から、身近にできる健康づくりを選び、筋

力トレーニングの基礎学習・体験を通じて、運動習慣を身に付け、筋力の維持・向上を

図ります。地域における今後の健康づくりの助言・指導が可能となる足がかりになるこ

とを目指します。 

開講期間 ７月３、１０、１７、２４日（全４回） 開講時間 １８時半～２０時半 

受講者数  １１２名 実施場所 第一体育館 

講座名 歴史と文化を旅する 講 師 伊達宗弘客員教授 

内 容 
日本やふるさと宮城の素晴らしい歴史と文化を学習し、知識を深めるとともに、心豊

かな生活を送る糧となるよう開講します。 

開講期間 ７月１５、２２、２９日（全３回） 開講時間 １８時半～２０時 

受講者数  ５３名 実施場所 Ｂ棟 

講座名 日米の比較論 講 師 ﾏｰﾃｨ・ｷｰﾅｰﾄ副学長(特命事項担当) 

内 容 

仙台大学の「英語でスポーツを語るキャンパス創り」担当マーティ・キーナート副学

長(特命事項担当)による、流暢な日本語による明るくユニークで、ビジネスとプレーヤー

両方の実経験から日本のスポーツを鋭く切り込む講話です。日米スポーツ事情を深く理解

し、スポーツへの関心と国際感覚を磨く一助となるよう開講します。 

開講期間 ７月１４、２１日（全２回） 開講時間 １８時半～２０時半 

受講者数  ３３名 実施場所 Ｂ棟 
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スポーツ情報マスメディア研究所主催イベント「花田達朗氏講演会」 

 ６月２６日（金）にスポーツ情報マスメディア研究所（ISIM）主
催の講演会が学内で開かれ、早稲田大学ジャーナリズム教育研究所

所長・花田達朗氏を講師としてお招きし、「マスメディアとジャー

ナリズムの現在と課題」のテーマで講演が開催されました。 

会場のB203教室には教職員・学生あわせて約１４０名が集まり、
花田氏の「ジャーナリズムとメディアの歴史的な形成過程」、「情

報の歴史的流れについてや現状改正の展望」などの貴重な講話を聴

講しました。 
 

健康運動指導士による講演会を開催 

７月９日(木)に、 (財)宮城県成人病予防協会

の杉村嘉邦
すぎむらよしくに

氏(平成12年度健康福祉学科卒)をお

招きして「運動指導の楽しさを伝える～健康運

動指導士による講演会～」がB103教室において

開催されました。 

近年、体育系大学生は生活習慣病対策における

運動指導の担い手として期待され、平成１９年度

からは本学を含む体育系大学等で健康運動指導士

資格取得における講習免除制度もスタートしてい

ます。今回の講演は現場の健康運動指導士から学

生に運動指導の楽しさを伝えてもらい運動指導の

担い手を育成するのが目的で、小松(正)教授、笠原
講師らの関連教職員が中心となり開催したもので

す。 
 講演では、健康運動指導士の活躍場所、メタ

ボリックシンドローム改善事業への関わり方、虚

弱高齢者に対する運動指導等について実体験に基

づいた話がなされ、後輩に向けてのアドバイスと

しては「健康運動指導士は保健師や栄養士と関わ

る事が多いので、特定保健指導、介護予防事業の

制度などについてしっかり把握しておくことが重

要」との話がありました。質疑応答の時間では、

学生の熱心な質問や活発な意見交換がなされまし

た。  

～スポーツ情報マスメディア研究所主催イベント～ 

大学敷地に監視カメラ１３台を設置 

 大学は、地域社会への開放として一般の方の出入りが多いことや、今年

１月に発生した中央大学での刺殺事件を機に、今まで以上に危機管理体制

を充実することが求められています。 
本学でも大学危機管理体制の充実を図るため、大学敷地内に監視カメラ

ラ１３台を設置しました。設置箇所は以下の通りで、現在も２４時間体制

で稼動しています。 
         ・Ａ棟入口     ２台 
         ・第一体育館壁面  ２台 
         ・噴水ポンプ室   １台 
         ・駐輪場      １台 
         ・サッカー場    ２台 
         ・多目的グラウンド ２台 
         ・第２グラウンド  ３台 
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ハワイ州立大学大学院修了の鈴木のぞみさんがＡＴＣ合格 

ハワイ州立大学スクーリン

グをきっかけにハワイに渡

り、ＡＴＣ(全米アスレ
ティックトレーナーズ協会

公認アスレティックトレー

ナー)資格取得を目指してい
た鈴木のぞみさん(Ｈ１７年
度卒)がこの度、ＡＴＣ試験
に見事合格し、本学でのＡ

ＴＣ第一号となりました。 
鈴木のぞみさんは本学を卒

業後、アスレティックトレーナーになるべく単身

ハワイに渡り、語学学校を経てハワイ州立大学大

学院（キネシオロジー アンド レジャー グラデュ
エーション プログラム）に入学、今年５月１７日
に修了しました。今後、１年間はハワイ州立大学

に残り、ＧＡ(大学院生助手など)として大学院生を
サポートしていくそうです。 
また、後に続いた鈴木理恵さん（Ｈ２０年度

卒）も同大学院入学を目指し、現在ハワイの語学

学校で頑張っています。 
 
詳細は鈴木のぞみさんのブログをご覧下さい 
http://blog.goo.ne.jp/letsgofor2012/
e/048b90c0d3ca824512fbf35a65cf189e 

ハワイ州立大学スクーリング結団式 

 ７月１４日（火）、８月に実施されるハワイ州

立大学（UH）における２つの研修（ATアドバン
スドコース・英語）の結団式が行われました。

Monthly Report前号でご紹介しました通り、AT
（アスレティクトレーニング）アドバンスドコー

スに参加するのは、体育学科３年生の佐竹彬（あ

きら）さん・村上拓矢さんの２名で、８月２日～

５日まではUH ATルームで実習・遠隔授業のUH
講師を務める金岡友樹氏の勤務先であるマッキン

リー高校ATルームで見学などをし、６日～９日ま

ではハワイ国際野球選手権大会の「仙台六大学選

抜チーム」に、学生トレーナーとして帯同しま

す。二人は「２回目のスクーリングと野球選抜

チームへの帯同の両方を、思い出深いハワイで経

験することができ、本当に嬉しいです。ご尽力下

さった渡邊先生を初め、先生方及び野球部みんな

の気持ちにこたえるためにもベストを尽くし、学

んだことを是非後輩達に引き継ぎたいと思いま

す。」と話しています。 
 また、今回初めてUHアウトリーチ校における英
語の「NICE」プログラムに参加するのは、体育学
科２年生の山口有映（なおあき）さん、同１年生

の安部翔子さん、スポーツ情報マスメディア学科

２年生の高橋悠（ゆう）さん３名で「研修は、８

月３日～２１日まで３週間という長い期間です

が、将来は長期の留学を考えているので、英語力

を高めるためにも海外の学生と積極的に話しをし

たいです。」など意欲に燃えています。 
現地では、今号で取り上げている鈴木のぞみさ

ん・鈴木理恵さんとの「座談会」も予定されてお

り、卒業生・在校生の交流の輪は海を越え、ます

ます広がっています。 



Monthly Report  8 

 

運動栄養学科生が学食メニューに応募  ～９月には新メニューに仲間入り～ 

 学生食堂を委託しているシダックス㈱が、学生に向けて

食堂で提供する丼の応募を行い、丹野先生の講義「栄養指

導論演習」を受講している学生５４名が応募しました。 
どれも栄養バランスの良い、学生が好みそうなメニューば

かりで、採用になった学生にはシダックス㈱から３０００

円分の学生食堂食事券が贈られることになっています。 
 現在は選考中につき、採用された丼は９月からメニュー

に並ぶ予定で、食欲の秋に向け今からとても楽しみです。 

東北師範大学に国費留学中の金井さんが一時帰国 

 中国の東北師範大学に国費留学中の金井弘順さ

んが１年間の語学研修を終え、現在、一時帰国し

ています。７月１５日には朴澤学長、佐々木局長

はじめ諸先生方への挨拶と友人との再会のため、

大学に足を運んで元気

な姿を見せてくれまし

た。同時期に国費留学

した日野晃希さんと笹

井善仁さんも元気に頑

張っているそうです。 
 
 
 
 
 
 
 

金井弘順さん 

「９月から現代中国語学科の２年生となる事が

決まりました。中国の生活にも慣れ、中国語も生

活に全く支障がない程度に話せるようになりまし

た。今では冗談で笑わせることもできる様になり

ました。８月末まで日本で「生気」を貯め、中国

であと３年間頑張るためにも、アルバイトで「お

金」を貯め、日本から応援してくれる友人達と過

ごすことで、よりパワーアップして中国に戻りた

いと思います。 
 
・金井さんブログ 

http://blogs.yahoo.co.jp/newlife_in_china 
・笹井さんブログ 

http://blogs.yahoo.co.jp/yoshihito_sasai 
・日野さんブログ 

http://profile.ameba.jp/snowbeer/ 
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仙台大学同窓生の校長職ご就任を祝う会開催 

６月２６日（金）１８時３０分より、ＫＫＲホ

テル仙台において「第十一回仙台大学同窓生の校

長職ご就任を祝う会」が開催されました。今回

は、今春校長先生になられた、第７回卒業生の日

下清則先生（蔵王町立遠刈田小学校）をお祝いし

ました。当日は、朴澤泰治理事長・学長、マー

ティ・キーナート副学長（特命事項担当）、阿部

芳吉宮城教育大学副学長ら多数お祝いに駆けつけ

て下さり、盛大な会となりました。日下校長よ

り、校長職としての責務が述べられた他に、現

在、蔵王町内の小学校・中学校合わせて８校中３

校で仙台大学の卒業生が校長先生として任務に励

んでいること等が紹介されました。なお、これま

で同会では、県内において校長職にご就任された

卒業生２４名（今回含む）をお祝いしています。 

平成２１年度 同窓会代議員会開催 

 ７月１１日（土）にサンシャイン青葉を会場にし

て平成２１年度同窓会代議員会が開催され、大沼 

仁同窓会長はじめ同窓会役員と本学関係教職員が出

席しました。会では平成２０年度の事業報告・決算

報告、平成２１年度の事業計画・予算並びに役員選

出についての報告・審議がなされ、全議案とも原案

どおりに承認されました。 
役員の改選では、鈴木省三学科長が同窓会会長に就

任しました。大沼氏には今後、顧問という立場から

同窓会の発展に寄与していただく事となりました。 
 

明成高校父母教師会が来学 

６月２４日(水)に明成高校父母教師会が来学
し、本学の入試についての説明及び見学を行

いました。はじめに朴澤学長が大学紹介映像

とカヤーニ応用科学大学ＰＲ映像を使って、

本学の概要の説明や国際交流も盛んである事

を紹介しました。 
その後、渡辺入試創職担当課長が入試や学

科の説明を行なった後、施設見学を行い、学

生食堂も利用していただきました。 

ＰＴＡの方々は、卒業生の活躍や充実した

施設に感心した様子でした。 
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熱中症事故の予防および落雷事故の防止について 
（文部科学省スポーツ・青少年局よりお知らせ） 

① 熱中症事故等の予防について 
学校の管理下における熱中症事故は、ほとんど

が体育・スポーツ活動によるもので、それほど高

くない気温（25℃～30℃）でも湿度が高い場合に
発生しているそうです。しかし適切な措置を講ず

れば十分防ぐことが可能です。熱中症事故を防止

するため「熱中症を予防しよう－知って防ごう熱

中症－（平成15年6月発行）」（http://
www.naash.go.jp/kenko/jyouhou/
nettyusyo.html）や環境省が作成した「熱中症環境
保健マニュアル（2008年6月改訂版）」（http://
www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/index.html）
などをご覧いただき、各スポーツ活動における熱

中症の予防に役立ててください。 
② 落雷事故の防止について 
 文部科学省によると、校舎外の学校行事実施中

など学校管理下における落雷事故は昨年度も発生

しているそうで、屋外において体育活動をはじめ

とする教育活動においては、指導者は落雷の危険

性を認識するとともに、天候の急変などの場合は

躊躇することなく計画の変更・中止等の適切な措

置を講じるなど、落雷事故の予防が必要です。雷

鳴が聞こえるときは、落雷を受ける危険性がある

ため安全な場所へ避難する必要があります。 
また、人体は、同じ高さの金属像と同様に落雷

を誘引するものであり、たとえ身に付けた金属を

外したり、ゴム長靴やレインコートなどの絶縁物

を身につけていても落雷を阻止する効果は無いと

のことです。 
 上記ＨＰにありますマニュアルを参考に、事故

の防止のためにご活用下さい。 

－学校の管理下における熱中症の発生状況－ 

出典：学校の管理下の災害19・20・21－基本統
計－（負傷・疾病の概況） 
（独立行政法人日本スポーツ振興センター）  

                （単位：件） 

下記は、学校の管理下における熱中症に対して医

療費を支給した件数である。 

 

 

  H.13年度 H.15年度 H.18年度 

幼稚園 3 2 9 

小学校 67 110 150 

中学校 427 805 1,191 

高等学校 436 852 1,476 

高等専門学校 9 10 14 
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★私はこうして合格した★ 

仙台大学運動栄養学科の卒業生 

        
 

 

合格おめでとうございます！ 

率直な気持ちをお聞かせ下さい。 

合格の瞬間嬉しいのと、ほっとしたのとで力が抜

けてしまいました。正直、これからは大変な勉強を

しなくてすむ！と思いました。 

 

合格できた理由は何だと思いますか。 

一度落ちた時の悔しさと、今年こそは…の想いが

あったからです。家族・会社の人・友達の応援もあ

りました。 

 

「栄養士」から「管理栄養士」になって、一番変わった点

は？ 

気持の面です。自覚が強くなりました。 

 

本格的に受験勉強を始めたのはいつ頃からですか。 

7月の下旬頃からです。 

 

仕事と受験勉強の両立はどうでしたか？ 

仕事は家には持ち帰らず、家に帰ったら仕事のこ

とはあまり考えなかったです。時間を作ることが大

変でした！ 

 

勉強時間はどのタイミングでとりましたか？ 

家に帰ったら、ご飯を食べて、休んで何時に勉強

をしよう…みたいに。毎日同じ時間で計画をたてて

時間を作りました。 

 

 

仕事から帰って、勉強に励む中、眠気が襲ってくること

は？…そんな時の眠気対策は？ 

眠い時は15～30分くらい寝てから勉強しました。勉

強中はコーヒー、紅茶、緑茶などいろんなものを飲み

ながらしていました。 

 

管理栄養士を目指す後輩へ、在学時代にしておくべきことを

挙げるなら？自分が勧める勉強法は？ 

①管理栄養士として働いていくんだという気持ち 

②日頃から栄養･健康などの情報について気に掛ける

こと 

③試験・テキストなどの情報収集 

④勉強は少しずつでも続けること。 

 

模試会場や職場で、仙台大学と、他の栄養士養成校（管理栄

養士養成校）の違いを感じることはありますか？ 

試験情報、使用しているテキスト・模試などの情報

が管理栄養士養成校の学生は多い。 

 

今後の夢や目標があればお聞かせ下さい。 

これからも（管理）栄養士として働いていきたい。

直接顔の見える学校・施設などで…。 

 

その他何でもコメント下さい。 

合格率だけを見ると落ち込みますが、頑張った分だ

け着実に力になっていますよ！ 

 

管理栄養士国家試験に合格！ 
佐藤亜樹さんにインタビュー 

 

平成 18年度卒 

運動栄養学科第 1期生 

株式会社ﾌﾞﾗﾝﾁに就職 

（委託給食会社） 

http://www.b-

tomato.net/ 
昨年度より中学校ブログを担当 

 

＜提供： 仙台大学 管理栄養士国家試験「合格修練会」 早川講師・大崎新助手＞ 
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Vol.３９ 広報室 

平成２１年８月２８日発行 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

目次： 

シマノレーシングが本

学で合宿開催 1 

海を越えて輝く学生た

ち 2 

オープンキャンパス 

 3 

就職ガイダンス 

事務職員研修会 4 

李 馥煕氏 
ボブスレーOB 5 

滝口町長表敬訪問 6 

漕艇部の活躍 7 

トライアスロン部 8 

シマノレーシングが本学で低酸素トレーニングキャンプ

実施 

 日本のロードレース界を

リードする「シマノレーシ

ング」が８月１０―２１日

の日程で本学の常圧低・高

酸素室を使用しながら、ト

レーニングキャンプを実施

しました。 

 内丸講師が同チームのト

レーニングアドバイザーを

務めている事から、今回の

実現に至り、内丸講師指導

のもと、安全に十分配慮しながらトレーニングは進められました。 

 トレーニングは主に大学半径１５０km圏内で行なわれ、トレーニング以

外の時間のほとんどを標高２５００ｍ相当の酸素濃度（15.4％）の低い低

酸素室に入って生活することで、心肺機能を高める目的（いわゆる高地ト

レーニング）で行なわれており、寝ている時も低酸素の状態が続くため、

選手は熟睡できない日々が続いたようです。また、１８日には標高２５０

０ｍに相当する酸素濃度の状態で２０分間にわたって高強度を維持するト

レーニングを行い、終了後に乳酸量の測定が行なわれるなどして、科学的

なトレーニングを実施しました。 

期間中は運動栄養の学生が練習に帯同させて頂き、食事のサポートやト

レーニング中に水分や栄養（補給食）を手渡すなどしました。また、ト

レーナーコースの学生が、チームの専属トレーナー活動の様子を見学し、

プロチームの実際の現場を体験しました。 

 

シマノレーシングのホームページでも合宿の様子がアップされています。

下方に４つの本学関連記事が動画とともに掲載されていますので、URLをク

リックしてご覧下さい。 

http://blog.shimanoreport.jp/blog/2009/08/post_ad6c.html 
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海を越えて輝く学生達  Summer ２００９ 

（１）ハワイ州立大学での「AT（アスレティクトレー
ニング）アドバンスドコース」及び「英語研修」 

Monthly Report前号でご紹介しました通り、８月２
２日からハワイ州立大学（UH）において渡会先生・広
報室佐藤の引率のもと、AT（アスレティクトレーニン
グ）アドバンスドコースに参加した体育学科３年生の

佐竹彬（あきら）さん・村上拓矢さんの２名が１２日

に、また、鎌田先生の引率のもと、今回初めてUHアウ
トリーチ校における英語の「NICE」プログラムに参加
した体育学科２年生の山口有映（なおあき）さん、同

１年生の安部翔子さん、スポーツ情報マスメディア学

科２年生の高橋悠（ゆう）さん３名が２３日に、それ

ぞれ全ての講義・実習を終え無事に帰国しました。 
現地では、５名全員が前号で取り上げた本学の卒業

生である鈴木のぞみさん・鈴木理恵さんとの「座談

会」に参加し、本学初のATC（アメリカ公認アスレ
ティックトレーナー資格）を取得したのぞみさんや、

それを目指して勉学に励む理恵さんから、ハワイでの

苦労談や英語をマスターする方法など、体験者ならで

はの貴重なお話しに食い入るように聞き入っていまし

た。 
  
英語研修に参加した学生の声 
山口さん 

「来年参加しようと考えているATスクーリングに向けて、英

語の基礎を勉強しておきたいと思って英語研修に参加しま

した。レベルに合わせたクラスでの講義だったので、大変勉

強になりました。」 

安部さん・高橋さん 

「英語研修をより良いプログラムにするために、宿泊先をホ

テルではなく、ホームステイや外国人が多く住む寮にする事

を提案したいです。日常会話など、直に英語で会話できる

機会が増え、更に学べると思います。」 
 
（２）カリフォルニア州立大学ロングビーチ校での

「運動栄養セミナー」 
運動栄養学科では、アメリカにおける運動栄養の実

情と課題を学ぶ初めての試みとして、８月１６日～２

３日まで、加賀洋平新助手の母校であるカリフォルニ

ア州立大学ロングビーチ校において「運動栄養セミ

ナー」が実施されました。 

参加したのは小浜先生を団長に柳先生、津吉先生、

竹内晴子新助手、広報室佐藤の引率のもと、同学科

４年生の井上幹太（かんた）さん、古谷悠子（ゆう

こ）さん、３年生の高橋杏奈（あんな）さん、２年

生の高橋絢子（あやこ）さん、千葉龍太（りゅう

た）さん、１年生の小坂円（まどか）さん、佐々木

文（あや）さんの７名です。 
 ５日間に渡るプログラムでは、アメリカの大学に

おける各競技選手達に必要な栄養やその摂取の指導

方法を学ぶだけでなく、実際に選手が競技をしてい

る現場に出向いての視察など、普段、自分達が授業

で今すぐ役立つような充実した時間を過ごしまし

た。また、教えていただくだけではなく最終日に

は、同大学の関係者の前で栄養サポートをしている

様子などを英語でプレゼンテーションし、さらには

感謝の気持ちを込め日本から持参したはっぴ姿も

凛々しく「よさこい」も披露しました。修了式でそ

の様子を終始笑顔で見守っていたシャロン・ガス

リー キネシオロジー学科長は「すばらしい発表と

踊りでした。この短期間で私達が彼らから逆に学ん

だことは大変多く、また是非仙台大学でみなさんに

お会いしたいです。」とおっしゃっていました。 
 

学生の声 

高橋さん、小坂さん 

 「米国の大学では学生に指導する専門の栄養士が常

駐しており、本学の栄養管理システムに似たようなものを

使って学生自身がパソコンで栄養を確認することや、ブロ

グ内で栄養士から直接指導してもらえるシステムとなって

いました。学生への説明も科学的な裏付けがある数値で

示されるので、学生側も理解しやすく、栄養に対する意識

を更に高めているようでした。 

 今回、語学力の必要性を感じました。通訳を通じて現地

の方から話を伺いましたが、もっと学生や先生に直接話

しかけ、色々な事を聞きたかったです。」 

学生たちは多くのことを現地で学び、それぞれの

目標ができたようです。これから更に国際交流の芽

が増える事が期待されます。 
 
 
 

 

 ～海外研修終了 ハワイ州立大学・カリフォルニア州立大学ロングビーチ校 ～ 
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オープンキャンパスお疲れ様でした 

 ８月８日（土）にオープンキャンパスを開催

し、生徒・保護者あわせて１０００名を超える来

場を頂きました。 
１０時からのオリエンテーションでは、元Ｊ

リーグ浦和レッズ選手（現:浦和レッドダイヤモン
ズ広報部）の内舘秀樹氏をはじめ、卒業生４名か

ら「ＯＢ・ＯＧからのメッセージ」として講演い

ただきました。４名それぞれの職場での活躍や大

学での経験が今に生かされていること、本学在学

中のエピソードなど、経験談などをお話いただき

ました。 
この他、仙台大学ならではの各学科、特徴ある

施設・設備を使った体験会や模擬講義、入試相談

会などを実施し、高校生達に大学生活や卒業後の

イメージしていただけたのではないかと思いま

す。 
 オープンキャンパスに参加した河南高校の本城

君は「部活動と勉学を両立させたいと親に相談し

たら、仙台大学がよいのではないかという事で、

今回参加しました。今は健康福

祉学科に興味があるので、仙台

大学の同窓生の先生に相談して

進路を決めたいと思います。」

と話していました。 
なお、内舘氏より大学にサイ

イン入りユニフォームを寄贈い

ただきました。学長室に飾って

ありますのでご覧下さい。 

タイ国 シーナカリンウィーロート大学より若手研究者を招聘 

 
８月２４日―９月７日の日程で、本学と国際交流協定を提携しているシーナカリ

ンウィーロート大学から若手研究者Tanormsak Senakham（ﾀﾉﾑ ｾﾅｸﾊﾝ）氏を招聘
し、本学施設を使って研究活動を行なっています。 
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就職ガイダンス（臨時）開催 

 ８月４日（火）にB300教室において４年生対象
の就職ガイダンスが開催されました。今回のガイ

ダンスは、昨年秋からの深刻な経済不況により就

職戦線が例年以上に厳しい状況にあることから、

臨時で開催されたもので、約２００名の４年生が

参加しました。 
はじめに入試創職委員会・創職作業チームリー

ダーの山内教授より、①昨年の夏休み前における

就職内定率が首都圏で８０％であったが、今年は

６０％まで落ち込んでいること、②２００９年度

の年次経済財政報告（経済財政白書）で金融危機

による景気の急激な悪化を受けて、企業の余剰人

員となっている「企業内失業者」が１９８０年以

降で最悪の最大６０７万人に上ることが告げられ

た後、「企業の募集人員が減少傾向で、秋の企業

の採用が縮小する事が予想される。今、動かな

かったら社会に向けての第一歩がうまく踏み出せ

ない。行動･決定するのは君達。」と学生を叱咤激

励しました。 
就職活動を継続している学生向けに、毎日コ

ミュニケーションズの橋本氏より「今までよりも

採用側が学生に求める基準が高くなっており、上

場企業や製造業では徹底して質を重視している」

との話や、「面接でも、昨年までは採用するか

迷った時は採用するスタンスだったが、今は迷っ

たら採用しないスタンスに変わった」などの話

や、就職活動をスムーズに進めるための効果的な

情報収集方法等についての指導がされました。現

在の就職戦線の状況を再確認し、学生たちは就職

意欲を高めたようでした。 

平成21年度 朴沢学園事務研修会開催 

8月10日～11日に「さんさ亭」において平成21年
度朴沢学園事務研修会が開催され、法人事務局11
名、明成高校12名(職員・実習助手)、大学73名(職
員・新助手・臨時職員)の総勢96名が参加し、研修
を行いました。 

今年度は中房教授が執筆された「大学の歴史か

らみたＦＤ制度化の道程と課題」（平成２１年度

仙台大学導入演習教材）が事前に配布され、参加

者全員が目を通した上での研修が行われました。 
中房准教授を講師に招き「ＳＤカフェへようこ

そ」と題された研修では、1班7名編成で13班に分
かれ、大学の事務職員として求められる資質向上

のために自分たちがすぐにできること、そのため

には何が必要か、今後の提案など、ＳＤに関する

様々な考えをＫＪ法を用いて、班ごとに出し合

い、発表しました。 



Monthly Report  5 

 

元韓国代表の柔道指導者 李 馥煕（イ・ボクヒ）氏が第３９回全日本実業

柔道個人選手権大会に出場 

 ８月２９－３０日に尼崎市記念公園総合体育館で開催される「第３９回全日本

実業柔道個人選手権大会」に本学柔道部指導者の李 馥煕（イ・ボクヒ）氏が仙台
大学柔道クラブ所属で出場します。李氏は韓国代表として０１年のハンガリー国

際大会、０２年の韓国国際大会での優勝をはじめ、多くの国際大会で上位入賞を

果たしており、０４年のアテネ五輪にも出場している実力者です。今は第一線か

ら退いているものの、韓国の国内大会には度々出場しており、今年４月の韓国実

業個人選手権では６３㎏級を制し、８月の韓国実業団体選手権も団体戦優勝して

います。日本の国内大会出場は初めてですが、日本の同階級で５本の指に入る選

手が２人も出場しているこの大会で、ベテランである李氏が若手とどのような戦

いをするのか、たいへん楽しみです。 

 

ボブスレーオリンピック代表候補選手が本学で合宿 

 ８月１、２日に、ボブスレーの鈴木寛さん、土

井川真二さんをはじめとするナショナルチームに

属する５選手が本学のプッシュトラックでのト

レーニングのため来訪しました。来月、再来月に

ある長野での全日本合宿を前に、プッシュ(ソリを

押す動作)の本数をこなし、体を慣らす事が目的で

した。２日間とも天候に恵まれ、満足のいく練習

ができたそうです。 
 
鈴木寛（すずき・ひろし）選手 

 オリンピックシーズンなので、先月行なわれた

合宿でもナショナルチームの皆が目の色を変えて

練習に取組んでいるので良い結果が出るのではな

いかと期待している。バンクーバーオリンピック

でのメダルを目指して、遠征で世界ランキングを

取りにいきたい。 
 ボブスレー･リュージュスケルトン部の後輩達に

は、現役のボブスレー選手が少ないので、ボブス

レーの魅力である「迫力」や個人競技では味わえ

ない「チームワーク」、「歓びの共有」を知って

もらいたい。 
 仙台大の学生には、どんな競技でも精一杯頑

張ってもらいたい。オリンピック出場も目標とし

て持てるのだから夢を諦めずチャレンジできる学

生生活を過ごしてもらいたい。 
 
土井川真二(どいがわ・しんじ)選手 

ボブスレー競技は１０月―１２月からオリン

ピック出場の枠を取る戦いが始まります。前回の

トリノオリンピックでは日本男子チームは２人乗

りでの出場だけで、４人乗りでの出場が叶いませ

んでした。４人乗りの出場権獲得とオリンピック

の代表になることを目標にしてチームに貢献でき

るように全力を尽くしたい。 
後輩達にもバンクーバーオリンピック出場の可能

性が十分にあるので、ボブスレー競技ではこれま

でのオリンピックに仙台大学関係者が出場してい

るので、この伝統を途切らせないように頑張って

もらいたい。 

１９７３年１２月１３日生まれ、札幌市出身。今金

中時代は、陸上３種競技で中体連道大会優勝。室

蘭大谷高では、野球部の外野手として３年の道大

会準Ｖ。仙台大からボブスレーをはじめる。９４年リ

レハンメル、９８年長野、ソルトレークシティー五輪

代表。マネックスＦＸ所属。 

１９７９年１０月２５日生まれ、札幌出身。野球で培っ

た身体能力を活かし、仙台大学にて、ボブスレーを

はじめる。２００２年ソルトレークオリンピックに出場。

０２～０３シーズン、０６～０７シーズン、０７～０８

シーズンに、全日本選手権優勝。日本レストランシ

ステム株式会社所属。 

(写真：左から本間南選手、鈴木寛選手、 

 菊池善範選手、土井川真二選手、長岡千里選手) 
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新体操競技部が第６１回全日本学生選手権大会で団体総合第３位に 

～種目別あわせて３つのメダル獲得～ 
 
８月１３―１７日に栃木県立県南体育館におい

て開催された「第６１回全日本学生新体操選手権

大会」において、新体操競技部が団体総合で第３

位に入りました。種目別でも、フープ第３位、種

目別リボン×ロープ第３位と、２つのメダルを獲得
しました。 

 

第2回 国際スポーツ情報科学カンファレ

ンス開催 

 ８月２８－３０日に仙台大学と宮城テレビ放送主催で「第

２回 国際スポーツ情報科学カンファレンス」が開催されてい

ます。 

 ２９日に、エル・パーク仙台で行なわれる特別講演には、

河野一郎氏（2016 年東京オリンピック・パラリンピック招致

委員会事務総長）と、平尾誠二氏（神戸製鋼コベルコス

ティーラーズゼネラルマネージャー兼総監督）が登壇しま

す。 

 ２７日にはスポーツ情報マスメディア研究所研究スタッフ

の二戸部さん、宮本さん、学科生４名が宮城テレビ「OH!バン

デス」に出演し、宣伝活動を行ないました。 

 

詳細は下記をクリック下さい。 
http://www.sendaidaigaku.jp/pdf/20090731.pdf 

ユニバーシアード大会報告のため柴田町の滝口町長を表敬訪問 

 ７月２９日（水）に、ユニバーシアード大会女子

柔道の日本代表として個人「銀メダル」、団体「金

メダル」を獲得した田中美衣さん（体育学科４年）

が南條和恵監督と共に柴田町の滝口町長を表敬訪問

し、大会報告を行いました。 
 田中さんから「皆さんの応援のお陰でメダルを持

ち帰ることができました。個人戦では、２回戦で現

在のアジアチャンピオン（中国）を破ったが、決勝

で同じアジアの選手（台湾）に負けてしまったのが

残念です。団体戦は全４試合一本勝ちして、日本

チームの優勝に貢献することができました。」と報

告すると、滝口町長から祝福された後、「今は３年

後のロンドンオリンピック出場を現実となるように

頑張ってもらい、将来は指導者として優秀な選手を

育成して欲しい」との激励がありました。 
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漕艇部インカレ結果 

 ８月２０日―２３日に埼玉県戸田漕艇場で開催

された第３６回全日本大学選手権大会（インカ

レ）において、本学漕艇部は男子舵手つきフォア

で優勝。男子エイト、男子舵手なしフォア、女子

舵手なしペアの３種目で第２位となり、安定した

成績を残しました。 
 男子種目は日本大学がタイトルを独占。唯一、

本学が舵手つきフォアを制して一矢報いました。 
大会期間中、漕艇部に運動栄養サポート研究会が

帯同し、水分や補助食提供を行って選手を支えた

他、２３日には柴田町の熱烈なファンの方々４４

名が駆けつけ、大きな声援で選手を後押ししてい

ただきました。 

西村光生がU23世界選手権で銀メダル獲得の快挙 

  ７月２３―２６日にボートのU23
（23歳以下）世界選手権がチェコで
開催され、漕艇部の西村光生さん

（体育学科２年）が出場した男子軽

量級舵手なしフォア日本代表クルー

が見事、「銀メダル」を勝ち取りま

した。現地ではかつてない日本ク

ルーの大活躍に沸いていたそうです。 
  西村選手は男子軽量級フォアの主力として活
躍。U23世界選手権のメダリストは、各国のシニア
（トップカテゴリー）チームと掛け持ちする選手

も多く、非常にレベルの高いレースです。また、

この種目はオリンピック種目でもあり、日本ク

ルーとしてメダル獲得は初めてのことです。 
 
 高校時代には世界ジュニア選手権大会で舵手な

しクォドルプルで９位、アジアジュニア選手権大

会ダブルスカルで優勝経験を持つ。仙台大学には

高校の先輩である池田恒平さん（平成21年3月卒）
からの熱心な誘いと、監督の阿部肇講師の存在が

大きかったので進学を決めたと話す。 

 

 

西村光生さん 

現在は部員との寮生活だが、部内の雰囲気がとても良

く、良い環境で練習ができている。 

 今大会では目標は１桁の９位以内に入るという目標

だったが、現地に入るとクルーの調子が上がって最高

の状態で大会に望めた結果２位。この種目で日本ク

ルーはじめてのメダル獲得となった。タイムは６分４秒

で、この成績は世界のトップ選手と十分に戦えるもの。

今後の課題の一つは体力面で、筋肉量が少なく、柔軟

性がないこと。日頃から筋力トレーニングと柔軟体操を

課し基礎的な体を強くすることを課題にあげている。も

う一つは、テクニック面ではキャッチ(オールを水に入れ

る動作)が疎かになっている事。阿部監督の指導と先

輩の菅井竜介のフォームを見本としてテクニック向上

に努めていく。 

 仙台大学漕艇部には見本となる先輩と良い指導者が

いるので、自分にとって最高の環境で練習に取組めて

いる。８月２０日からのインカレでのエイト種目優勝と、

その先のロンドンオリンピック出場を目標にしている。

やるからにはトップを目指しているので、金メダルを目

指す。応援してくれる家族や大学の仲間の期待に応え

られる様に頑張っていきたい。 

～男子軽量級舵手なしフォアでのメダル獲得は日本クルー初～  
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トライアスロン インカレ結果 

８月２３日、香川県観音寺市有明浜海水浴場に

於いて日本学生トライアスロン選手権大会（イン

カレ）が開催され、男子で上村昌志さん（体育学

科３年）が１５位、中原康雄さん（体育学科３

年）が２６位、女子では千葉智美さん（体育学科

４年）が１７位と健闘しました。 
特に男子の２人、上村さんは一昨年１１２位、

昨年７４位、中原さんにいたっては一昨年の大会

に出場できず、昨年も出場権こそ獲得したものの

最初のスイムでの１４５位の後の途中棄権と、こ

れまではあまり良い成績が残せなかった中、今年

は一転、この一年間の急成長をバネに１５位、２

６位とともに上位進出を果たしました。 
 
トライアスロン部の主将でもある上村さんに話を聞きま

した。 

－インカレ１５位、お疲れさまでした。 

『（最終種目である）４周回する

ランの３周終了までは１２位だっ

たのですが、残り２.５ｋｍで３
人にかわされ最終的に１５位だっ

たので、成績には満足している部

分と、悔しさの両方を感じていま

す。悔しさは来年に返そうと思っ

ています。』 
  
－上村君、中原君ともに昨年から急

成長していますが、練習方法を変え

たとか、何か理由があるのでしょう

か？ 

『みんなで話し合い、今年の部の目標を「男女イ

ンカレ団体５位以内」、さらに今年の部のテーマ

を「絆」に決めました。この「団体５位以内」と

いう目標を実現し、「絆」というテーマを実践す

るため、全体ミーティングの回数を昨年よりも多

くし、そのことで誰でも何でも言い合えるような

部の雰囲気になったことが一番の要因だったと考

えています。』 
  
－部内の体質の改善のおかげで、技術的、体力的な

面以上に、お互いのメンタルな部分が大きく成長したと

言うわけですね。 

『はい、さらに自分には昨年７４位に終わった悔

しさがありました。おそらく中原にも昨年途中棄

権した自分以上の悔しさがあったと思います。』 

－しかしメンタル面だけでは記録は伸びないと思いま

すが？ 

『自分は高校時代は競泳をやってきました。この

１年間は苦手なランのタイムを縮めるため集中的

にランのトレーニングを行ってきました。中原は

高校時代はサッカー部に所属していました。彼は

逆に走ることが得意でした。この１年間、彼は苦

手なスイムを克服するためのトレーニングを積ん

できたはずです。』 
－山本和実さん（平成２１年卒）、千葉智美さん（体育

学科４年）という女子のダブルエースの存在も刺激に

なったのでは？ 

『その通りです。特に山本和実さんの場合、同じ

日に猪苗代で行われた「うつくしまトライアスロ

ンinあいづ（兼日本選手権東北予選）」に出場する
ことがわかっていたので、レース中も「共に頑張

ろう!!」と言う意識が働き、そういう意味でも大き
な励みになりました。』 
－来年はコーチを務められているＯＢの朝川洋明氏

（平成１３年卒）のインカレ個人総合１２位、さらには平

成１１年の男子団体６位という本学トライアスロン部の

レコードの更新という大きな目標が見えてきています

が？ 

『はい。期待に応えられるよう、頑張ります。教

職員のみなさま、ご声援宜しくお願いいたしま

す。』 
  
しっかりと来年を見据え答えてくれた上村さん。

トライアスロン部の益々の活躍が期待されます。 
尚、記事内に登場した山本和実さんはうつくしま

トライアスロンinあいづ（兼日本選手権東北予選）
に於いて、見事東北ブロック１位となり１０月の

日本選手権出場を決めております。併せて、彼女

の健闘もお祈りいたします。 
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明成高校体操部の躍進 

高大連携を進めている明成高校体操部の吉本日

月さん（健康スポーツコース2年）がインターハイ
で男子個人総合１７位に入り、来年３月に開催さ

れる第２６回全国高等学校体操競技選抜大会への

出場権を獲得しました。この選抜大会は、ジュニ

ア強化指定選手の選考と全日本選手権大会の個人

出場の予選を兼ねた大会で、インターハイで上位

２２位に入った高校１、２年生に出場権が与えら

れるものです。 

明成高校体操部男子は創部４年。団体総合でも

これまでの最高成績となる１０位に入り、全国上

位入賞も目指せるチームと成長しています。 

また、吉本日月さんは８月１５－１７日に横浜

文化体育館で開催された全日本ジュニア体操競技

選手権大会の男子１部個人総合で１４位に入り、

大友さつきさん(健康スポーツコース2年)が女子２
部個人総合で優勝しています。本大会結果によ

り、吉本日月選手が、ジュニア強化指定選手とし

て選考されました。 
 
□体操部 

男子団体総合 第１０位 

男子個人総合 吉本日月 １７位、 

下道 拓 ４３位、仰郁人 ５２位、 

鈴木大地 ８０位 

女子個人総合 大友さつき４６位 
（ジュニア強化指定選手選考基準が日本体操協会公式ブ

ログに載っているのでご参照ください。） 
http://www.plus-blog.sportsnavi.com/jpngym/
article/263 
 
その他、明成高校インターハイ結果 
 
□男子バスケットボール部 ベスト８ 

１回戦  対 慶応  １１１対５６で勝利 

２回戦  対 市船橋  ９９対７５で勝利 

３回戦  対 山形中央 ９４対６２で勝利 

準々決勝 対 北陸   ８４対８８で敗退  
 
□陸上部 

円盤投げ    小原雅貴 第５位  

    記録 48m18、中坂大樹 予選敗退 
男子1500m   村山紘太 第１６位  
    記録 4分0秒96 
男子3000m障害 池田紀保 予選敗退 

＜明成高校ホームページより＞  

体操競技インカレ結果 

 ８月１９－２２日に群馬県総合スポーツセンターにおいて第６３回全日本学生体操競技選手権大会
が行われ、団体総合で男子が第４位、女子が第６位に入りました。男子個人総合は宗像 陸(体育学科2
年)の９位が最高で、種目別では亀山
耕平(体育学科3年)が「あん馬」を制
して金メダルを獲得し、宗像 陸が
「ゆか」と「跳馬」で２位、平行棒

で７位入賞しました。この大会はＵ

２１強化指定の選考もかかってお

り、宗像 陸と石原 大(体育学科2年)
の両名が個人総合「予選」と「決

勝」の合計点で上位１２位以内に入

り、Ｕ２１強化指定を受けました。 

第63回 全日本学生体操競技選手権大会 
 
順チーム名         ゆ か  あん馬  つり輪   跳 馬   平行棒  鉄 棒    合  計 

1 日本体育大学 74.650   72.400   71.850   77.850   75.200   74.500    
446.450 
2 順天堂大学   71.550   68.400   71.900   77.700   73.850   72.400    
435.800 
3 日本大学          71.400   69.200   71.200    76.500   72.500   73.600   
434.400 
4 仙台大学          72.900   69.700   70.800    77.250   71.050   70.500   
432.200 
5 筑波大学          71.400   68.200   67.950    76.150   71.750   70.950   
426.400 
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学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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佐藤佑先生に名誉教授の称号授与 

９月３０日(水)に学長室において名誉教授称号授与式が執り行われ、今年３
月末で勇退された佐藤佑先生に対して名誉教授の称号が贈られました。 
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今年度も２名の中国国費留学が決定 

向井智さん（平成２１年３月体育学科卒）と安部

部浩太朗さん（平成21年3月体育学科卒業・院1年
生）の中国への国費留学が決定しました。 

 
東北師範大学へ国費留学する向井 智さん 

父は、多いときで年4回中国に旅行

に行くほど中国好き。今回の留学に

ついても大賛成で、父からは変わっ

てほしいくらいだと言われました。 

 積極的に交流し、沢山の外国の

方々とともに成長していきたい。当面

の不安は「語学力」。日野さんや金

井さんを大いに頼りにし頑張りたいと

思います。 

 大学では、日本のフィットネス産業のこれから～中国

進出を目指して～の題目で、卒論を書きました。伸び盛

りの中国で、フィットネス産業はまだ一般的でないので

日本のフィットネス産業が進出できるのでは？と可能性

を感じています。中国では、その方向からも研究してい

けたらと思っています。 

 

むかい風 http://saru007.blog88.fc2.com/  

 

  

上海体育学院へ国費留学する安部浩太朗さん 

 昨年の募集へも応募した経験があり、今回2度目の応

募。今回のチャンスを心待ちにして

いました。 

 不安なことと言えば、「中国語」。留

学が決定したこともあり、語学力アッ

プのために留学生とのコミュニケー

ションをはかったりしていました。 

仙台大学の先輩である笹井さんの

存在があるので、とても心強く、安心

しています。外国の人たちとの交流や中国での生活な

ど、不安というよりは、全てが楽しみです。 

中国でやってみたいことは、「太極拳」などの武術を学

ぶこと。研究としては、子どもたちの体力向上のための

体力づくりなどの日中の比較を学んでいきたいと思って

います。 

 

ボクノート http://ameblo.jp/fujiedatarou/ 

 中国に国費留学中の日野晃希さんと笹井善仁が一

時帰国しました。笹井さんは８月３日に、日野さん

は８月２１日に学長と佐々木事務局長はじめ諸先生

方への挨拶と留学報告を行い、元気な姿を見せてく

れました。  
 

笹井 善仁さん 

７月から実家である熊本県に戻っ

て、ボートの練習をしたり、親の手伝

いをしていました。日本は９月３日に

発つので、漕艇部のインカレを応援

や、８月末に開催する第２回ＩＳＩＭカ

ンファレンスのディスカッションに参加

する予定です。 

中国の経済発展には驚かされます。

上海万博も2010年にあるので、地下鉄がこの１年で3ラ

インが9ラインに増えるなど、発展過程がみることができ

て面白いです。 

９月からは大学院でコーチングの勉強をする事に

なっています。これまでは留学生に対する授業でしたの

で講義はゆっくり進められましたが、大学院では主に中

国人に対しての授業なので、講義のスピードについて

いけるのかが少し不安です。中国のコーチングを学ん

で日本に持ち帰り相互に活かせるようにしたいと考えて

います。 

 

上海留学日記  

http://blogs.yahoo.co.jp/yoshihito_sasai 

 

 

日野 晃希さん 

 ９月から教育科学学院の教育心理

学の教育哲学コースで中国の健康

教育について研究する予定です。こ

れからの2年間は、自分の人生で、と

ても大事な2年間だと思っています。 

失敗を恐れずに、色々なことに挑戦

し中国の文化にどっぷりと浸かって

来ます。 

仙台大学から後輩が入ることは、すごく嬉しい。感無

量。久々に大学に戻ってきて、お会いする先生方にたく

さん声を掛けていただきありがたかったです。中国で

も、仙台大学で学んだ5年半を忘れず頑張ります。 

  

日野さんのブログのアドレスが変更になりました。 

中国珍道中 http://blog.goo.ne.jp/chinaboy123/ 

 

国費留学中の笹井善仁さんと日野さんが一時帰国 
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仙台大学第3回FDワークショップ開催 

仙台大学第3回FDワークショップを、9月18日

（金）13時から17時まで、F101教室を会場に開催

しました。途中入退場を含めて24名の方に参加し

ていただきました。 

今回のワークショップは、昨年度の沖先生（立

命館大学）同様、FD業界では全国区でご活躍の加

藤かおり先生（新潟大学・大学教育開発セン

ター）をお招きし、「大学教員に求められる教育

力と、その養成、向上策を考える」のテーマで開

催しました。「学習と教育の意味は？」「学習者

中心の教育について？」「教員にはどのような役

割が求められるのか？」等々に関しまして、グ

ループで意見交換し発表していただきました。 

ご参加の先生方からは、「FDについてじっくり

考える良い機会とになった」「4時間があっという

間だった」「もっと多くの方に参加していただき

たかった」「自分自身の取組の理論的な裏付けが

確認できた」等々のご感想をいただき、大きな成

果を得たFDワークショップとなりました。 

FDは、ワークショップ等の単発イベントではな

く、「ミクロレベル（授業の改善）」「ミドルレ

ベル（カリキュラムの改善）」「マクロレベル

（組織の整備・改革）」の取組の総体ともいえま

す。学士課程教育は、先生方が担当される個々の

科目で完結するのではなく、学科・コース等の教

育課程全体で構成されるものです。日常的に関連

領域の先生方で意見交換・情報交換することが十

分にFDとしての役割を果たしています。また、そ

ういった姿を学生に見せることが、学生の主体的

な学びには有効であると、加藤先生はおっしゃっ

ていました。 

仙台大学における教育の成果とは何か？その学

習成果を得るためのFDとして何が必要か？等々に

関しまして、今後も教育改善企画委員会を中心

に、皆様と議論し実行していきたいと思います。

後期も、ワークショップ・ラウンドテーブルを企

画しております。多くの方にご参加いただけます

よう、お願い申し上げます。 

（馬場宏輝／教育改善企画委員会委員長） 

9月2日、Ａ棟2Ｆ大会議室において、スポーツ臨
床心理学の第一人者である岐阜大学教育学部教授

鈴木壮氏をお招きし、「学生スポーツ競技者の心

理的問題の理解と支援」をテーマに研修会が開催

され、学生含め教職員約20名が聴講しました。 
 今研修では、鈴木先生が体育系大学で実際に対

処された事例や、日本のトップチームの選手の相

談例など、あわせて7例のカウンセリングの様子が
話されました。スポーツ競技者の特徴として、外

交的で活動的であることが社会的にも求められる

傾向があることから、悩みを表面化させにくく、

身体、つまり怪我や不調などに現れてくることが

多いこと。 
また、大学スポーツ選手の心理的問題は、一般

学生よりも広範囲 (競技に係わる問題や人間関係、
学業との両立などの悩み、青年期的な悩みなど)に
わたっており、複雑で多くを同時に含む傾向があ

るそうです。 
スポーツ競技者の心理相談において注意すべき

こととして、①指導者の指示で行動することに慣

れている競技者にとって、安易なアドバイスや指

導は注意が必要であること。②スポーツ競技者の

身体が表現していること(怪我を含め)は、心の表現
でもあること。③聴くこと、そして受け止めるこ

とが大切であることなどが話されました。 
学生相談室窓口を独立させて3年、本学でも体育
系大学の学生がかかえる悩みや様々な環境下での

問題など、年々多岐に亘る相談が寄せられていま

す。学生と近い距離にいる立場の教職員が、どの

ようなスタンスで向き合うべきかを考えさせられ

る研修となりました。 

学生相談室主催研修会「学生スポーツ競技者の心理的問題の理解と

支援」を開催 
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タイ国 シーナカリンウィーロート大学より若手研究者を招聘 

８月２４日―９月７日の日程で、本学と国際交流協定を提携しているシーナカリンウィーロート大

学から若手研究者Tanormsak Senakham（ﾀﾉﾑ ｾﾅｸﾊﾝ）氏を招聘し、本学施設を使って研究活動を行い
ました。滞在中には研究の他、ウェルカム・フェアウェルパーティー、広島での体育学会参加や学生

との交流など、充実した内容にタノム氏は「仙台大学では、言葉に表せないほど多くのことを学び、

貴重な経験をさせていただきました。関係者のみなさまに心から感謝いたします。」と語っていまし

た。 

写真提供：高橋（弘）教授 

「こどもスポーツ大学」開催 

９月２０日(日)から２２日(火)までの３日間、北海

道中川郡中川町で、今年で２回目となる「こどもス

ポーツ大学」が開催されました。 

  この「こどもスポーツ大学」は、スポーツの価

値やスポーツ栄養、ルールの存在意義などについてス

ポーツを通して「自ら考え行動する」力を身に付ける

ことを目的にした仙台大学スポーツ情報マスメディア

研究所(ISIM)のティームティーチング型の「スポーツ

教育プログラム」です。このプログラムは、参加者の

こども達が実際に“大学生”になり、普段の生活の場

を離れ２泊３日の合宿形式で行われました。今回の参

加者は北海道上川北部地区５市町村(中川町・美深

町・音威子府村・名寄市・下川町)の小学校４年生か

ら６年生のこども達２４名でした。 

  なお、この「こどもスポーツ大学」は、上川北

部広域タレント発掘・育成組織設立準備委員会が受託

している平成２１年度文部科学省「国際舞台で活躍す

るアスリート輩出のためのタレント発掘モデル事業」

の一環として行われました。 

                                         

＜スポーツ情報マスメディア研究所＞ 
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女性のための健康講座 

 地域健康づくり支援センターでは柴田町の方２

５名を対象にして「今日から始める女性のための

健康講座(全６回)」を開催しています。講座では健
康を維持するために欠かす事ができない「運

動」・「休養」・「栄養」のについて学習し、受

講生の生活習慣改善を推奨しています。９月１０

日には、「栄養」の観点から丹野准教授・岩田講

師の指導により、「１食で１日に必要なカルシウ

ム量の８割を満たす献立」をつくる料理教室がお

こなわれました。健康づくり運動サポーターも加

わり交流しながら調理が進められました。今回の

教室に参加した健康づくり運動サポーター４名の

内３名が調理の基礎や知識がある運動栄養学科生

ということもあり、会話を楽しみながらも手際よ

く料理が出来上がっていく様はみごとでした。 
作ったのはわかめご飯、納豆汁、桜えびの和風

オムレツ、ほうれん草のチーズ炒め、ミズナと

じゃこのサラダ、ココア風味のミルクくずもちの

デザートです。調理後には一緒に食事をしながら

交流を図ると共に、学生が自ら調べた栄養に関す

るミニ講座もあり、受講生たちも関心深げに聞き

入っていました。 

第１２A行政区での健康講座 
 ９月１０日に第１２A行政区の健康講座が中名生集
会所(柴田町内)で開催され、教職員４名と健康づくり
運動サポーターの５名（中級４名、初級１名）で実

施しました。 
第１２A行政区の住民２９名（男性１３名、女性１
１６名）の参加がありました。教室は近藤新助手の

講話「よい睡眠をとるコツ」のあと、普段の生活に

取り入れて欲しい「楽しい運動」が紹介され、中級

の学生もアイスブレーキングやストレッチなどを担

当し、お年寄りと楽しく運動をしました。今回初め

て運動を担当するということで緊張した学生もいま

したが、孫ほど年が離れている受講者にとってはそ

れが余計に親しみを持って下さったようで、終始和

やかな雰囲気の中で教室は進みました。 

第３回 大学・地域評価委員会 

９月１７日(木)には第４体育館演習室において
「健康づくり運動サポーター事業（現代ＧＰ）第

３回大学・地域評価委員会」が開催され、事業の

実施状況や健康づくり運動サポーターの認定状

況・履修状況などが報告と委員の方々から貴重な

意見・提言を頂きました。 
 

評価委員は以下の通り 

現代ＧＰ「地域密着型の健康づくり支援システムの構築」 

委員長   朴澤泰治（仙台大学学長） 

副委員長  滝口 茂（柴田町町長） 

      橋本 実（健康福祉学科学科長） 

学識経験者 乾 秀 （乾医院院長） 

      我妻一雄（柴田町社会福祉協議会会長） 

柴田町民  鴇田一雄（シニアカレッジ修了者） 

      工藤昭子（シニアカレッジ修了者） 

大学教員  小池和幸（仙台大学教授） 

学生    糟谷奈美（健福4年、現在上級受講中） 
      星 昭伍（健福3年、現在上級受講中） 
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外国人留学生が続々来日 

 今年１０月から科目等履修生として在籍する留

学生２名が来日し、９月１８日(金)には朴澤学長の
もとを訪れ挨拶を行いました。 

留学生は台東大学（台湾）の劉
りゅう

 姿
し

伶
れい

さん(上写

真：中央)と曾
そう

 鈺 倫
きょくりん

さん(上写真：右)で、両大学間
で締結しているダブルディグリー協定（※台東大

学で２年間学び、仙台大学で２年間学び所定の単

位を取得した後、台東大学に戻り、そこで学位を

修得した場合仙台大学の学位も 授与される）に基

づいて２年間、日本語の習得および教職関連科目

の履修に励む予定です。 

劉さんは台湾学生柔道界で優勝した経歴を持つ

実力者。平成１９年７月には台東大学柔道部７名

と共に来学し、本学柔道部の合宿に参加した経験

をお持ちです。曾さんは高校・大学と、部活動で

ダンスを専攻されていたそうです。 

 また、９月２４日には瀋陽師範大学から来年４

月に大学院入学予定の楊(よう)楊
よう

 兆淇
ちょうき

さん（下写

真：左）と戴
だい

 璐
ろ

さん（下写真：左２）が朴澤学

長に挨拶を行いました。大学院予定者は来月にも

吉林体育学院から趙
ちょう

 倩
さい

頴
けい

さんと張
ちょう

  坤
こん

さん、上海

体育学院から侍
じ

  政
せい

さんと李
り

  星
せい

さんの４名が来日

する予定です。 

中国から高校生２１名が来訪 

 ９月１１日に外務省が進める「２１世紀東アジア青

少年大交流計画」で来日した中国の高校生２１名が来

訪し、本学の施設見学を行いました。中国人留学生３

名(祁(キ)祁
キ

 聖
セイ

傑
ケツ

さん、徐
ジョ

 一文
イチブン

さん、黄
キ

 聡
サトシ

さん)も同
行して交流を深めました。訪問団は前日には明成高校

を訪問し、高校生同士の交流の様子が河北新報で紹介

されました。 

２１世紀東アジア青少年大交流計画 
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内丸講師が瀋陽師範大学で「帰国外国人留学生研究指導事業」実施 

独立行政法人日本学生支援機構が提供する「帰

国外国人留学生研究指導事業」の申請が採択され

たため、平成21年8月29日から9月7日の10日間の期
間に本学大学院修了生である楊光氏（現瀋陽師範

大学准教授）の在籍する瀋陽師範大学にて本事業

を実施してきました。 
 本事業は我が国における留学時の指導教員等を

現地に派遣して行わせる実施指導、並びに、研究

者及び学生等に対するセミナー開催等の事業の実

施を支援することにより、帰国留学生の教育、研

究能力を高めるとともに、その他研究者等に対す

る有益な情報の提供を通じて、現地の研究者との

学術交流の推進及び我が国への留学促進に寄与す

ることをねらいとして実施されております。 
 帰国留学生として申請の対象になりましたの

は、本学大学院修了生である楊光氏であり、現

在、瀋陽師範大学にて准教授として勤務しており

ます。今回の事業では、楊氏に対して健康体力分

野に関する研究指導、瀋陽師範大学体育学院の学

生及び大学院生に対する講義、実習及び演習、体

育分野における研究者を招いてのセミナーなどを

実施してきました。       （内丸 仁） 

 

 

９月４―８日には、朴澤学長、馬(佳)助教、馬
(冬)臨時職員も同大学を訪問し、同大学の視察と協
議等を行いました。 

 
瀋陽師範大学のホームページで紹介されていま

す。 
http://210.30.208.141/index.html 
http://210.30.208.141/zyxw/zyxw09097.html 
http://210.30.208.141/zyxw/zyxw09095.html 

 
 

 
 

 
 

平成２１年度９月期卒業式を挙行 
 
９月２９日（火）に平成２１年度９月期卒業式

を関係教職員が参列するなか、A棟大会議室におい
て挙行しました。今回卒業を迎えたのは体育学科

の佐藤久美子さんと岡部正彦さん、健康福祉学科

の佐谷
さや

一美さんの３名です。 
  



Monthly Report  8 

 

オリジナル特選丼が決定 

 学食を運営しているシダックスが応募していた「仙台大

学オリジナル特選丼」の各賞が発表になり、最優秀賞には

佐藤絢佳さん(運動栄養学科4年)の「豚キムチ厚揚げ丼」が
選ばれました。その他の各賞は左図の通りです。これらの

メニューは１０月１９日から学食に並ぶということなの

で、是非、ご賞味ください。 
  
 
最優秀賞の佐藤絢佳さん(運動栄養学科4年) 

 今回応募した「豚キムチ厚揚げ丼」は、

食べた人を、元気にお腹いっぱいにしたい

という思いで考案しました。たんぱく質を

多く含む豚肉と厚揚げで筋肉強化を、キム

チで食欲増進をねらっています。 

今回最優秀賞に選んでもらい、自分が考案

したものが学食のメニューとして出される

事は嬉しいです。 
 

 

キックオフセミナー開催 

９月２３日(水)にB300教室において３学年を対象
象にした第１回就職ガイダンス「就職活動キック

オフセミナー」が開催され、学生約４００名が参

加しました。 
今回のガイダンスでは、創職作業チームの山内

教授より就職活動における心構えについて話があ

り、佐々木事務局長・室長より今年度の就職状況

並びに来年度の就職戦線が引き続き厳しい状況と

なるであろうという予測のもと、早めに就職活動

をすることが何よりも重要であるという説明がな

されました。また実際の就職筆記試験も行われ、

学生達の就職活動に対する意識も高まりました。 
  

ＯＢからの寄贈 

本学ＯＢで元浦和レッズ選手の内舘秀樹さん（平成8年3月卒）よりサッ
カーボールオブジェ、ベガルタ仙台の細川淳矢選手（平成18年3月卒）より
ユニフォーム（ともに本人のサイン入り）を寄贈いただきました。共に学長

室にディスプレーしてありますのでご覧ください。 
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２００９世界ボート選手権観戦記  

 2009年8月21日から30日にかけて、ポーランドの
ポズナンで世界ボート選手権が開催された。参加

国数は55カ国で、参加選手数は、約1000人であ
る。そこに、仙台大学卒業生が4人日本代表として
加わっていた。わたしは、ちょうどその時期ベル

リンに滞在していた。ポズナンは、ベルリンから

200キロ程度の距離にあり、比較的近い。そこで27
日から最終日まで応援に赴いた。 
競技会場であったマルタ湖という人口湖は、公

園として整備され、ポズナン市民とって憩いの場

であり、ボート競技は無論のこと、さまざまなレ

クリエーションの場となっている。その風光明媚

な湖で、死力を尽くしたボート世界選手権が行わ

れた。 
はるか2kmの遠方から徐々に近づいてきて、

1500メートル付近からようやく国の判別もできる
ようになる。それまでは、電光掲示板とスクリー

ンを注視するしかない。選手は必死に漕いでいる

ことには違いないのだが、一見すると、オールの

統一された動きとボートの水上を滑る水平動は、

競技であることを忘れさせるほど優雅でもある。 
最後の500メートルで観客席からは、一斉にさま
ざまな国名が叫ばれ、勝ったチームの応援団は、

ひとしきり抱き合ったりしている。日本からの応

援団は、わたし以外には二選手の両親4名だけで
あった。その5人の喚声は、選手に届いたかどう
か。 
日本チームは、すべて軽量級での出場である。

それは日本人の身体的条件からして当然とも言え

よう。それに比べて、アジア人以外の選手たちの

体格は、ある種威圧を感じさせるほどである。日

本人はやはり華奢である。そのとき、日本人競技

者はどのようにして対抗することが出来るのか。

だから軽量級があるとは言え、足と手の長さは異

なる。そうした条件のもとで、日本のプレゼンス

はあまりなかったというべきかもしれない。しか

し、日本人選手たちが果敢に競技に立ち向かう姿

は、いじらしくも、また健気であった。だからこ

そ、今回の世界選手権での観戦では、心底日本人

選手を、仙台大卒業生を応援した。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
＜日本選手の結果＞（太字は仙台大学出身者） 
LM2-（軽量級男子ペア）(田立、大同)        
ファイナルBで4位（通算10位） 
LM4-（軽量級男子舵なしフォア）(佐藤、須田、片
岡、大元) ファイナルBで4位(通算10位) 
LW1X （女子シングルスカル）(岩本)         
ファイナルCで1位 
LM8+（軽量級エイト）（NTT東日本ボートチー
ム） 
（仙台大学出身は、渡辺、三浦）（三浦は補欠） 

   ファイナルAで4位 
LM1X（軽量級男子シングルスカル）(武田)      
ファイナルAで4位 
 

 

―日本代表として仙台大卒業生が4人参加― 

マルタ湖全景（ゴール側から） 

ＮＴＴ東日本エイトチーム 

6位まであるが、日本チームが掲示された 

仙台大学出身日本代表メンバー 

大同、大元、渡辺、三浦（左から） 

マルタ湖案内図  

 ＜小松恵一教授より情報提供＞ 
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９月４－６日に国立競技場で開催されている陸

上競技の天皇賜杯第７８回日本学生対校選手権大

会（インカレ）において、男子やり投げの佐藤
さとう

 

寛大
のぶひろ

さん（体育学科３年）が７２ｍ８７（自己

新）で初優勝しました。佐藤さんは蔵王高校出

身。元々は８種競技をしていたが、高校２年から

「やり投げ」に専念。高校では国体で３位に入

り、大学１年の時には日本ジュニア陸上競技選手

権大会を制している。本学男子部員のインカレ優

勝は初めて。仙台大学陸上競技部に新たな歴史を

刻んだ。 
女子ハンマー投げでは佐藤若菜さん（体育学科

４年）が５７ｍ１０（自己新）で初優勝しまし

た。佐藤さんは相馬東高校出身。高校まではやり

投げの選手だったが、大学からハンマー投げに転

向すると短期間で記録を伸ばし、昨年のインカレ

では５４ｍ５６で第２位。今年６月の日本学生陸

上個人選手権でも第２位に入りました。そして今

大会で悲願の全国制覇を成し遂げました。 

佐藤寛大さん 

 進学時には関東の大学からもお

誘いを受けたが、地元の仙台大学

を選んだ。今大会で自分の選択が

間違っていなかった事、地方大学

でも勝てる証明出来たことが嬉し

い。 

昨年は度重なるケガに悩まされ、

目標を失いかけた事もあった。し

かし、投擲ブロックとして練習を共にする先輩の

延味由起選手（やり投げ）、佐藤若菜選手（ハン

マー投げ）（共に体育学科4年）が学生チャンピオ

ンになるなどの活躍を目の当たりにし、自分もも

う一度「日本一」を取ろうと強い励みとなった。 

現在、陸上競技部には全国学生大会入賞者が５

名在籍。関東との力の差は詰まってきていると思

うので、部を牽引して来年の２連覇を果たした

い。 

 

 

陸上競技部インカレで投擲２種目優勝 

～やり投げの佐藤寛大さん、ハンマー投げの佐藤若菜さん～ 

 9月25日には、陸上部部長の藤井(邦)教授、監
督の横川教授とともに、学長へインカレ優勝報告

を行いました。日々記録を塗り替えていく二人

へ、学長からは、それぞれにお祝いの言葉ととも

に今後更なる飛躍を期待したいとの激励がありま

した。 

 

ボート全日本選手権大会結果 

９月１０－１３日に戸田漕艇場で行われたボートの第87回全日本選手
権において、本学漕艇部が社会人を相手に健闘しました。競技結果は以

下の通りです。 
 
【男子】           【女子】 
  ・舵手つきフォア ４位    ・舵手なしペア  ２位 
  ・エイト     ７位    ・エイト     ５位 
  ・舵手なしフォア ８位    ・ダブルスカル  ８位 
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障害者サポート研究会Ｃｏ－Ａｃｔ．が感謝状を授与 

 ９月１日（火）に仙台市民会館において障害者

へのボランティア活動に対する感謝状授与式が開

催され、「障害者スポーツサポート研究会Ｃｏ－

Ａｃｔ．(以下 コ・アクト)並びに部長である高橋
まゆみ准教授が、仙台市手をつなぐ育成会から感

謝状をいただきました。 
 仙台市手をつなぐ育成会は毎週土・日に知的障

害者を対象にして「料理教室」、「３Ｂ体操教

室」、「ニュースポーツ教室」などを開催してい

る団体です。 
コ・アクトも年に８回、パルシティ仙台（宮城野

区榴ヶ岡）や楽楽楽ホール（太白区長町）を会場

にニュースポーツ（ボッチャ、キンボール、フラ

イングディスク等）やレクリエーション（ルール

を簡単にした鬼ごっこ等）を企画・開催し、知的

障害者の方々と一緒に楽しい時間を過ごしてお

り、長年にわたる活動が評価されたものです。 
 コ・アクトのメンバーは、障害を持っている方

に関わる職に就く希望を持った健康福祉学科の学

生だけでなく、体育学科や運動栄養学科、スポー

ツ情報マスメディアの学生など、本学のスポー

ツ・フォア・オール理念に根ざした、「スポーツ

を通じて人を喜ばせたい」という意思を持った学

生が集まり、活動の場を広げています。 

山田華夏子さん(健康福祉学科4年) 

 コ・アクトでの活動を通し

て、障害があるからスポーツが

「できない」ではなく、ルール

を変更するなど、少し工夫する

ことで障害者が健常者と同様に

スポーツを楽しむことができる

ことを知りました。 

今回感謝状を頂きましたが、自

分達で企画・運営する環境は限られているので、

このような機会を与えて下さっている「仙台市手

をつなぐ育成会」にはこちらから感謝状を贈呈し

たいくらいです。これからも楽しい時間を知的障

害者の方々と共有できるように努力していきたい

と思います。 

 
 
 

 

カヌーの日本選手権で石原夏海さんが優勝 

 ９月１０－１４日に石川県木場潟カヌー競技場

で行なわれた日本選手権大会（平成21年度日本カ
ヌースプリント選手権大会）において石原夏海さ

ん(運動栄養学科4年)がOBの斉藤美穂選手(平成20
年3月卒)と組んだ女子カヤックペア1000ｍにおい
て２年ぶり２度目の優勝を果たしました。 

この大会は国内で行われるカヌー最高峰の大会

であり、日本代表を選考する大会でもあります。

シングル種目では1000ｍ／１３位、500ｍ／１６位
で代表選考基準に届きませんでしたが、ペア種目

で、高校・大学の先輩である斉藤選手と息の合っ

たレースを見せてくれました。 
石原さんは中新田高校(宮城県)から本学に進み、
今年８月に行なわれた全日本学生カヌー選手権大

会（インカレ）でもシングル5000ｍで第４位と好
成績をおさめています。 
 
石原 夏海さん（運動栄養学科４年） 

 高校のチームメイトが関東の強豪大学に進学す

るなか、「スポーツ」と「栄養」の両方を学べる

仙台大学を選び、自分次第で強くなれることを証

明したいと努力してきました。８月のインカレで

はシングル5000ｍで４位、今大会のペア1000ｍで

念願の優勝と、地方大学でも練習を積み重ねれば

目標を達成すると証明できたことがとても嬉しい

です。 
  

 左：石原さん、右：斉藤選手 
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バスケットボール／東北地区大学バスケットボール１部１次リーグ 

 ９月４～１３日に東北学院大学泉キャンパス体育館において、東北地区

バスケットボール１部１次リーグが行なわれ、女子においては創部以来初

のトップ通過を果たしました。この後、男女共に２チームだけに与えられ

るインカレ出場権をかけて１次リーグトップ４チームで争われる２次リー

グ（１０月９－１１日）に挑みます。男子の巻き返しと女子の優勝に期待

したいです。 
 
 試合結果 
 【男子】67-97 富士大学     【女子】79-56 富士大学 
     83-91 東北学院大学       88-50 岩手大学 
     81-77 ノースアジア大学     94-63 福島大学 
     85-76 弘前大学         79-65 東北大学院大学 
     78-73 青森大学         74-71 山形大学 
  一次リーグ：3勝2敗（3位通過）  一次リーグ：5勝0敗（1位通過） 

天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権 東北ブロック優勝 

 男子バレーボール部（宮城県代表）が９月６日

に開催された天皇杯・皇后杯全日本バレーボール

選手権東北ブロック決勝において弘前工業高校

（青森県代表）をストレートで下し、初めて東北

ブロック代表の座を掴みとりました。 
この大会は日本一を目指して、中学生以上の

チーム（６人制）が競う大会でブロックラウンド

を勝ち抜いた男子１６チーム・女子１４チームと

Ｖプレミアチーム（Ｖリーグの１部リーグ）での

ノックアウトトーナメントで行なわれます。 
次戦は、１１月中旬に予

定されており、関東Ａブ

ロックの優勝チームとの

対戦となります。 
 

キャプテンとしてチームを牽引するセッターの

鬼嶋
き じ ま

一成（体育学科4年）と、チームのエースとし

て高い決定率でチームを支える細川優樹（体育学

科2年）に話を聞きました。 

 

今大会では夏休みの練習・合宿の成果を十分に

出すことができた。一人ひとりが自分の役割を果

たし、それが優勝という結果になったので、部員

の大きな自信になったと思う。 

今年の夏休みは、昨年北京オリンピック全日本

男子チームサポートのため不在だった石丸監督に

は、ほぼ毎日ご指導いただいた。内容の濃い練習

ができ、チーム状態は良い形ができている。自分

達のバレーが出しきれずに負けるのは一番悔しい

ので、努力してきた事をコートの中で出し切りた

い。勝敗はその結果として付いてくるので東北代

表として恥じないプレーだけを心掛けたい。 

 また、１１月下旬にはインカレもあるので、今

以上にチーム力を向上させ、目標としている全国

ベスト８入りを果たしたい。 

 

鬼嶋
き じ ま

 一成（写真：左） 

細川 優樹（写真：右） 
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小室希さん海外遠征へ 
 スケルトンの小室希さん（院2）
が2010年バンクーバーオリンピッ
クの出場権を獲得するために10月
11日（日）に海外遠征に出発しま
した。世界選手権などの大会に出

場して世界ランキング20位内、日
本人トップのランキングを目指し

ます。 

 10月22日にはNHK「おはよう
ニッポン」全国版で特集が組まれ

るなど期待の大きさが伺えます。 

 

 小室さんの他にも多数のOBがボ
ブスレー･スケルトン種目でバン

クーバー五輪の出場権を獲得する

ために海外での戦いに挑んでいま

す。 

 12月中旬に良い報告が聞ける事
を期待しましょう。 
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「スポーツマネジメント実習」・「生涯スポーツ指導実習」で宮城県蔵王

自然の家で活動した学生に対し、学長宛御礼状が届いております。  

 

学生氏名 

  ・首藤裕菜さん（体育学科3年）  
  ・加藤和宏さん（運動栄養学科2年） 
  ・折原咲季さん（運動栄養学科2年） 
  ・高橋絢子さん（運動栄養学科2年） 

なお、鈴木様へは後日、学長と関係した学生からそれぞれお礼状をお送りしております。 

※写真と御礼状は鈴木様より 
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藤原 徹准教授 国際交流提携大学 台湾国立台東大学からの報告③ 

① 卒業式 

6月13日に県立の体育館で卒業式が行われまし
た。卒業生はハウ マイ イーという服装に帽子で出
席します。挨拶は学長のみが行い原住民族のオリ

ジナルダンスや現代風のダンスなどが行われまし

た。その後、卒業証書授与式が行われ、学長が修

士、博士課程の修了生に証書を一人ずつ渡し、副

学長、教務部長、学務部長の3名が各学科の代表者
に卒業証書を同時に渡します。その間、卒業生は

席を離れて自由に後輩から花束をもらったり、両

親や後輩と写真撮影をしたりとまるでFestivalのよ
うです。 
 
② 台湾の行政院体育委員会 

行政院体育委員会とは、日本で言うNational 
Training Centerで、高雄市にあります。 
競技の練習、合宿、トレーニング、治療からリハ

ビリなどを行う所です。高雄市のほかに台北市(未
見学)にもあるそうです。 

 バレーボールの台湾代表（チャイニーズ台北）と

ジュニア代表(高校選抜)の女子監督は坂口先生（元嘉
悦女子大学監督）が指導して4年目となるそうで、7
月に行われるジュニア世界選手権(メキシコ大会)のた
めに練習をしているところを許可を得て見学に行き

ました。（日本は新型インフルエンザのため出場辞

退している） 
施設は充実しており、選手の能力も高い学生もい

るが強化対策が課題であることや、良い指導者が不

足しているようであると言っていました。 
台風が日本より接近する回数が多いです。 
 

 9月30日 国立台東大学  藤原 徹 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１は卒業式の模様。服装は黒は学卒、 

   黒に青が修士課程、黒に黄色が博士課程。 

 写真２は行政院体育委員会前にて。 
 写真３はバレーボール台湾代表の練習風景。 
 写真４は阪口さんと共に（元嘉悦女子大学監督） 
 写真５はプール。 

 写真６は怪我や治療とリハビリの施設。 

写真１ 

写真２ 

写真３ 写真４ 

写真５ 

写真６ 

 現在、本学と国際交流提携関係にある台東大学に海外研修中の藤原先生よりMonthly Report向けに
台湾での暮らしぶりを含めたご報告をいただきましたのでご紹介します。 
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訪中団として学生２名が参加 

 ９月１６－２２日に永井 希さんと中野拓也さん
(共に体育学科２年)が日本大学生訪中団員として全
国の大学生２００名と共に中国に渡航し、北京・

上海・武漢の３都市を回って、北京オリンピック

施設や世界遺産、大学の見学を行ったほか、現地

の大学生やこども達との交流をはかりました。 
 
長井 希さん（体育学科２年） 

 中国語を履修していた事をきっか

けに中国に興味を持つようになり、

費用がかからないということもあり参

加を希望しました。現地では日本語

学科に属する中国人学生と多くの交

流を持つことができました。日本で流

行の音楽や、訪中期間におこった政

権交代を教えてくれるなど、自分達

以上に日本の情勢に敏感で詳しく

知っていたことには驚かされました。また、中国の２つ

の大学を見学しましたが、仙台大学の４～５倍の敷地

のなかに、博物館や美術館、音楽ホールがあったこ

と、学生が学内をカートで移動している光景を目の当

たりにし、スケールの違いを感じました。 

 実際に中国に行ってみると、メディアで伝えられる中

国のイメージとは違うところもあるので学生の方には

チャンスがあれば是非行ってもらいたいです。これから

先、日本と中国との交流は広がるでしょうし、就職の際

に役立つ可能性もあります。日本の他大学生との交流

も兼ね、教養が拡がるチャンスです。 

 

中野拓也（体育学科２年） 

 仙台大学に来ている中国人留学生

と話して文化の違い等を聞いている

うちに、実際に中国に行ってみたいと

思うようになり、訪中団への参加を希

望しました。 

中国人学生との交流では、勉強に対

する意識が日本人よりも高いと感じ

ました。日本の学生は自分の考えを

しっかりと持っている人が多く、その

分、頑なに自分の考えを貫く人が多いように感じます

が、中国の学生は自分が足りない知識は何でも吸収し

ようとする考えが強いように感じました。今回の訪中を

経験して、海外で生活する興味が湧き、来年９月の中

国国費留学に申し込むことを決め、帰国後も中国人留

学生に中国語を教えてもらっています。もし、留学が決

まれば勉強だけでなく中国の文化を吸収すると共に、

日本の良さを中国人に伝えたいと考えています。一人

の力でできることは限られていると思いますが、日中の

関係構築の力になりたいと考えています。 
 
 
 
２人共、今回の訪中の機会を与えてもらった事

に感謝していました。 
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ハンドボールコートが多目的スポーツで利用可能に 

 １０月５日にハンドボールコートの床の改修工事が行なわれ、多目的スポーツ用床材が取り付けられま

した。この床材は衝撃吸収に優れており、踏み出しや急な停止、着地時の横方向の膝や足首への衝撃や加

重を分散・吸収する非常に安全性が高いものです。プロバスケットボールの試合でも使用されており、テ

ニスやハンドボール、フットサルなど様々なスポーツシーンでも活用されています。今回の改修に併せ

て、テニスネットなどを固定する移動可能なポールも用意され、悪天候時の講義などでの利用が期待され

ます。 

～多目的スポーツ用床材導入～ 

 ９月２９日と１０月２０日にE２０２教室におい
て、今年度開設の仙台大学大学院スポーツ科学研

究科修士課程１年コースのリサーチペーパー中間

発表会が開催されました。 

 本学の修士課程１年コースは、①学校体育領域

②スポーツプロモーション領域③健康・体力支援

領域と、3つの領域区分それぞれの実務経験者を対
象としたコースとして開設されており、2年コース
の修士論文に代えて、自分の専門分野で抱える課

題を設定究明し、その解決策を研究内容とする

「リサーチペーパー」が課されています。 
 ９月２９日には４名、１０月２０日には前回出

張等で都合がつかなかった２名、計６名の修士課

程１年コースの発表がありました。それぞれの属

する職業の専門職域から独自のテーマでの研究発

表がなされ、活発な質疑応答が行われました。こ

の中間発表を元に11月の仮提出・査読を経て、2年
コースの修士論文発表会と同日2月13日（土）にリ
サーチペーパー発表会が開催される予定です。 
 

大学院１年コース 平成２１年度リサーチペーパー中間発表会開催 

平成２１年秋の交通安全県民総ぐるみ運動（９

月２１－３０日）の一環として２４日に柴田町交

通安全対策協議会が中心となり「柴田町・秋の交

通安全街頭キャンペーン」が船岡駅などで行なわ

れました。柴田町の滝口町長や地域住民の方と共

に、仙台大学の新体操競技部の丹羽涼子監督と学

生４名がチラシを配って交通安全を呼び掛けまし

た。 
 

仙台大学学生が地域住民と共に交通安全をＰＲ 
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１０月８日（木）に日本私立学校振興・共済事業団の

調査員２名が来訪し、経常費補助金に係る対象事業実施

調査が行われ、担当部署が対応を行ないました。調査員

の方からは、「補助金は正しく処理されているので、今

後も引き続き整備していく事が大切です。」との総評を

いただきました。 

今後とも引き続き教職員の皆様の遺漏なき事務処理へ

のご協力をよろしくお願いします。 

私学事業団による経常費補助金に係る対象事業実施状況調査 

第２回就職ガイダンス開催   ―3年生の約8割が参加― 

 １０月２０日（火）にB300、B103教室に
おいて３年生対象の第２回就職ガイダンスが

開催されました。今回のガイダンスは就職活

動を行なう際に必要な面接試験対策と就職活

動におけるマナーについての内容で実施され

ました。１７：４０開始という遅い時間にも

かかわらず、部活動等で忙しい中３９３名の

３年生が参加しました。 
毎日コミュニケーションズの橋本氏からは

は「就職活動を始めたばかりの学生が陥りや

すいマナー違反について」の話や、㈱ディス

コの冨田氏からは「実際の面接試験における

ポイント」などが指導されました。今回の講

座を受けて３年生は既に始まっている就職活

動の難しさや大切さを改めて認識したようで

す。 

仙台８９ERS佐藤真哉選手が来訪 

１０月２０日（火）に本学ＯＢで日本プロバスケットボー

ルリーグ（bjリーグ） 仙台８９ＥＲＳの佐藤真哉選手（平成
11年度卒）が来学し、大学にユニフォームを寄贈いただきま
した。 
佐藤選手は東北高校から本学に進み、エースとして活躍。

１９９７年のインカレではチームをベスト８に導いていま

す。仙台８９ＥＲＳには２００５年の発足から所属し、チー

ムの中心選手として活躍されています。今シーズン仙台８９

ＥＲＳは開幕から６連勝中。佐藤選手も３点シュートを次々

成功させ、目下絶好調です。初優勝に向け、佐藤選手の益々

の活躍が期待されます。 
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アテネオオリンピック代表 佐藤光浩選手が引退報告のため来学 

 １０月１４日（水）に本学ＯＢで富士通陸上競

技部の佐藤光浩選手（01年度体育学科卒、03年度
院卒）が来訪し、朴澤学長に現役引退報告を行い

ました。 
 佐藤選手は４００ｍを専門とし、本学に在学中

の２００１年東アジア選手権では４×４００ｍリ

レーで金メダリストとなり、２００３年日本選手

権では４５．５０秒の自己ベストで初の日本一に

輝き、同年のパリ世界陸上に出場。実業団の富士

通に進んだ後も２００４年アテネオリンピック、

２００５年ヘルシンキ世界陸上、２００７年大阪

世界陸上の日本代表として日本陸上競技界を牽引

してきました。 

 朴澤学長には、両脚のアキレス腱痛で成績が伸

びず、今年６月の日本選手権で引退を決意したこ

とが報告され、佐藤選手は「仙台大学で過ごした

６年間は自分が急成長できた時期。授業以外の時

間は休み時間も惜しんで練習していました。１秒

縮めるのが大変とされる４００ｍ競技で、在学中

に２．３秒縮めることができたのは、練習環境に

恵まれていたことが非常に大きかったと思いま

す。仙台大学には陸上競技トラックはもちろん、

ウェイトトレーニング場、プール、周辺には適度

な坂道、砂浜にもいける距離だったので、最高の

トレーニング環境でした。」と話し、後輩につい

ても「今年のインカレで投擲競技の２種目制覇や

日本学生個人選手権での三段跳び制覇など、活躍

が目覚ましいので頼もしく感じています。私はイ

ンカレで優勝することはできませんでしたか

ら。」と述べました。 
 朴澤学長からは、「せっかく大学院まで進学し

学んだ経験を生かし、この引退を一つの区切りと

して、次のステップでも頑張ってください。」と

労いの言葉がかけられました。佐藤選手は今後も

陸上競技に携る希望を持っているので、指導者と

して選手育成にも期待したいところです。 

１０月２５日に仙台市を会場に開催される「杜

の都女子駅伝」に、東北学連選抜として陸上競技

部の志賀愛香さんと東川陽子さん（共に運動栄養

学科３年）が選出されました。 
９月２２日に開催された選考レースでは、上位

２校に与えられる出場権を仙台大学として獲得す

ることはできませんでしたが、代表校の選手を除

くタイム上位８名の中に東川さんと志賀さんが入

り、東北学連選抜として出場権利を獲得。合同練

習を経て志賀さんが２区、東川さんが５区を走る

事が決定しました。 
東川さんと志賀さんは過去に学連選抜メンバー

にも選ばれており、志賀さんは３年連続３度目、

東川さんは２年連続２度目の出場となります。 
杜の都を駆け抜ける２人の活躍が期待されます。 
 ミヤギテレビ（１２時００分～１４時３５分）

でも放映されますので、是非ご覧ください。 

 

※２区は宮城陸上競技場前（12時29分頃）～ 
 仙台市太白区役所前（12時50分頃） 
※５区はネッツトヨタ黒松店前（13時36分頃）～ 
 宮城学院正門前（13時49分頃） 
 （ ）内は先頭チームの中継所到着予想時刻 
     

陸上競技部２名が東北学連選抜として杜の都女子駅伝に出場 

 東川陽子さん      志賀愛香さん 
仙台大学陸上競技部中長距離ブロックＨＰ

（http://ip.tosp.co.jp/i.asp?i=sendai_chou）より 
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デンマーク留学中の二宮ゆかりさん（平成20年度卒）から高橋まゆみ

准教授を通して大学にお手紙を頂戴しました 

卒業後の報告 
 
１．Nordfyns Folkehojskoleの簡単な紹介 
 私の在学するNordfyns Folkehojskoleという学校
は直訳すると北フィン島国民大学という意味で

す。成人のための教育機関であり、デンマーク全

体で約80校あります。この学校には様々なコース
が開設されています。ダイエットコースや海外か

らの学生に対するインターナショナルコース、知

的障がいのある人に対するライフラインコースな

どです。開設されているコースはその学校ごとで

違います。私は社会福祉コースに在籍していま

す。 
 この学校は全寮

制のため教室と寄

宿舎が同じ敷地内

にあります。様々

な国から来た人た

ち、障がいのある

人もない人も共に

生活します。その

共同生活を通して、お互いについて理解し助け合

い、自分を向上させるよう努めます。資格などを

得るための学校ではなく、今の自分から将来なり

たい自分へ変わるためにはどうすればいいのか考

え、そのプロセスを重視する学校です。したがっ

て、この学校では常に自分で考える姿勢というも

のが大切です。先生が１＋１＝２と教えるのでは

なく、自分で考え答えを出します。しかも、その

答えは多様にあっていいのです。そしてその個人

の考え方をディスカッションを通して発表し合い

ます。このような活動を通してお互いへの理解を

深め、福祉国家といわれるデンマークを支える民

主主義について深く学んでいきます。 
 
２．Nordfynsで社会福祉コースを選んだ目的 

 福祉国家・生活

大国といわれるデ

ンマークの福祉、

特に障がい児・者

の福祉の仕組みや

制度について現地

で学びたいと考

え、選択しまし

た。大学3年生の
ときに大学間の交流事業でフィンランドに行った

ことで北欧の福祉に興味を持ちました。それが

きっかけで今デンマークに来ているのですが、学

んだだけで終わるのでは駄目だと思っています。

学んだことによって私に何ができるのかを今は考

えています。国が違

えば国民性や制度・

法律が違うのが当た

り前です。そのため

デンマークと日本を

同様に考えることは

できません。しか

し、日本にもデン

マークにもそれぞれ

の長所があるはずで

す。それを学びに来た私ができることは、きっと

デンマークの福祉の良いところを持ち帰り日本流

にアレンジして実践していくことだと思います。

将来は、「障がい児の学童保育」という分野でデ

ンマークで学んだことを実践していきたいと考え

ています。実践することは論ずるよりもはるかに

難しいことですが、できないとは思わずにどのよ

うにしたら実践できるか、その可能性を追求して

いきたいと思います。そして日本の福祉分野がよ

りよいものになるためのお手伝いが少しでもでき

たらと思っています。 
 
３．後輩たちへのメッセージ 
 私にとって大学生活とは多くの意味を持つ大切

な時間でした。それは専門分野における勉強だけ

ではなく、自分がこれからどんなことをしたいの

か、どんなふうに生きていきたいのかを考えた時

間だったからだと思います。大学生活を通して出

会った知人や友人、先生方とのつながりのなか

で、たくさんの考え方・生き方があることを知

り、また私が行き詰った時には沢山の助言をいた

だきました。そして、それは少なからず今の自分

に影響しています。 
 将来、なりたい自分が見えていれば、おのずと

今、しなければならないことが分かってくるはず

です。大学生活を納得できるものにするかしない

かは大学生活を送る自分自身次第だと思います。

今こうして生きている間にも自分にしか歩めない

人生を生きているのです。そう考えると、楽しく

てもつらくても分からなくても充実して生きてい

たいと私は思います。大学の後輩である皆さんに

も充実した大学生活を送ってほしいです。今のあ

なたが考え決めて行動することが大切だと思いま

す。もし考えて悩んで行き詰った時はどうぞ周り

を見てみてください。あなたが一生懸命ならば、

きっと力になってくれる人はいるはずです。 
 遠くからですが、みなさんの活躍を願っていま

す。       

       デンマークより 

       平成21年9月30日 
        平成20年度健康福祉学科卒業 
            二宮 ゆかり 
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柔道インカレで田中美衣さんが優勝、五味奈津実さんが３位に 

 １０月１１－１２日に日本武道館で行われた柔

道の全日本学生柔道体重別選手権（インカレ：個

人）において、女子６３㎏級の田中美衣さん（体

育学科４年）が２年ぶり２度目の優勝を果たし、

５２㎏級では五味奈津実さん（体育学科１年生）

が３位に入る健闘をみせました。 
 柔道のインカレは今回行われた個人戦と、来月

２２日の団体戦があります。団体戦でも昨年のベ

スト８を上回る活躍が期待されます。 

 １０月１３日には南條監督と共に朴澤学長のも

とを訪れて大会報告がなされ、田中さんから大学

に優勝トロフィー、楯、賞状が寄贈されました。 
 
田中美衣さん（体育学科4年） 

２年前の同じ大会で優勝したときは初優勝ということ

もあり凄く嬉しかったですが、今大会は目指しているロ

ンドンオリンピックの通過点、優勝して当然と自分に言

い聞かせて集中して挑みました。来月からは講道館

杯、団体戦のインカレ、グランプリ（チンタオ）、東アジア

選手権と試合が続くので、自分の柔道を出し切って勝

ち続けたいです。 

 

五味奈津実さん（体育学科１年） 

大学では高校よりも１つ階級を落として52kg級で挑

戦しています。高校では東京都大会での３位が最高成

績で、今大会が初めての全国大会出場でした。優勝を

目指していたので満足はしていませんが、３位という結

果が残せた事は素直に嬉しいです。 

来月行なわれる講道館杯には社会人選手も出場す

るので厳しい戦いになると思いますが、強化指定確実

とされる３位入賞を目指して頑張ります。 

全日本新人選手権大会 

 １０月１６－１８日に戸田漕艇場において全日

本新人選手権大会が行われ、本学漕艇部は男子エ

イトで優勝（3年ぶり2度目）を勝ち取り、今季最
後の主要大会を最高の形で終えました。 
 この他、男子はダブルスカルに２艇出場して５

位、７位入賞と出場した全種目で入賞を果たし、

女子は舵手つきクォドルプルで４位に入賞しまし

た。選手たちは来季の更なる活躍に向けて大きな

自信を持つことができたようです。 
 

 

 

体操競技部の瀬尾はやみさん（体育学科３年）が長崎県代表として新潟ト

キめき国体に出場し、２年連続の成年女子体操団体戦優勝に大きく貢献しま

した。「長崎県チームはチームワークが良いので、それが勝利の要因」と話

しています。 
瀬尾さんは母親の影響で、小学３年から本格的に体操競技をはじめ、中

学・高校でも活躍し、国体には長崎代表として高校１年生から出場している

そうです。現在３年生の瀬尾さんは「最高学年となるので、後輩を引っ張っ

て大学でも結果を出したい」と力強く話してくれました。     

体操競技部の瀬尾はやみさんが国体で長崎代表優勝 
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 色々な人と関わる事が好き

で、中学１年からジュニア

リーダー（中高生のボラン

ティアサークル）に登録し、

子ども会や地域からの依頼を

受けて児童へのレクリエー

ション提供や、キャンプの指

導を行ってきました。現在は

シニアリーダー（１８歳以上

の青年ボランティア）として

ジュニアリーダーの指導や助

言を行っています。３年前か

らは宮城県子ども連合会（県子連）などが協賛す

る宮城県青少年育成事業「宮城県少年の船」にも

スタッフとして乗務しています。 
この事業は宮城県が主催する事業で、次代を担

う小学校５年生から中学校２年生の少年少女を県

内各地から募り、船上研修やレクリエーション、

訪問先での自然体験活動等を共に行うことによ

り、リーダーとしての資質を高めるとともに、子

供たちのまとめ役として班に付く高校生が、活動

を通してリーダーシップを学ぶ機会を提供する研

修事業です。本学のレクリエーション部が毎年サ

ポートしている沖縄遊you塾の企画とは別で、県の
事業として行われているものです。低料金である

ため様々な環境で育った子供たちが集まります。

この中には毎年数人の自閉症などの障害を持った

児童も参加します。そのため、共に行動する子供

たちが障がい者に偏見を持たずに社会に出て行く

ステップアップの場ともなっているそうです。 
 しかし、この事業が廃止の危機に直面していま

す。知名度の低さから「兄姉が乗ったから乗る」

という子供たちがほとんどで、全く初めてという

参加者は稀で、参加する子供は年々減っていま

す。 

 

佐藤浩司さん（健康福祉学科3年） 

最初は友達ができず不安な顔をしていた子供たち

も、船上や訪問先での研修を経て、船を下りる時には

必ず満足し、「たくさんの経験ができて良かった」と、

言ってもらえる事業です。現在、参加した子供たちと高

校生が中心となって存続の署名活動や資金面での援

助を呼び掛けています。 

教職員の方にも、低料金でこども達が多くの経験を

得られるこの事業を知っていただき、口コミで広めてい

ただければ幸いです。 
 

宮城県少年の船を知ってもらいたい／佐藤浩司さん（健康福祉学科3年） 

アメリカンフットボール部が１３年ぶり２度目の東北リーグ制覇 

 アメリカンフットボール部が１０月１２日(月)に
行われた秋田大学との試合に勝利し、東北大学と

の最終戦を待たずに１３年ぶり２度目の東北リー

グ制覇が決定しました。これにより今年新設され

た全日本大学アメリカンフットボール選手権出場

を獲得しました。本学の

初戦は１１月１５日(日)
に駒沢陸上競技場（東

京）で関東学生１部リー

グＢブロック優勝校との

対戦となります。 
 アメフト部は専用グラ

ウンドがないため、練習

場所の確保に苦慮してい

るそうです。 

新藤政幸さん（アメフト部主将、健康福祉学科４年） 

今年は４月から部員勧誘活動と新入部員に徹底的

な基礎練習を課してきました。大学のトレーニングセン

ターも有効に活用し、ストレングス＆コンディショニング

コーチの加賀氏が組んだメニューで部員全員の筋力

アップに成功しました。この結果、１年生４名がレギュ

ラーの座を獲得し、大きな戦力として活躍した事が１３

年ぶりの優勝という形で実を結んだと思います。 

東北地方にはアメリカンフットボール部を持つ高校

がないこともあり、部員は大学から競技をはじめるた

め、関東や関西の大学のレベルに達していない現状

があります。そのため全日本大学選手権が今年新設

され、全てのリーグに公平にトップをねらえるように

なったことは、対戦を通すことで東北のレベル向上にも

繋がると期待しています。 

初戦は関東大学１部リーグＢブロック優勝校との対

戦で、厳しい戦いになりそうですが、東北代表として誇

りを持って戦ってきます。応援よろしくお願いします。 
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安田尚造さんが仙台六大学野球リーグ初の１００安打達成 

安田尚造さん（体育学科4年）が秋季リーグ最終
戦となった東北福祉大学との試合（今月４日）で

４回に中前打を放ち、仙台六大学野球リーグ史上

初の１００安打を達成しました。安田さんは「今

まで積み重ねてきたヒット1本でも欠けていれば達
成できなかった数字。最終戦で達成できたのはめ

ぐり合わせが良かった。」と、４年間戦った仙台

六大学野球リーグに名を刻めた事を喜んでいま

す。森本監督も「リーグ戦はおよそ１０試合。４

年間で８回のリーグ戦があるが、１季で１０本打

てればよいとされるなか、安田は１３本平均で

打ってきた。この数字は素晴らしい。」と、１度

の首位打者に輝き、主将としてもチームを牽引し

てきた安田さんを称えました。 
安田さんは尽誠学園高校出身。高校２年生の時

には８番セカンドで甲子園の地を踏んでいます。

本学では１年生からレギュラーに定着し、チーム

の中心選手として活躍してきました。「目標だっ

たリーグ優勝を一度も果たすことができず、悔い

が残らないかと言ったら嘘になります。しかし、

チームメートは将来は教員を希望などの具体的な

目標を持った者ばかりで、練習以外でもよい刺激

になりました。このチームの中でプレーできたこ

とは自分の財産です。」と話し、「後輩達には自

分達がいけなかった全国大会出場を果たしてもら

いたい。」と、自分が成し遂げられなかった夢を

後輩に託しました。 

バスケットボール東北リーグ結果 

  １０月９－１１日に秋田県で東北大学バスケット
ボールリーグの２次リーグが行なわれました。女子は

１次リーグをトップ通過しており、優勝に期待がかか

りました。２次リーグも順当に勝ち進みましたが、最

終戦となった山形大学との頂上決戦で４点差の惜敗を

喫しました。本学と山形大学は７勝１敗の勝ち点で並

びましたが、ゴールアドバンテージ１点差で準優勝と

いう結果でした。しかし、２年連続で１１回目のイン

カレ出場権を獲得することができました。 
 男子は２次リーグで振るわず４位で終え、インカレ

出場とはなりませんでした。 
 インカレは１１月２３日から代々木第２体育館で開

催されます。 
 
個人賞は以下の通り 
【男子】リバウンド王 田賀 脩造（体育1年 
【女子】敢闘賞    中山 美穂（体育4年）    
    大会ベスト５ 中山 美穂（体育4年） 
           菅野 恭子（体育3年） 
    アシスト王  押切 奈々（体育4年）  
              ＊2年連続 
    リバウンド王 菅野 恭子（体育3年）  
              ＊2年連続 

 写真：東北大学連盟 

スポーツパフォーマンス研究会ＨＰ 

 馬助教と荒井准教授が村岡功氏（早稲田大学スポーツ科学学術院）と共に行った研究論文がス

ポーツパフォーマンス研究会のホームページに掲出されていますのでご覧ください。 
 
  スポーツパフォーマンス研究 http://sports-performance.jp/ 
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学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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 (学)朴沢学園１３０周年記念講演会・記念祝賀会 

 
明治１２年に松操私塾として開設した本学園は今年で創立１３０周年を迎え

えたことを記念し、１１月１８日（水）に江陽グランドホテル（仙台市内）に

おいて学校法人朴沢学園１３０周年記念講演会・記念祝賀会が挙行されまし

た。 
約３００人もの方に出席いただく中、記念祝賀会では、前仙台市博物館長の

の佐藤憲一氏が調査資料を基に「朴澤氏の歴史」と題してご講演頂き、祝賀会

では宮城県副知事の三浦秀一氏や、仙台市長の奥山恵美子氏にご臨席頂き、ご

祝辞を頂戴しました。本学旧教職員もお祝いのため遠方から多数出席いただき

ました。 
また、資料展示では裁縫技術を教授するための女子教育機関として開設した松

操私塾開設（明治１２年）から現在に至る貴重な資料が数多く展示され、客員

教授の伊達宗弘先生が収集された松操私塾の開設時の「朴澤三代治裁縫私塾開

業願」をはじめとする貴重な資料は、伝統を後世に受け継ぐものとして価値あ

る蔵書となり、国立国会図書館や宮城県立図書館などにも寄贈されました。 

次頁で写真をご覧下さい→ 
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記念講演 

記念祝賀会 

資料展示室 
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「２００９仙台大学大学祭・スポーツフェスティバルin柴田」 

今年も大盛況のうちに閉幕 

 １０月３１、１１月１日に柴田町と共同で「2009仙台大学大学祭・スポーツフェスティバルin柴
田」を開催し、延べ６０００名の方にご来場いただきました。楽天野球団初代監督の田尾安志氏に

よるスポーツ講演会や人気アーティストによるライブ、スポーツイベントでは障害者サポートサー

クルによる「障害スポーツ交流会」や「ニュースポーツ交流会」、グランドゴルフ大会、ビニール

バレー大会など、「スポーツ フォア オール」をモットーとする本学らしく、誰もが楽しめる内容盛
りだくさんでした。 

自転車ナショナルチームが本学で強化合宿 

 １０月２６－３０日の日程で日本自転車競技連盟

ナショナルチームの強化合宿が本学の常圧低酸素室

を使用して行なわれました。内丸講師がナショナル

チームの医・科学スタッフを務めていることから実

現したもので、今回は第１回ということで標高2500
ｍ相当の15.4％の低酸素状態に選手の体を慣らすこ
とを大きな目的に、短期間での実施となりました。

日中は仙台大学近隣で200ｋｍほどのロードを行
い、睡眠を含む練習以外の時間を低酸素室で過ごし

ました。低酸素状態で生活する事で、体内に酸素を

運ぶ赤血球、ヘモグロビンを増やすための造血作用

や、運動中に出てくる乳酸に対抗する能力向上が期

待されています。 
 合宿の様子は新聞３紙で紹介されました。 
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 １１月１１日にＮＰＯ法人エコキャップ推進協

会に対して第５回目のエコキャップ送付を行いま

した。今回送ったのは９６００個で、これまでの

送付総数は３０４００個となりました。この数は

239.4㎏の二酸化炭素の発生を抑制し、途上国の子
供３８人にポリオワクチン、結核のＢＣＧワクチ

ンなら１０８人に摂取させることができる量にあ

たります。 
 これからも皆さまのご協力をお願い致します。 

ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会は、ペットボ

トルのキャップ収集事業を行い、キャップをゴミ

として焼却処分するのではなく再資源化を促進す

ることで、焼却処分に伴うＣＯ２の発生を抑制し

「地球環境を改善する」ことや、キャップの再資

源化で得た売却益をもって「世界の子どもたちに

ワクチンを寄贈し救済する」ことを目的とした活

動を行っています。 
学生が集うＫＭＣＨの自動販売機前に設置した

「協力ボックス」に集まったペットボトルキャッ

プ１６００個を協会へ送付したことをきっかけ

に、学内でもこの活動に賛同し事務局が中心と

なって「地球温暖化防止プロジェクトチーム」を

結成し、協力活動を推し進めています。 
１１月１１日には、ＮＰＯ法人エコキャップ推

進協会に５回目となる送付を行いました。 
エコキャップ推進協会ＨＰ（http://
ecocap007.com/）でも、活動内容や送付実績が確
認できますのでご覧ください。 

 ペットボトルキャップ送付について 

  個 数 発送日 

第１回 １，６００個  平成２１年 ５月 ８日 

第２回 ９，６００個  平成２１年 ７月 ３日 

第３回 ４，８００個  平成２１年 ７月１７日 

第４回 ４，８００個  平成２１年 ８月２５日 

第５回 ９，６００個  平成２１年１１月１１日 

 本学園は「貯骨(ちょこつ)っとトレーニング」を平成２１
年１０月２３日付けで商標登録致しました。考案者は内丸講

師で、知的財産権の所有者は朴沢学園です。 

商標登録番号は【第５２７５５０４号】です。 
 
なお、商品及び役務の区分並びに指定商品又は指定役務区分

は以下の通りとなっております。  
第９類  
 映写フィルム，スライドフィルム，スライドフィルム用マ

ウント，インターネットを利用して受信し、及び保存するこ

とができる画像ファイル，録画済みビデオディスク・ビデオ

テープ・ＣＤ－ＲＯＭ及びＤＶＤ 
第１６類  
 印刷物 

 
 

本学初の商標登録～貯骨（ちょこつ）っとトレーニング～ 
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（社）中央青少年団体連絡協議会主催2009東アジア生命平和運動未

来指導者養成プログラム 

 （社）中央青少年団体連絡協議会主催プログラ

ムにより、相原絵里子さん（体育学科4年）が元早
稲田大学総長西原春夫先生を含む日本団の一員と

して、11月13日～16日の日程で韓国に派遣されま
した。 
このプログラムは、国際フォーラムなどを通じ

て東アジアにおける日中韓の役割を協議し世界平

和のため日本、韓国、中国の次代を担う２０代か

ら30代までの学生や社会人らが互いに連携し、親
睦を図ることを目的に開催されています。 
この交流プログラム中には、英語での討論会が

行われるため、語学力が必要ですが相原さんは、

『放送大学』での英語中級Bの受講を機に、「もっ
と英語を話したい」と強く感じ、林怡蕿講師の研

究室に通い勉強を続けてきました。３年生の春季

休業には、ニュージーランドに単身短期留学。今

年の５月にはホームステイ先としてカヤーニ応用

科学大学からの短期留学生を自宅に受け入れた

り、東北大学の中国人留学生も受け入れたりと、

積極的に異文化交流し、日々語学力を磨いてきま

した。今回、ウォーキング同好会の佐伯教授の推

薦で訪問団にエントリー、派遣されることがきま

りました。相原さんは「折角の機会なので日本の

良さを伝えながら、各国の方々と交流をしま

す。」と期待を旨に訪韓しました。 
 
相原絵里子さん（体育学科４年） 

今回の目的は、日中韓の同世

代の青年たちが、世界平和を

懇願し、日中韓それぞれが果

たすべき役割を模索し認識す

ることでした。実際にプログ

ラムに参加し、話し合いをす

る中で「理解だけで終わらず

行動に移していこう」という

意見が多く、各国それぞれに

平和を真剣に考えていること

を実感しました。 
来年は、横浜市に小学校教諭として正式採用が

決まっています。今回の経験を通じて国際交流の

大切さを話していきたいです。母国語に違いは

あっても「英語」で話すことで喜びや経験を伝え

られること。そして、自分のモットーとする｢チャ

レンジ｣し続けることを伝えていこうと思います。 
 
学生支援センターのボランティア登録から、白石

市の小学校へ支援や小学校での教育実習を通じて

子供たちの成長を肌で感じ、一日中子供と接する

小学校教諭になりたいと心が固まった相原さん。

大学の後輩たちには、「仙台大学の教育資源を有

効に吸収することを勧めたいし、学校現場での経

験は強み」と話してくれました。 

吉林体育学院宋学長来訪 

 １１月１２―１６日の日程で本学と国際交流協定を締結している吉林

体育学院の宋継新学長をはじめとする３名が来日しました。 
 １２日には大学院の記念講義「中国における体育・スポーツの現状と

『競技体育学』」が行われ、大学院はじめ学部生、教職員約８０名が参

加して聴講しました。同日にはホテル原田において歓迎会が開催され、

同学院からの留学生も混じって交流を深めました。１３日には国際交流

大学間会議、施設見学などが行われました。 
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フリスポ2009に本学も参加 

 １０月２４、２５日に宮城県スポーツ振興財団が主催するフリーマーケットとスポーツの祭典「フリ

スポ2009」が宮城県総合運動公園（グランディー２１）で開催されました。 
 同財団からの要請により本学でも、事業戦略室が中心となってブースを設け、健康福祉学科［体の健

康度チェック］、YOSAKOIソーラン部JANBARI、漕艇部、B･L･S部、アームレスリング部も参加し、本
学のＰＲを行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

     仙台大学ブース           健康福祉学科           漕艇部 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
   

 アームレスリング部         B・L・S部             JANBARI! 

第７回杜の都の地域福祉セミナー（主催：市社協） 

 地域住民や様々な団体が、地域活動の中でどの

ように連携していくかを考える「第７回杜の都の

地域福祉セミナー」（主催：仙台市社会福祉協議

会）が１１月１４日（土）に仙台市福祉プラザで

開催されました。本学は「自治体との連携に基づ

く福祉支援活動」というタイトルでパネル展示を

行い、乗松准教授が対応されました。興味・関心

をもたれる方は非常に多く、持参した資料は全て

なくなったとの事です。 
 
 

※写真提供/事業戦略室小室室長 
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生きがい健康づくり県南地区柴田大会（主催：県社協） 

 １１月１４日（土）に槻木生涯学習センターにおいていきいき学園ＯＢを対象に「平成２１年度生

きがい健康づくり県南地区柴田大会」（主催：宮城県社会福祉協議会）が、開催されました。 
講師として大学から４名が参加し、橋本学科長による講演「高齢者の健康づくり」や、近藤新助

手、岩垂新助手、星昭伍さん（健康福祉学科３年）よる簡易健康体操を提供しました。 

柴田町の秋の風物詩、「みやぎ大菊花展柴田大

会」（実行委主催）が１０月２０日～１１月１０

日まで船岡城址公園（同町船岡）で行われまし

た。会場には県内６市４町、１２団体の菊愛好家

グループが丹精込めて育て上げた見事な大菊三本

仕立て、千輪作り、大懸崖（だいけんかい）、小

菊、福助など色とりどりの菊約２４００鉢が展示

されており、菊花一色、来場者の目を楽しませま

した。 
 菊花展は従来、町観光協会が主催してきた「し

ばた菊人形まつり」が財政難などを理由に０６年

で中止。以来、地元菊愛好家団体などが中心と

なって「伝統ある菊花展継続を」と、町内約１１

０にのぼる企業や各種団体と協力し、町の助成金

と協賛金による「官民協働」で運営を復活、装い

を新たにして３年目となります。今年は初めて仙

台大学学長賞が設けられ、仙石平司さんの作品

「国花由季」が受賞されました。 
 

 １１月２７日(金)には各賞の表彰式がしばたの郷
土館で行われ、学長代理として佐藤宏副学長が仙

石さんに仙台大学学長賞を授与しました。 
 
仙石平司さん 
退職してから趣味を持とうと６年前に菊づくり

をはじめました。美しい菊をつくるには子供を育

てるように手間隙を惜しまないことが欠かせませ

んし、審査日に最高の状態になるように育ててい

く事も難しい点でもあり、奥が深くて楽しい点で

もあります。賞を頂くのは今回が初めてで、とて

も嬉しく感謝しています。今回がマグレと言われ

ないようにこれからも菊づくりを頑張って行きま

す。 

みやぎ大菊花展柴田大会に仙台大学学長賞がお目見え 
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 １１月７日（土）に、平成２１年度仙台大学シニアカ

レッジ「シニア地域指導者養成講座」開講式を受講生と

関係教職員が出席する中、F棟101教室で執り行いまし
た。今回も「地域スポーツ指導者コース」と「介護予防

指導者コース」の２講座を開講し、延べ１８名が受講し

ています。今回は、昨年の受講者アンケートの回答に多

かった、「土・日曜日の方が出席しやすい」との声を反

映して土曜日の開講とし、これまで全１３講座を１日１

講座開催だったものを、１日２講座開催にして日数を短

縮し、受講生が学びやすいように配慮しています。 

今年も「仙台大学シニアカレッジ」が開講 

学都コンソーシアムサテライトキャンパス「仙台大学公開講座」開講 

  本学は昨年に引き続き、今年も平成２１年度学都コン
ソーシアムサテライトキャンパス仙台大学公開講座「スポー

ツを科学的にサポートする方法」を4回にわたり、２講座開
講します。高橋陽介新助手が講師を務める講座Ⅰ「アスレ

ティックトレーナーからの提案～スポーツにおける下肢部障

害の予防学～」は、１１月１４、２１日に修了し、約２０名

の受講がありました。受講者は部活動を教える中・高の教員

やスポーツに携わっている指導者などがほとんどで、トレー

ナーを目指す本学学生も受講しました。 
１２月５、１２日には加賀洋平新助手による講座Ⅱ「Ｓ＆

Ｃコーチからの提案～成功する体づくり～」を開催予定で、

すでに２０名程の申込みがあります。若干空きがありますの

で、興味をもたれている教職員の皆さまや、周囲で興味をお

持ちの方がいらっしゃいましたら是非お声掛け頂き、受講下

さい。（申込は12/5開講分…11/30〆切、12/12開講分…
12/7〆切） 
また、文部科学省の戦略的大学連携支援事業「仙台圏所在

大学等の連携を強化・拡充する事による相互的及び総合的発

展」主催で行われる「講座仙台学２００９～仙台のスポーツ

～」では１２月２６日（土）に中房教授が「仙台市：スポー

ツの史跡を訪ねる」と題して講義を行います。こちらも１２

月１９日まで受講申し込み受け付けしていますので是非ご参

加ください。(申込み先：広報室) 

※写真提供/事業戦略室 菊地担当課長 

日経グローカルの地域貢献度ランキング 
～総合４４位、私立大学では３２８大学のうち１２位に～ 

日本経済新聞社産業地域研究所「日経グローカル」グ

ループが本年９月に行った「大学・大学院大学の地域貢

献度ランキング」調査に回答したところ、調査結果が

「日経グローカル１３６号」（１１月１６日発行）に特

集記事として掲載され、回答した全国の国公立私立大

学・大学院大学の計７４０校の中で、本学は総合４４

位、私立大学だけでは３２８大学のうち１２位と、いず

れも上位にランキングされました。 
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「スポーツマネジメント実習」・「生涯スポーツ指導実習」で泉岳少年自

然の家で活動した学生と担当教員の馬場先生に対して仙台市立東長

町小学校の阿部誠一校長より御礼状が届いております。 

学生 

 糟谷奈美さん(健康福祉学科４年) 
 飯田夏美さん(運動栄養学科３年) 
 岡本知夏さん(運動栄養学科３年) 
 鈴木明代さん(運動栄養学科２年) 
 横山奈々さん(運動栄養学科２年) 

「第３回スポーツを考える会」開催 

 スポーツ情報マスメディア研究所は今月２０日

(金)、仙台市青葉区のおでん三吉で「第３回仙台ス
ポーツを考える会」を開催いたしました。朴澤学

長をはじめ東北経済産業局員や宮城県サッカー協会

会長、新聞・放送関係者や市民スポーツクラブ、ス

ポーツ団体幹部・東北大教授などスポーツに関心を

持つ方々約３０人に参加いただきました。論客ぞろ

いで大いに盛り上がり、「今年は楽天とベガルタに

いい夢を見せてもらった。来期が楽しみ」や「地域

スポーツの発展に欠かせないリーダーの育成が立ち

遅れている」といった発言のほか「芝の上手な栽培

法」まで飛び出し、談論風発。それぞれのスポーツ

への思いを“交換”し合い、近日中の再会を期して閉
会いたしました。今後も、当研究所はいろいろな企

画を展開して人と人との交流を深める予定でおりま

す。皆様にはこれまで通りのご理解とご協力をお願

い申し上げます。   

 ＜スポーツ情報マスメディア研究所＞ 
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１１月２０日～２２日に代々木第一体育館（東

京）で開催された「第６３回全日本体操競技団

体・種目別選手権大会」において亀山耕平さん

（体育学科３年）がオリンピック選手らを抑えて

あん馬（得点15.95点）で本学初となる種目別優勝
を果たしました。 

この大会は、団体総合と種目別の日本一を決め

る国内最大の大会で、本学からは団体総合に６

名、種目別に３名が出場しました。団体戦ではイ

ンフルエンザの影響もあり、１０位に終わりまし

た。 
 なお、団体戦で優勝したＫＯＮＡＭＩチームの

半数は本学卒業生（関口栄一選手、上田和也選

手、植松鉱治選手）で構成されており、最終種

目：鉄棒の演技では、上記の３名がエントリー

し、最終演技者の植松選手が着地をピタリと決め

る完璧な演技をして優勝を決めました。ロンドン

五輪に向けて卒業生の更なる飛躍にも期待が持て

ます。  

第６３回全日本体操競技団体・種目別選手権大会 

講道館杯柔道 田中美衣が６３kg級準優勝 

１１月１４日（土）に開催された講道館杯柔道体

体重別選手権において、田中美衣（体育学科４年）

が女子６３kg級で準優勝しました。決勝戦は、こ
れまで４度の対戦経験がある（２勝２敗)平井 希選
手（自衛隊体育学校）で、延長戦の末での惜敗でし

た。 
 田中の他にも女子部員７名が出場しましたが、あ

いにく結果は残せず、次回でのリベンジを応援しま

しょう。 

男子バレーボール部が２６季、１３年ぶりのリーグ優勝 

１０月２４、２５日に「東北バレーボール大学

男子１部秋季リーグ戦」の最終戦が行われ、本学

男子バレーボール部は福島大学を３－２、東北学

院大学を３－１で降して２６季、１３年ぶりの

リーグ優勝を果たしました。 
今年の男子バレーボール部は春季リーグ最終戦

を惜敗して２位で終わりましたが、夏休みで強化

に取り組み、９月に行なわれた天皇杯・皇后杯全日

本バレーボール選手権東北ブロックを制して全国大

会の切符を掴むなどチーム力をあげてきました。石

丸監督も「これまでのリーグ戦では、最終週に勝て

ず、悔しい思いをしてきましたが、４年生を中心に

学生たちが、人間的に強く成長してくれたと実感し

ています。やっと念願の優勝を勝ち取ることが出来

ました。ひとえに、これまで男子バレーボール部を

温かく見守り、支えていただいた全ての皆様のおか

げです。この成績に満足することなく、さらに精進

していきたいと思います。」と話しています。 
次の目標、『インカレベスト８以上』を目指し、

男子バレー部の活躍に期待です。 
 
男子バレーボール部は１１月４日に学長室を訪れ、

朴澤学長に秋季リーグ優勝とその翌週に行われた大

学東北地区体育大会優勝の報告を行いました。 
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アメリカンフットボール部 初の全国大会への挑戦 

 １１月１５日（日）に

駒沢陸上競技場において

アメリカンフットボール

の全日本大学選手権が開

幕しました。今大会から

地方にも全国大会の門戸

が開かれたということ

で、注目度が非常に高

く、複数の新聞社が取材

に入り、大々的に報道さ

れました。東北大学リー

グを１３年ぶりに制した

本学アメリカンフット

ボール部は、東北地区代表として強豪が集う関東

リーグを制した早稲田大学と対戦し戦いには敗れ

ましたが、タッチダウンを決めるなど、伝統校に

一矢報いました。大会にはＯＢをはじめ、東北大

学リーグの東北大学や岩手大学の選手が応援に駆

けつけ、声援で選手を後押ししてくれたそうで

す。今大会で高レベルの戦いを経験できたこと

は、これからのチームづくりの大きな材料になっ

たことでしょう。 
 
アメリカンフットボール部のＨＰにはファンの方

が早稲田大学戦を撮影した７２枚の写真が掲出し

てあります。試合の様子が伝わってくる素晴らし

い写真ばかりですのでどうぞご覧下さい。 
http://dreamfighter.jp/gallery/sendai/ 

主将：新藤政幸さん（健康福祉学科４年） 
 
 自分達にとって初めて立つ全国の舞台というこ

とで、前半は浮き足立ってしまい、ゲームをコン

トロールする事ができませんでした。後半からは

平常心を取り戻し、タッチダウンを奪う事ができ

たことはチームの大きな自信となりました。 
 早稲田大学はタックル・反応・スピードともに

素晴らしく、チーム力の高さを感じましたが、我

がチームはケガ人も出ず、体の強さでは負けてい

なかったと思います。日頃の練習の成果を感じる

ことができたとともに、試合前はチーム力の差が

大きいと決め付けていまし 
４年生は今大会で引退するので、後輩達には全

国大会に出場した事に満足せず、学生トップチー

ムとの対戦から学んで高いレベルで戦っていって

ほしいです。間もなく入るシーズンオフでは、部

員達で今シーズンを反省する機会をつくって勉強

し、全国大会で勝つ事を目標にして頑張って下さ

い。 
最後に、応援していただいたＯＢ・ＯＧ、大学

関係者、東北大学リーグの選手、大会関係者の

方々に厚く御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。 

日台軟式野球親善国際大会の日本代表に及川善史さん（体育学科３

年）が選出 

 １２月９―１５日に台

湾台北市で行われる第５

回日台軟式野球親善国際

大会に全日本大学軟式野

球チームの代表として及

川善史さん（体育学科３

年）が選出されました。

本学軟式野球部から代表

選出は初めてのことで

す。今回の代表選考では

各連盟に推薦枠を与える

のではなく、試合の指揮

をとる監督･コーチが実際

にプレーを観てメンバーを集めたそうです。その

ため、今回選抜された意味合いは大きく、及川さ

んも「自分のプレーが認められたことが素直に嬉

しいです」と話しています。 

及川さんは利府高校（宮城県）出身。高校では１

１番・中堅守として１年生の秋からレギュラーに定

着して甲子園出場を夢見て汗を流しました。 
「軟式野球のボールは弾むので、ボールをたたき

き付ければ足に自信を持つ自分にとっては有利」

と、大学では硬式野球から軟式野球に転向。昨年秋

から１年間は主将としてチームを牽引しました。及

川さんは身長１５５ｃｍと小柄ですが、「野球をす

るうえで不利な点は何もありません。ストライク

ゾーンが狭くなるので相手投手は投げにくくなる

し、小回りがきくので守備もスムーズに処理できま

す。有利な点しか見つかりません。」と話し、今回

の代表選出についても、「自分のセールスポイント

は足なので走塁や守備範囲の広さを見て欲しい。」

と話しています。 
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杜の都全日本大学女子駅伝に 

１０月２５日（日）に第２７回杜の都全日本大学女子駅伝が開催さ

れ、東北学連選抜チーム代表として本学陸上競技部の志賀愛香さんと東

川陽子さん（共に体育学科３年）が出場しました。東北学連選抜チーム

の総合タイムは２時間２１分０８秒で、志賀さんは２区（6.6km）を２
４分０３秒、東川さんは５区（4.0km）を１４分３９秒で杜の都路を駆
け抜けました。 
 
東川陽子さん、志賀愛香さん 
 昨年よりも速いタイムを出しましたが、全体のレベルが上がっている

ため順位は昨年よりも悪くなってしまい、全国の地区の代表との差はま

だ大きいと感じました。 

 来年度の新入生にはスピードのある選手が入学予定なので、学年を超

えて互いに刺激しあい、チームでモチベーションをあげ、来年は仙台大

学チームとして出場できるように頑張りたいです。 

東京在住のボートファンから漕艇部宛のお手紙 

 東京在住のボートファン（無記名）の方から漕艇

部宛にお手紙と今年のインカレの写真が届きまし

た。文面から察するところ、差出人の方は男子エイ

トに特に関心が高いようで、強豪チームの中でも仙

台大学へ大きな期待をかけて下さっているようで

す。漕艇部の阿部監督は「たいへん勇気付けられ

る。差出人は大会に足繁く通っているあの方でしょ

うね。」と、だいたいの察しがついているようで

す。 
 漕艇部は創部以来多くの方々に応援していただい

ており、これまでも何度か大会の様子の写真を頂戴

しているそうです。また、ここ柴田町でも練習中に

「がんばって」と手を振りながら応援してくれる町

民の方々が多く、部員の励みになっています。 
 このお手紙と写真は漕艇部の寮に飾られていま

す。 

-------------------------------------------------------------- 
＜手紙の内容の一部＞ 

 来年の８月のインカレまでに男子エイト種目で5分

50～55秒をコンスタントに出せる実力をつけてもら

い、９月の全日本選手権でファイナルに進んで、全国

のボートファンを熱狂・感涙させてください。 
-------------------------------------------------------------- 

第１４回 新体操演技発表会を１１月２９日に開催 
年に１度、仙台大学ジュニア新体操教室に通うこども達（約１００

名）の演技を保護者に発表する「新体操演技発表会」を１１月２９日

（日）に開催いたします。一般の方も観覧できますので、どうぞ足をお

運び下さい。発表会には幼児から小学校６年生で構成する「ジュニア新

体操教室」のこども達の他、競技会に出場する小中学生で構成の「仙台

大ＲＧＪ」、仙台大学新体操競技部、仙台大学男子新体操同好会が参加

します。 
全日本インカレ第３位の仙台大学団体チームや賛助出演にて全日本クラ

ブ団体選手権第３位のチームとトップレベルの演技も披露されます。今

回は夢と希望に満ちた「輝き」をテーマに発表会を開催いたします。

ジュニア達の可愛らしい演技が楽しみです。 

写真は志賀愛香さん 
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Vol.43 広報室 

平成21年12月25日発行 

  １２月１７～２４日の日程で、韓国体育大学校柔道女子チーム２５名
が本学で強化合宿を行いました。韓国体育大学校と本学は、昨年３月に

国際交流協定を締結し、今年２月には本学から柔道部１９名が同大学校

を訪問して合同強化合宿を行うなどして交流を図っています。 
 １８日（金）には韓国体育学院柔道部を代表して程鉉澤（ﾁｮﾝ ﾋｮﾝﾃ）
監督と韓国ナショナル強化指定を受けている李貞銀（ｲ ﾁｮﾝｳﾝ）選手が柴
田町の滝口町長を表敬訪問しました。懇談でチョン監督は「韓国体育大

学校と仙台大学の選手が国際大会の決勝で対戦できるように、互いに頑

張りたい」と話されました。 
 ２３日には合宿の締めくくりとして交流試合（１０人戦）が行われ、

熱戦が繰り広げられました。県内の柔道関係者や、朴澤学長をはじめと

する教職員が見学に訪れました。同日には歓送迎パーティーが学生食堂

で執り行われ、合宿の慰労と今後の両大学の活躍を祈念し、交流を深め

ました。なお、この会ではこの度㈱ＧＡＮＢＡＸより提供いただいた本

学の「Welcome party」と「Farewell party」の幕も初めて披露されまし
た。 

韓国体育大学校の柔道女子チームが本学で 

強化合宿開催 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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現代ＧＰ『地域密着型の健康づくり支援システムの構築』最終報告会 

 １２月１３日（日）にホテル原田inさくら（柴
田町内）において現代ＧＰ『地域密着型の健康づ

くり支援システムの構築』の最終報告会が開催さ

れ、関係した学生、教職員、この事業に参加した

柴田町の方、合わせて約２００名が参加しまし

た。 
 報告会の第１部では、早稲田大学の岡浩一郎先

生による基調講演「これからの地域における健康

づくりと今後の課題―大学の役割と行政の役割

―」を行い、東京都や新潟県で実施したモデル事

業を例に、「地域の健康づくりに地域住民・行

政・大学の連携が欠かすことはできない」などの

話しがありました。 

 第２部では、橋本学科長が事業の３年間を振り

返り、「学生は地域の方々と共に学ばせていただ

きありがとうございました。学生が地域社会にと

け込む事で地域の活性化につながり、高齢者の方

も運動を続ける活力となったのではないかと思い

ます。大学・町・高齢者の３者にとって良い事ば

かりで、今後もこの事業を続けて行きたいです。」

と報告しました。 
その後、健康づくり運動サポーターが来場者と

共に「楽しい運動」を行い、これまで培ったスキ

ルを披露し、盛会のうちに終了しました。 

 １２月３日(木)にA棟大会議室において第３回健康づ
くり運動サポーター認定証書授与式が執り行われ、取

得者一人ひとりに朴澤学長から認定証書が手渡されま

した。今回認定されたのは初級１７名と中級４名の延

べ２１名で、これまでの累計取得者は初級が８１名、

中級が１５名となりました。 
 今年度は新型インフルエンザの影響により、健康講

座が延期になったり、予定していた学生が参加できな

くなったりなど、実習がスムーズに進まず、取得が遅

れています。しかし、２１年度内には現在受講中の学

生たちは、取得できるように進めているところです。 
認定書を受け取った学生の中には４年生も多く、朴澤

学長が「就職先でも是非、この資格を生かしてよい仕

事をして欲しい」と訓示されました。 

第３回健康づくり運動サポーター認定証書授与式 

１２月３日(木)にA棟大会議室において現代ＧＰ「健
康づくり運動サポーター養成事業」の第４回大学･地域

評価委員会が開催され、健康づくり運動サポーター事

業の実施状況・認定状況・プログラムの履修状況の報

告と、決算報告がなされました。委員の方々からも積

極的にご意見や提言を頂戴し、たいへん有意義な会と

なりました。 
また、委員会から３月中旬に総括となる大学･地域評

評価委員会の開催要望があり、実施する事になりまし

た。 

第４回 現代ＧＰ「健康づくり運動サポーター養成事業」大学･地域評価
委員会 
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第３回就職ガイダンス 

１１月１０日(一般企業系)ならびに１２月１日
（公務員系）の２日にわたり、第３回就職ガイダ

ンスが開催され、3年生（２年生のキャリアプラン
ニング学生含む）総計約４００名の参加がありま

した。 

神奈川県横浜市と愛知県名古屋市の小学校教員

採用試験に合格し、合格者名簿登載を受けた千葉

智美さん（体育学科４年）からは、「勉強を習慣

づける事が大事」と、毎朝１時間の早朝ランニン

グの後に勉強をしていた事の経験に基づく話がさ

れ、「図書館に行くと友達が勉強していること

が、自分の焦り・勇気となった、４年生になって

からは部活と勉強を両立し、辛かったが、最後の

大会（トライアスロン）で満足の行く成績をおさ

めることができ、就職の面でも合格者名簿に登載

され、最高の結果を出す事ができました。皆さん

も自分の目標に向かって頑張って下さい。」と話

がありました。聴講した学生も、就職戦線が厳し

い状況の中で内定・採用試験に合格をした４年生

の話を聞いて就職活動への意識を高めているよう

でした。 

 12月17日、Ａ301演習室において仲野研究室と柳
研究室の学生ら18名が体験学習「ライフプランニ
ング授業｣を体験しました。 
まず、6～７名で１グループ、計3グループ（男
女＆両ゼミ混合）にわかれ、人生設計のプロ

フェッショナルであるライフプランナー＊が講師

となり、グループに１名のライフプランナーが加

わり、将来の家族計画を想定し、将来実現したい

計画や夢をシュミレーションソフトを使用しなが

ら検証しました。 
家族が増えるごとに教育費が増加したり、旅行

などの資金計画の必要性や万が一への備えなど、

グラフ化された収支の未来予想図に、真剣な眼差

しで取り組む姿が見られました。 
今回、ライフプランニングの授業はソニー生命

保険㈱が社会貢献の一つとして行っている人生設

計の体験学習で、現在全国の中学校や高校、大学

あわせて100校を超えて実施展開している授業だそ
うです。同社の長谷川さんが仲野教授と知人（ス

ペシャルオリンピックス日本・宮城：テニスプロ

グラムのコーチ仲間）であることから、研究室の

学生らの将来設計のヒントになるであろうと、学

生のキャリアプランニングのひとつに繋げること

を目的に開催したものです。この様子は宮城テレ

ビの取材を受け、同日の「ＯＨ！バンデス」で放

映されました。 
＊ライフプランナー・・・ソニー生命保険㈱の登

録商標 

企業が提案する「ライフプランニング授業（体験学習）」を、仲野・柳研

究室合同ゼミで実施 

～ グループごとに仮想家族をつくり人生設計の疑似体験 ～ 
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 １２月８日にB300教室において第８回スポーツ
栄養セミナーが開催され、運動栄養学科の学生約

１３０名が参加しました。今年は江崎グリコ株式

会社の吉谷佳代氏を講師に招き「スポーツサプリ

メントの研究開発の現場における管理栄養士とし

ての仕事」という演題で講演していただきまし

た。吉谷氏はスポーツサプリメントの研究開発を

しながら、管理栄養士としてトップアスリートに

食事とサプリメントの指導もされている方です。 
講演ではお菓子の製造工程、サプリメント開発の

魅力や苦労話、選手への食事やサプリメント指導

などの説明がされた後、学生へのメッセージとし

て、「学生時代はインプット（知識を貯める）

し、社会に出た時にアウトプット（知識を活か

す）しなければなりません。社会に出た時のため

に学生の内に多くの事にチャレンジし、知識をた

くさん蓄えて下さい。」とのアドバイスをいただ

きました。 

スポーツ栄養セミナー開催 

試験に臨む卒業生が母校・仙台大学に集い「受験

験者激励会」が開催された。 

 朴澤学長からの激励に続き、東京アカデミー小田

嶋講師による「国家試験の動向」について講義がな

された。合格のための直々のアドバイスがあり、真

剣に聞き入っている参加者たち。さらに、管理栄養

士に合格した卒業生による体験談では、運動栄養学

科1期生の櫻井敬子さんと佐藤亜樹さんが心のこ

もった体験談を披露した。実体験が参加者の心に響

いている様子が感じられた。参加者からの質問も積

極的に展開され、一つ一つの質問に対して、アカデ

ミー小田嶋講師と合格者二人の率直な返答がなされ

た。 

 参加した受験生は意気軒昂に闘志を燃やして、そ

の場をあとにした。 

＜仙台大学管理栄養士国家試験「合格修錬会」＞ 

管理栄養士国家試験 「第１回受験者激励会」を開催 

 １２月４日に平成２１年度仙台大学教職員親睦

会総会・忘年会がホテルメトロポリタン仙台にお

いて開催され、法人本部からは小島専務理事をは

じめ星常務、斎常務理事のご出席をいただき総勢

１３４名が参加する盛大な会となりました。 
総会において、年次活動報告および会計報告(中

間)が行われた後、続いて忘年会が開催されまし
た。今年度の催しとしては、本学卒業生である吉

田葵衣さん(体育学科卒）のフラメンコのグループ
「Lotus(ロータス)」を招き、マリンバ・ピアノ・
フラメンコのコンサートが行われました。吉田さ

んは明成高校から進学し、本学を卒業後、本場ス

ペインへフラメンコ留学し本場の舞台で経験を積

まれました。音楽とフラメンコの共演に魅了され

た忘年会となりました。 
 

平成２１年度 仙台大学教職員親睦会総会・忘年会 
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 １２月１０日～１２日の日程で、上海体育学院

から党委書記の虞 麗娟氏はじめ５名が来学しまし

た。１１日に行われた国際交流大学間会議では、

今後の両大学の交流について積極的な意見交換が

なされました。この他、施設見学や宮城県内の観

光を行い、日本文化にも触れていただきました。 

同学院と本学は、平成１４年５月に国際交流協

定を結び、研究生を受入れるなどして交流を図っ

ております。平成２０、２１年には中国国費留学

生として本学から学生２名が派遣され同学院で知

識を深めています。 
 
 
今回の来訪者 

  虞 麗娟（党委書記）、陳暁峰（学長室長）、 

  陸愛云（図書館長）、金銀日（通訳）、 

  毛倩（国際交流処長補佐）  

上海体育学院から党委書記の虞 麗娟氏はじめ５名が来訪 

 来年４月に船岡南倉庫跡地に開所する国際交流

会館の地鎮祭が１２月６日(日)に執り行われ、法人
本部から小島専務理事と星・齋常務理事、本学か

ら朴澤学長はじめ佐藤副学長、森国際交流セン

ター長、佐々木事務局長、管理課の丸谷課長と鈴

木職員が参列しました。国際交流センターは、外

国人留学生の寮室を３９部屋有する３階建てで、

海外からの来賓の宿泊施設としても利用が予定さ

れています。 

国際交流会館（２０１０年４月完成予定）地鎮祭 

 分煙を目的として、学内にある喫煙所２箇所（B・C棟
間、第一体育館北側）に囲いが設置されました。これまで

は枠がなかったために喫煙所付近の広範囲で喫煙する姿が

見られました。今後は、分煙のため、囲いの中での喫煙を

よろしくお願いします。また、名称を禁煙指導室として、

学内での禁煙を推し進めていくそうですので、皆様のご理

解とご協力をお願い致します。 

喫煙所から禁煙指導室へ ～非喫煙者に害を与えない、学生に禁煙を推し測るための試み～ 
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 １２月５日（土）に札幌近郊同窓会がホテルポールスター札幌（札幌市内）で開催され、本学からも朴

澤学長、同窓会会長の鈴木省三教授、副会長の半澤和茂さん、宍戸教授が出席し、本学の近況を報告する

などして交流を深めました。 
開催地が北海道札幌であるにもかかわらず８０名もの参加を頂き、北海道支部の本学への期待と同窓生

生の結束の固さが感じられ、大変ありがたい同窓会開催でありました。 

札幌近郊同窓会 

 １１月２８日（土）にホテル白萩（仙台市青葉区）において、第８回仙台大学高校会が開催されまし

た。仙台大学高校会は、仙台大学の卒業生で、県内の高等学校に勤務する管理職・体育教員並びに講師で

組織された会です。 
 当日は高校会から３２名と本学から１３名の計４５名が参加し、滝川雅啓会長（利府支援学校教頭）よ

り冒頭の挨拶があり、引き続き、福岡梓教諭（古川学園高校・硬式野球部監督）から秋季高校野球宮城大

会優勝報告・阿部由晴教諭（常盤木学園高校・女子サッカー部監督）から大会史上初となる全日本女子

ユースサッカー選手権３連覇報告などが行なわれました。また、本学からは朴澤理事長・学長から大学の

現況報告、佐々木事務局長兼入試創職室長から同窓生教員推薦制度への協力依頼などが行なわれました。

大学と同窓生教員との連携強化が確認され、盛会裏に終わりました。 

仙台大学高校会 
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ＹＯＳＡＫＯＩソーラン部ＪＡＮＢＡＲＩ！宛に御礼状が届いております 

スポーツマネジメント実習」・「生涯スポーツ指導実習」で活動した学生

と担当教員の馬場先生に対して御礼状が届いております 
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学生のゴミ捨てに関する意識改革をすること目指

し、①ゴミ捨てマナーを守ること、②エコロジーと

マナーアップをめざし、地球温暖化防止プロジェク

トチームと題した事務局が中心となって提案し、エ

コ（特にゴミ）についての川柳・標語、今後のキャ

ンペーン名を教職員・学生に募集しました。   
応募総数６２通の作品は、プロジェクトチームに

より下記のとおり選出されました。応募された皆

様、ご協力ありがとうございました。選出された

方々には、賞品として仙台大学オリジナルグッズが

送られました。 
 

エコ川柳・標語 募集について 

佐藤佳代子さん 藤澤里緒さん 高橋英美さん  外川 晋さん 

○ キャンペーン名 優秀賞 
       「GREEN SPORT＆CLEAN SPORT」（中房敏朗教授） 
○ 優秀作品 「捨てちゃうの？ ゴミと マナーと 思いやり」（佐藤佳代子さん・学生支援室） 
○ 佳  作   「ばれなきゃいい ゴミのポイ捨て だめだよね」（高橋英美さん・運動栄養学科１年） 
       「まあいっか！ それが重なりゴミ大学」（藤澤里緒さん・運動栄養学科１年） 
       「そのゴミを あなたは部屋に 捨てますか」（外川 晋さん・運動栄養学科１年） 
       「見ないふり しないで 未来の教師たち」（広報室） 

 「見ているよ きみの教え子 未来から」（ 広報室 ） 
 

今後は、ポスターなどに掲示し学生らに呼びかけていく予定です。 

＜仙台大学地球温暖化防止プロジェクトチーム ＞ 

 粟木一博教授も執筆した『最新の研究による「ルルブル」のすす

め』（宮城県教育委員会発行）が県内の小学校で配られ、宮城県の

ＨＰにも掲出されています。http://www.pref.miyagi.jp/kyou-
kikaku/ruruburupanfu.pdf 
成長期の子供たちに大切な生活習慣が身に付くよう、各家庭で取

り組むためのヒントや解説がわかりやすく紹介されています。小さ

いお子さんがいるご家庭では是非、ご活用下さい。 
 
「ルルブル」とは・・・宮城県が推進している 

しっかり寝ル・きちんと食べル・ 

よく遊ブで健やかに伸びル元気な子 

粟木一博教授も執筆した宮城県教育委員会発行『最新の研究による

「ルルブル」のすすめ』 
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  １２月１２、１３日に行われた豊田国際体操競技大会において、関口栄一選手が種目
別：跳馬で１６．３２５（1回目：16:575、2回目:16.075）の高得点で優勝しました。 
 

ＯＢの関口栄一選手が跳馬で金メダル 

日本体操協会公式HPより 

来年３月２～１０日に行われる体操のワールド

カップシリーズ モントリオール大会に、亀山耕平
(体育学科３年)の派遣が決定致しました。 
亀山は今年５月の「第４３回東日本学生体操競技

技選手権大会」で種目別あん馬を制すると、１１月

の「第６３回全日本体操競技団体・種目別選手権大

会」でも種目別あん馬を制して優勝するなど、あん

馬種目においては日本を代表する選手に成長しまし

た。 
１月２５～３１日のナショナル強化合宿を経て、

て、初のワールドカップの地を踏むことになりま

す。世界大会での亀山の活躍にご注目下さい。 
 １２月１０日（木）には朴澤学長に優勝と、ワー

ルドカップシリーズ出場決定の報告を行いました。 

亀山耕平の体操ワールドカップ派遣が決定 

 柔道部の田中美衣さん（体育学科４年）が、女

子柔道６３㎏級日本代表として１１月２８日に中

国・青島で行なわれた「柔道グランプリ青島大

会」、１２月１２日(土)に香港で行われた東アジア
大会に出場し、両大会で金メダルに輝きました。 
柔道には今年からポイント制が導入され、田中

さんは現在４２０ポイントで世界ランキング７位

となっています。来年１月１６、１７日にランキ

ング１５位以内の選手だけで争われる２０１０

ワールドマスターズ（韓国開催）への出場が決

まっています。 

田中美衣さんが柔道ＧＰ青島大会（中国）、東アジア大会で金メダル 

国際柔道連盟ＨＰより 
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 １１月２９日（日）に第４体育館を会場にして第１４回新体操演技発

表会が行われ、ジュニア新体操教室に通う子ども達が日頃の練習の成果

を披露しました。子ども達の保護者や一般の観覧者２８６名が見守る

中、可愛らしくも堂々とした演技で開場を魅了しました。 
 また、本学の新体操競技と男子新体操同好会が参加して、このイベン

トに彩を与えました。 

第１４回 新体操演技発表会盛会裏に閉幕 

 １月２３日（土）にえずこホールにおいてDAN 
DAN DANCE & SPORTS 6thが催されます。このイ
ベントは踊る事を通して地域交流を図るイベント

で、県南に活動拠点を持つダンスグループが出演を

予定しており、本学からも新体操競技部をはじめ多

くの学生が参加を予定しています。音楽や照明を効

果的に使った迫力あるダンスは必見です。どうぞご

来場下さい。 
 
 日程：１月２３日（土）１４時（１３時半開場） 
 場所：えずこホール＜大河原町字小島1-1＞ 
 ※入場無料  

ＤＡＮ ＤＡＮ ＤＡＮＣＥ ＆ ＳＰＯＲＴＳ ６ｔｈ 

１月７、８日に東京ビッグサイトにおいて「平成２１年度大学教育

改革プログラム合同フォーラム」が開催され、３ヵ年計画の最終年度

となる本学も、現代GP『地域密着型の健康づくり支援システムの構
築』ポスターセッションに参加することが決まりました。 

このフォーラムは、文部科学省が国公私立大学の大学教育改革を目

的に選定された取組みが一堂に会し、積極的な意見交換や議論を交わ

すことで、その取組みの教育的財産の共有を図ることを目的としてい

ます。フォーラムは、「基調講演」、「職員向け講演」、「各プログ

ラム別の分科会」及び選定された取組を紹介する「ポスターセッショ

ン」から構成されています。 

なお、ポスターセッションは１１時～１６時半の時間で行われま

す。 
 
詳細は（財）文教協会ＨＰでご確認下さい。 
http://www.bunkyo21.org/ 

平成２１年度大学教育改革プログラム合同フォーラム 



Monthly Report  11 

 

（学）朴沢学園 創立１３０周年記念企画展ならびに開放講座のご案内 

明治１２年に松操私塾として創設された本学園、朴沢学園について、「公文書資料」「明治時代の教

教材」「卒業生作品」とともに、130年の歴史と実学の継承を広く宮城県民のみなさまにご紹介しま
す。 
今回の展示でも公開する「朴澤学園公文書資料集」は、全国的にトップレベルの公文書管理が整備さ

されている宮城県公文書館、関係機関の協力を得て、国へ提出された開学願をはじめとする貴重な複製

資料です。 
 また、同日程で開放講座が下記日程で開催されます。入場無料ですので、ご家族とともに是非ともお

～朴沢学園と宮城県文化振興財団が共催～ 

企画展  日時 ： 平成２２年１月５日（火）～７日（木）（9：00～16：00まで） 
      場所 ： 東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）5Ｆ 501号室 
 開放講座 １月５日（火）午前10：30 ～ 12：00 『日本の国のかたち』 
             午後13：30 ～ 15：00 『宮城のかたち』 
        ６日（水）午前10：30 ～ 12：00 『奥の高野、霊場松島』 
             午後13：30 ～ 15：00 『華人政宗と仙台藩の国づくり』 
講  師    元宮城県図書館長、仙台大学客員教授 伊達宗弘先生 

 １月９、１０日に、仙台大学Ｓ＆Ｃ研究会が、「子どもとトレーニング」に関するワークショップ

を開催します。講師には、ニュージャージー大学で教鞭を執っているＳ＆Ｃのスペシャリスト、フェ

イゲンバウム博士を招聘します。教職員の皆さまも振るってご参加下さい。詳細はトレーニングセン

ターにお問い合わせ下さい。 

第１回 仙台大学 Ｓ＆Ｃワークショップ開催のご案内 

Ｓ＆Ｃ（ストレングス＆コンディショニング）コーチとは 

 アスリートをよりよいアスリートにするための身体的、精神的手助けをする職業。ウェイトやコンディショニングトレーニン

グはもちろんのこと、スピード＆アジリティー、柔軟性のトレーニングや、体型改善、メンタルケアなど、多岐にわたる方法で

アスリートが『勝つ』ためのサポートを行う。 

日 時 ： 平成２２年１月９日（土）13:00～17:15 

       １月10日（日）10:00～15:30                

場 所 ： 仙台大学  B棟300教室、第一体育館                 

受講生 ： 学生・一般あわせて約２００名（予定）               

内 容 ：【講 義】１．こどもとストレングストレーニング 

            ２．コーチのための１ダースのアイデア 

  【実 技】１．子どもとメディスンボールトレーニング 

           ２．プライオでプレイ 

ＯＢの松林篤美
まつばやしあつみ

さんがアクロバットダンス・カンパニーＧ－Ｒｏｃｋｅｔｓのメ

ンバーとして年末のＮＨＫ紅白歌合戦の舞台に 

 今年３月に体育学科を卒業した松林篤美さん(在
学中：体操競技部)が、年末のＮＨＫ紅白歌合戦で
赤組の水森かおりさん（演歌歌手）のバックダン

サーを務めるという情報を、小西准教授から頂き

ました。 
 松林さんが所属するアクロバットダンス・カン

パニー「Ｇ－Ｒｏｃｋｅｔｓ」は、かつて体操選

手や新体操選手などとして活躍した女性たちが、

その驚異的な身体能力から繰り広げられるバク転

や宙返りなどのアクロバットと、ジャズ・ヒップ

ホップ・モダンバレエなどのダンスを融合させ、

アクロバットダンスという新カテゴリーを築きあ

げ、エンターテイメント界に新風を巻き起こして

います。（http://www.g-rockets.jp/） 
 今回初めて水森かおりさんから「Ｇ－Ｒｏｃｋ

ｅｔｓ」に依頼があったそうで、紅白歌合戦では

１６人のメンバーと共に出演するそうです。 
出演予定時刻は１９時３０分頃ということです

ので、年末を楽しみに待ちましょう。 
 
松林篤美さんのブログ紹介 
  http://ameblo.jp/70a80/ 
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Vol.44 広報室 

平成22年1月29日発行 

小室 希選手（大学院2年）が、今年２月にカナダ

で開かれるバンクーバーオリンピック女子スケルト

ン日本代表に決定しました。 

 小室さんは本学入学と同時にスケルトン競技をは

じめ、偉大な先輩方に続けとトレーニングを重ねて

大学３年からＷ杯に参戦、同シーズンの全日本選手

権を制しています。 

 今シーズンも全日本選手権を３年ぶりに制し、Ｗ

杯でも第７戦で自己最高成績の１１位に入るなど調

子を上げています。本番のバンクーバーでは大舞台

に強い小室さんの活躍に是非ご期待ください。 

小室希さん（大学院２年）がバンクーバーオリンピッ

ク日本代表決定 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

目次： 

小室希さん（院2年）
冬季五輪出場決定 

1 

龍仁大学と国際交流

協定締結 
2 

岩手・宮城内陸地震

の被災者義援金 
3 

楽天選手が本学で低

酸素トレーニング 
4 

S&Cワークショップ 5 

130周年企画展 6 

学生・サークル関連 7 

明成バスケ部全国制

覇 
10 バンクーバーオリンピックには、同窓生の越和宏選手(所属：システック

ス)、鈴木寛選手(所属：マネックス証券)、土井川真二選手(所属：日本レス
トランシステム)も代表に決定しました。  

越 和宏
こし かずひろ

選手  

仙台大学１７回生 

スケルトン  

五輪３度目の出場 

鈴木 寛
すずき ひろし

選手  

仙台大学２６回生 

ボブスレー 

五輪４度目の出場 

土井川真二
どいがわしんじ

選手  

仙台大学３２回生 

ボブスレー 

五輪２度目の出場 

バンクーバー五輪出場の小室 希さん・越 和宏さん・鈴木寛さん・土井川

真二さんへの応援メッセージをお寄せください 

 仙台大学HPから、現役オリンピック選手となった小室さん、本学OBの越さん、
鈴木さん、土井川さんへのメッセージを募集しています。 

 

仙台大学から熱いメッセージを是非送りましょう！  
http://www.sendaidaigaku.jp/event/olinpic.html 
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 １月２１日に龍仁大学（韓国）から金正幸（キムジョンヘ

ン）総長をはじめ６名が来学し、調印式、施設見学を行いまし

た。調印式では、金総長と朴澤学長が両大学間の国際交流に関

する協定書に調印をし、研究分野での教員間交流、交換留学、

共同事業等について話しあわれました。 

韓国龍仁
ヨンイン

大学と国際交流協定締結 

 １月２７日（水）に平成２０年５月から国際交

流協定を締結している瀋陽師範大学（中国）か

ら、夏敏（シャーミン）副学長をはじめ４名が来

学し、両大学の今後の国際交流についての協議及

び施設見学を行いました。 

瀋陽師範大学が来学 

※写真提供：地域健康づくり支援センター 
 

 １月７、８日に文部科学省主催の「平成２１年度大学

教育改革プログラム合同フォーラム」が東京ビックサイ

トで開催され、教育改革を目的に選定された国公私立大

学の取組みが一堂に会しました。本学の現代ＧＰ『地域

密着型の健康づくり支援システムの構築』もポスター

セッションのブースを設けました。質問も多く、関係教

員･新助手が他大学の関係者等と積極的な意見交換を行い

ました。また、他大学の取り組を見ることが出来たこと

は、新たなＧＰ獲得に向けて貴重な情報収集の場となり

ました。 

文科省主催：大学教育改革プログラム合同フォーラムへ出展 
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栗原市長へ 仙台大学から岩手・宮城内陸地震の被災者義援金 
仙台大学ボランティセンターは、社会貢献活動の一

環として、昨年に引き続き、去る11月の‘大学祭・スポー
ツフェスティバルin柴田’において 岩手・宮城内陸地
震の被災者の方々を支援する目的でチャリティーバ

ザーを行いました。教職員や学生、また、地域の方々

の多くの協力を得て大盛況となりました。チャリティーバ

ザーの売上金は募金と合わせ101,556円、これを仙台

大学義援金として、栗原市の佐藤 勇市長へお渡しし

てまいりました。 

 後日、栗原市よりお礼状が届きましたので、皆様にご

報告と感謝のお礼を申し上げます。 

 被災地は、ハード面の復旧は少しづつ進んでいます

が、個人の生活再建のめどにまで至っていない、心の

ケアが必要との事で、継続した大学の支援に大変感謝

していますとの事でした。 

ボランティアセンターは今後も、災害に向けた支援活

動を継続していきたいと思います。 

ご支援くださいました皆様、ありがとうございました。  

今後とも、ご協力をお願いします。 

             仙台大学 ボランティアセンター  

                  大山 さく子  庄子幸恵 

栗原市長へ義援金を手渡し 

１２月２４日、ＫＭＣＨ（クラブハウス）の

「エコキャップ協力ボックス」の場所に、柴田

町指定のゴミ袋に一杯のキャップが置かれてい

ました。これまでもレジ袋に入ったキャップが

ボックスの中に入っていたことが何度もあった

そうですが、これだけの数のキャップが置かれ

ていたことは初めてのこと。集めてくれた学生

の行動に嬉しさと驚きを感じています。 

 どの学生、サークルなのか？と心当たりを思

い浮かべるも、この運動の趣旨を理解している

学生が少なくないことを改めて認識させられた

出来事です。 

エコキャップ活動に賛同 学生の皆さんありがとう 
～ クリスマスの こころ温まるちょっとしたニュース ～ 

本学では学生課が中心となり、学生が放置した自転車を

軽トラックに載せて大学に持ち帰る活動や、他人の敷地内

や駐車禁止区域への駐車・駐輪の対応、また全学をあげて

の春と秋の交通安全運動を行っています。 
この地道な活動が認められ、仙台大学の代表として学生

課の小林職員が大河原警察署より感謝状をいただきまし

た。 

大河原警察署から感謝状 
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 東北楽天ゴールデンイーグルスの川岸 強 選手
が１月２１－２７日に、西村 弥選手が１月１
１－１５日と２６－２８日にかけて、本学の常圧

低酸素室を利用して低酸素トレーニングを行いま

した。 
プロ野球選手が低酸素トレーニングを取り入れ

るのは珍しいことであり、このトレーニング

は、血液の酸素運搬能力の向上や筋肉の酸素

消費能力を改善し、基礎体力を向上させる効

果が期待できます。 
両選手は①標高２５００メートルと同等の

酸素濃度（約１５.４％）に制御された低酸
素室に宿泊、②次の日の午前中に低酸素状態

の中でエルゴーメータを用いたトレーニング

を行い、③動脈血の酸素飽和度や心拍数など

のデータを測定、④午後はクリネックススタ

ジアムでトレーニングというサイクルで行い

ました。 
今回のトレーニングに至ったのは、川岸、西村

両選手が愛用しているハーフスパッツがＧＡＮＢ

ＡＸ社の製品であり、その研究に高橋弘彦教授と

内丸 仁講師が携わっていることが縁となり実現

に至りました。 
両選手とも低酸素トレーニングの効果は体で感

じているようで、川岸選手は「キャンプ中盤にな

ると疲れが溜まってきて、だるくなるのですが、

今はそれ以上のだるさです。この低酸素トレーニ

ングを導入したことで基礎体力が向上し、キャン

プでその効果が表れる事を確信しています。今後

もオフシーズンには先生方の協力を得て、またお

世話になりたいです。」と話し、西村選手は「１

回目の低酸素トレーニングの後に沖縄合宿に行

きましたが、体がものすごく軽く感じてよく

動け、低酸素トレーニングの効果を実感しま

した。高橋先生や内丸先生からは専門的な話が聞
けるので、アドバイスを受けながら今後も低酸素

トレーニングを取り入れて行きたいです。」と話

しており、二人とも納得のいくトレーニングと

なったようです。 
なお、川岸選手はトレーニングや測定に連日協

力してくれた学生達に感謝の意を表し、４月のＫ

スタでの試合に皆さんを御招待くださるそうで

す。 
さらに今回は、高橋教授と内丸講師がＧＡＮＢ

ＡＸ社と共同で新しく開発したトレーニング用と

就寝用のロングスパッツが両選手に手渡されまし

た。 
 

（東北楽天ゴールデンイーグルスＨＰより） 

川岸 強選手        
投手 

右投げ右打ち 

出身:神奈川県 
背番号５１ 

桐蔭学園高校→駒沢大→トヨタ自動車→ 

０４中日→０７楽天 

３０才 

西村 弥選手 
内野手 

右投げ両打ち 

背番号６６ 

沖縄県出身 

沖縄尚学高校→東京情報大学→０６ドラフト 

２６才 

 

楽天野球団の川岸 強
かわぎし つよし

選手と西村
にしむら

 弥
わたる

選手が本学で低酸素トレーニング 
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平成22年1月9日と10日に「第１回仙台大学S&C

ワークショップ」を開催した。 

 

講師は米国ニュージャージーから「子供とス

ポーツトレーニング」の世界的権威Faigenbaum博

士を招聘し、9日には「子供とストレングストレー

ニング：運動回数よりも大事なもの」、「コーチ

のための1ダースのアイデア：ＦＵＮダメンタル基

礎知識」の2つの講義を、10日には「子供とメディ

スンボールトレーニング」、「プライオでプレ

イ」の2つの実技を行った。 

 

参加者は仙台大学生に加え、外部からはNSCA

ジャパン会員、大学近隣の専門家などの参加があ

り、講義には200名以上、実技にも150名ほどの参

加者があった。 

 

Faigenbaum博士は子供とトレーニングの研究で

は世界をリードする科学者で、現在は米国ニュー

ジャージーのThe College of New Jerseyにて教鞭

をとられている。大学での指導のほかにも、近隣

の学校にて子供を対象に運動トレーニングを実践

しており、博士の地元地域のみならず、米国全土

の体育授業内容改善に大いに貢献をされている。

また彼の研究内容は世界中で注目を受け、毎年数

カ国の専門団体から招待を受けて講義をされてい

る。 

今回のワークショップの

メイントピックも彼の専

門である｢子供とスポー

ツトレーニング｣に関す

るもので、東北唯一の体

育大学で、将来は体育教

員や運動指導員を目指す

学生の多い本学において

｢第１回仙台大学S&Cワー

クショップ｣には最適の

講師であった。 

 講義に対する受講者の

反応もよく、若い人体の

スポーツトレーニングに対する反応の特殊性、今

までタブーと見受けられていた「子供とウェイト

トレーニング」のポジティブな関連性、そして大

人よりも繊細な体を持つ子供に｢正しい｣運動プロ

グラムを与える重要性など、受講者が持つ既存の

知識や経験にとって｢改革的｣な授業内容となっ

た。 

講師のFaigenbaum博士も

仙台大学での講義を大変

楽しみ、そして手ごたえ

のあるものと感じてくだ

さったようで、 

｢今回のワークショップ

を経て、１人でも多くの

人が真剣に『子供とス

ポーツトレーニング』に

取り組み、実践してくれ

れば、このワークショッ

プは成功で、もしその中

で1人でも将来私と同じ

研究者を目指す人材が出

てくれば、このワークショップは大成功だ｣と話さ

れた。 

 

今回のS&Cワークショップは本学にとっても、

そして私にとっても初めての経験であり、様々な

本学内外関係者にご迷惑をおかけしつつ、このイ

ベントの準備を行った。 

それらの方々に対しては、この場を借りて心

からお礼を申し上げたい。  

準備段階、また開催中においても、いくつか

の問題が発生し、どうにかやりぬいた感があるの

も否めないため、もし来年度以降も継続すること

が可能であるならば、今年の経験を踏まえ、より

よいイベントにできるようにしたい。 

 

＜情報提供：新助手 加賀洋平＞ 

第１回仙台大学Ｓ＆Ｃワークショップについて 
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 １月５―７日に東京エレクトロンホール宮城を

会場に「朴沢学園創立１３０周年記念企画展・開

放講座」が開催され、公文書資料・明治時代の教

材・卒業作品の展示及び客員教授の伊達宗弘先生

による講座が４回にわたって行われました。企画

展に１４４名、開放講座には１６７名の来場を頂

き、歴史ある資料を懐かしげに見ている来場者の

姿がありました。 

朴沢学園創立１３０周年記念 企画展・開放講座 

教育実習前指導でＯＢから在校生へアドバイス 

 １月１４日（木）にB300教室において「教育実
習前指導」ＯＢ講演会が開催され、教員免許取得

を目指す３年生約３００名が参加しました。「教

育実習前指導」は、教育実習に挑む在校生に対し

て、現役教員として活躍しているＯＢから、教育

実習で気をつける点や、気構えなどを指導しても

らうもので、毎年開催されています。 
 今年は、岩沼市立岩沼北中学校の安宅康晴先生

（平成17年度体育学科卒）と、石巻市立相川小学
校の養護教諭の大坪奈央先生（平成19年度健康福
祉学科卒）を招いて、在校生にアドバイスしてい

ただきました。 
 安宅先生からは大事な３つのポイントとして

「５０分という限られた授業時間で生徒に何を伝

え教えたいかを何度もイメージすること」、「指

導教官の授業を参観して、生徒の注目を引くテク

ニックや指導のポイントを学び取ること」、「生

徒と年齢が近いが、教員としての自覚を持って行

動すること」と話し、「“勉強させていただいて

いる”という気構えで教育実習に望んで欲しい」

とのアドバイスがありました。聴講した学生達は

教員という目標に向

かって、意識を高め

たようでした。 

 １２月２６日（土）に平成２１

年度シニアカレッジ閉講式が開催

され、朴澤学長から受講生一人一

人に認定証が授与されました。今

年度は「地域スポーツ指導者コー

ス」と「介護予防指導者コース」

の２講座を開講し、延べ１８名が

認定を受けました。認定者は今

後、地域でのスポーツ・介護指導

の活躍が期待されます。 

シニアカレッジ閉講式 
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 中国に国費留学生３名が冬休みを利用して一時

帰国し、１月２６日(火)に朴澤学長、佐々木事務局
長に元気な姿を見せに来てくれました。 

 訪れたのは東北師範大学の日野晃希さんと金井

弘順さん、上海体育学院の笹井善仁さんです。 

近況を伝えるメッセージを頂きましたので紹介し

ます。 
日野晃希さん（東北師範大学大学院１年） 
「１年半という折り返し地点なので、更に充実し

た留学生活を送ることができるよう楽しみながら

頑張ります。まだ慣れない大学院生活です。クラ

スメートとコミュニケーションを取ることができ

るよう、３月から頑張ります。」 
笹井善仁さん（上海体育学院大学院１年） 
「１年半過ぎて大学院の授業に入り、辞書にはな

い専門用語に困っています。修士論文もスタート

したので、読み・書き・会話を一段と楽しく頑張

ります。」 
金井弘順さん（東北師範大学２年） 
「中国の言葉や文化にだいぶ慣れ、授業内容も理

解できる部分が増え、毎日の生活を楽しめるよう

になってきました。来学期からは新しい事にも

チャレンジし、仙台大学の単位取得にも力を入れ

たいと思います。」 

国費留学生一時帰国 ～学長・事務局長へ近況報告～ 

１月１３日（水）に昨年８月にハワイ州立大学

第１回語学研修（「NICE」プログラム）に参加し

た山口有
なお

映
あき

さん（体育学科2年）、安部翔子
しょうこ

さん

（体育学科1年）、高橋悠
ゆう

さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ

学科2年）に、朴澤学長から奨学金が手渡されまし
た。これは、学生達があらかじめ学内で決まった

ルールに基づき審議した結果、ある一定以上の生

成績を修め、ハワイ州立大学で取得した単位を本

学の単位と振り替えられることが決まったことか

ら、すでに支払っていた講義料の一部が返還され

たものです。 

高橋さんは３月から３週間、カヤーニ応用科学

大学への短期留学が決まっており、２月からは森

教授の元で留学にむけた英語の勉強をする事に

なっているそうです。他の２人も語学の意欲が強

く各々の目標に向かって勉強を続けているそうで

す。 

 

ハワイ語学研修参加学生に奨学金 

 本学ＯＢでＪリーグベガルタ仙台の細川淳矢選手（平成18年3月卒）が１月
２０日（水）に来学し、ご自身のユニフォームを大学に寄贈されました。細川

選手には以前にもユニフォームを頂いており、どちらも学長室に展示してあり

ます。 
 細川さんは「今シーズンはＪ１の舞台で戦えるので注目度も増している。レ

ギュラーに定着できるように頑張ります。」と今シーズンにかける想いを熱く

話して下さいました。 

ベガルタ仙台の細川淳矢選手よりユニフォーム寄贈 
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１月２３日（土）にサンシャイン青葉を会場に

「仙台大学漕艇部応援団新年の集い」が開催され

ました。この会には昨年、一昨年と埼玉県戸田市

で開催された全日本大学選手権大会に、応援団を

組織して駆けつけていただいた柴田町内に住む有

志約７０名が参加し、大学からも朴澤学長ら６名

が参加しました。 
会の中では、これまでの活動に関する説明や、

柴田町にボート協会を設立する計画があることな

どが報告されました。また、漕艇部や学内のクラ

ブの活躍に期待する声が多く、町全体が大学の活

動を応援してくれていることを実感しました。 
なお、ボート協会設立の計画は今回の集いを機

に一気に具体性を増し、３月には設立総会が開催

される予定になっています。 

仙台大学漕艇部応援団新年の集い 

管理栄養士国家試験対策 合宿講座を開催 

仙台大学として第1回目となる合宿講座が1月10
日・11日に開催にされ、運動栄養学科卒業生9名が
全国から集いました。 

合宿した卒業生からは「一人だけでの勉強と違

い、周りに人がいることでお互いに触発しあう雰囲

気の中で集中して勉強に取り組めた」「（講義に対

して）わかりやすい説明、得点力アップに直結する

内容でとても良かった」「やる気を強くすることが

できた。」等々の感想が寄せられました。 

夜間開放された”学習室”には深夜2時近くまで
勉強に励むメンバーも。参加者同士の向学心に満ち

た合宿講座となりました。 

 

＜仙台大学管理栄養士国家試験「合格修錬会」＞ 

真剣に講義を聴く参加者たち 

シダックスからは合格へ激励の特別メニュー 

漕艇部の西村光生さん（体育学科2年）が、本年度の「日本スポーツ賞」を受
賞しました。この賞は読売新聞社が主催して1951年から行われている権威ある賞
で、１年間においてスポーツで秀でた選手あるいは団体を称えるものです。 
西村さんは昨年７月にチェコで行なわれた「U23世界選手権」に日本代表とし
て出場。軽量級舵手なしフォアで銀メダルを獲得したことが評価されクルーのメ

ンバーである三村選手（日本大）、田中選手（早稲田）、中野選手（一橋）と共

に「第５９回 日本スポーツ賞 競技団体別最優秀賞」を受賞しました。 

漕艇部の西村光生
みつお

さんが「日本スポーツ賞」を受賞 
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 各階級の世界ランキング上位１６名で争う「ワールドマスターズ２０１

０」が１月１６、１７日に韓国のスウォンで開催され、女子６３ｋｇ級ラ

ンキング７位の田中美衣さん（体育学科４年）も出場しました。 
  田中さんは１、２戦を一本勝ちで勝利しましたが準決勝で韓国のコン・
ジャヨン選手に技ありを奪われ、敗退、第３位という結果でした。田中さ

んは大会前から今大会で優勝した世界ランキング１位の上野順恵選手（三

井住友海上火災保険）との対戦を熱望していただけに、対戦が叶わず本人

にとって悔やまれる結果だったようです。しかし、今大会は、国際柔道連

盟（IJF）が昨年導入した世界ランキング制に伴って新設された大会で、世
界選手権大会の次に格付けされている権威ある大会です。世界ランキング

上位者が集う中で、表彰台に上った事は素晴らしい結果といえます。 

柔道 田中美衣さんがマスターズ大会第3位 

 田中美衣さん（体育学科4年）の柔道での功績
（ユニバーシアード大会団体優勝・個人準優勝、Ｇ

Ｐチュニス大会準優勝など）が認められ、日本学生

支援機構（JASSO）「平成２１年度 優秀学生顕彰
事業」の優秀賞に選考されました。１月１２日(火)
に朴澤学長から優秀学生顕彰・記念品・奨励金が手

渡されました。 
この賞は、日本学生支援機構（JASSO）が２１世
紀を担う前途有望な人材の育成に資することを目的

として「優秀学生顕彰事業」を行い、学術・文化・

芸術・スポーツ活動の４分野において、社会貢献活

動で優れた業績を挙げた学生・生徒を顕彰し、奨励

金を授与しています。今年度、スポーツの分野では

大賞５名、優秀賞１３名、奨励賞１８名が選考され

ています。田中さんの受賞は昨年の奨励賞に続いて

２度目です。 

田中美衣さんが日本学生支援機構（JASSO）顕彰授与 

 １月２３日（土）に新体操競技部を中心とする

実行委員会が主催するDAN DAN DANCE & 
SPORTS 6thがえずこホール（大河原町）で開催
されました。仙南地区を中心に活動しているダン

スチーム２９組（２９８名）が日頃の練習の成果

を披露しました。本学からは新体操競技部、ブレ

イキン同好会、応援団・チアリーディングチー

ム、（講義）ダンス履修学生などが演技を披露し

ました。また、映像撮影や受付など裏方として学

生スタッフ４３名（ボランティア含む）やスポー

ツ情報マスメディア学科が多数かかわりました。

１４０名の来場者に足を運んでいただき、盛会に

終了しました。 

ＤＡＮ ＤＡＮ ＤＡＮＣＥ ＆ ＳＰＯＲＴＳ ６ｔｈ 
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 年末に東京体育館で行われた全国高校選抜優勝

大会（ウィンターカップ）において、明成高校男

子バスケットボール部が創部５年目での全国制覇

の偉業を成し遂げました。 

 ヘッドコーチを務める佐藤久夫准教授は仙台高

校を全国２連覇に導いた名将。２００５年に本学

に着任と同時に高大連携事業の一環として立ち上

げた明成男子バスケットボール部のヘッドコーチ

に就任し、創部２年目のウィンターカップでベス

ト８に入り、強豪校の仲間入りを果たしました。 
 福岡第一高校との決勝戦には本学園関係者をは

じめ仙台市の奥山恵美子市長や、創部時に尽力さ

れた鈴木三雄前常務理事も応援に駆けつけてくだ

さり、熱い声援を送ってくださいました。 

 全国制覇を祝して、1月２０日（水）には江陽グ
ランドホテルで祝勝会が開催されました。 
なお、全国制覇や、県知事･市長表敬訪問の話題

題は各紙で掲載され、テレビ局でも大きく取り扱

われました。 

祝 明成高バスケ部 創部５年目での全国制覇 
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【競技結果】 

氏 名 競技種目 結 果 

小室 希選手(院2年) 女子スケルトン 失 格 

越 和宏選手(17回生) 男子スケルトン ２０位 

鈴木 寛選手(26回生) 男子ボブスレー２人乗り ２１位 

鈴木 寛選手(26回生) 
土井川真二選手(32回生) 男子ボブスレー４人乗り  ２１位 

  日本時間の３月１日、１７日間に渡る全ての競技を終え、バンクーバーオ
リンピックが静かに幕をおろしました。 
 スケルトン競技に出場する小室希選手（大学院2年）・越和宏選手（本学１
７回生）を応援しようと２月１９日、２０日 ＫＭＣＨ大会議室において開催

した本学初のパブリックビューイングには小室選手の最初の滑走予定時間に

は、約１５０名ものチアガールを含む学生・教職員が大声援を送り１０社（テ

レビ局４社、新聞６社）もの報道陣が詰めかけ、固唾を呑みました。 
これはＮＨＫがインターネットで配信しているリアルタイムの映像を、同協会

に正式に了解を得た上で大型スクリーンに投影し、実現したものです。 
 大変残念なことに小室選手の失格、越選手が２０位という結果ではありまし

たが、オリンピックの雪辱は次のオリンピックで果たすべく、４年後のソチを

見据えさらなる希望へと夢をつむぎます。  

～ 2014年ソチへと希望をつむぎ ～ 
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 2月１７日～22日（4泊6日）、ハワイ州立大学
（UH）において、小西先生をリーダーにAT（ア
スレティック トレーニング）スクーリングのビ

ギナーズコースが実施されました。 
2003年12月から始まったこの取り組みは、「ビ
ギナーズ」と「アドバンス」を合わせると今回で

10回という節目を向かえ、参加した全7名の学生
（体育学科２年生男子4名、女子3名）は、最初に
ＵＨの学生と英語でのコミュニケーションを図

り、次に全米で唯一、アスレティックトレーナー

を各公立高校に置くこと

を義務化しているハワイ

州にて公立高校を訪問。

実際にＡＴＣ（アメリカ

公認アスレティックト

レーナー資格）として働

いている方々の活躍を目

の当たりにしました。 
 
ＵＨのＡＴルームで働く本学の卒業生、鈴木の

ぞみさんらとの「座談会」では、本学初のATCと
なった同先輩や、遠隔授業を指導下さっている金

岡友樹氏他より、ハワイでの苦労談及び英語をマ

スターする方法など、体験者ならではの貴重なお

話しに積極的な質問が飛び交いました。 

最終日には、ＵＨの女子バスケットチームとル

イジアナ工科大学の公式試合に際し、コート内で2
時間も前から選手のトリートメントのため準備に

参加、さまざまな手伝いをさせていただき、頭も

体もフルに使うスクーリング内容に学生達は体当

たりで臨みました。 
なお、この試合は、日本でも昨今活発になって

きている「乳がん撲滅運動」(The American Can-
cer Society and Breast Cancer)に協力をする意味を
込め、主催者より事前に選手や観客は何か「ピン

ク」（同運動のシンボル）の物を身につける声掛
けがなされるなど、会場となったＵＨスタンシェ

リフセンターは、同運動に賛同する人達のあたた

かい「ピンク」で埋め尽くされました。このよう
に学生達は、スポーツが競技だけではなく文化や

地域を支え、時には病

に苦しむ方々への支援

にもなりうる価値ある

ものだということを、

改めて学びとったよう

です。 
 
  参加した学生の一

人である川田諒（かわた りょう）君は「見るも

の、聞くもの全てに驚き、学ぶ意欲が多いに湧き

ました。事情が許せば是非アドバンスコースにも

加わり鈴木先輩のような素晴らしい方々に接する

ことで、もっともっと自分の可能性を広げていき

たいです。」と目を輝かせています。間もなく学

生達による「報告会」も開催されるそうで、それ

ぞれの成果が発表されると共にスクーリングの11
回目実施に向け、自由闊達な意見が交わされるこ

とでしょう。 

海を越えて輝く学生達  Winter ２０１０ 

～ハワイ州立大学スクーリングビギナーズコース終了～ 

山形県教育委員会と本学が協力協定 

 山形県教育委員

会と本学は、ス

ポーツの振興と競

技力向上に関する

活動、研究を推進

することを目的と

して相互協力協定

を締結しました。 
 山形県が取り組んでいるスポーツタレント発掘

事業「ＹＡＭＡＧＡＴＡドリームキッズ」の中

で、子供たちの体力測定のデータ分析や育成プロ

グラムの策定・実施などで協力していきます。 

 ２月９日(火)に山形県庁で行われた調印式では、
山形県教育委員会の山口常夫(やまぐちつねお)教育
長と朴澤泰治(ほうざわたいじ)学長が協定書に調印
を行い、山口教育長は「トップアスリートの活躍

は県民に喜びと活力を与えてくれる。協定の締結

はたいへん心強い」と期待を込めて話され、朴澤

学長は「仙台大学の持っている資源を提供し、隣

県同士協力し合ってスポーツの振興、若い有望な

人材の育成に寄与したい」と述べました。 

 この様子は、山形県のテレビ局や新聞社から取

材を受け、大きく報道されました。 
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２月１３日(土)に平成２１年度宮城県スポーツ賞がホテル仙台プラザ（仙台市内）で行われました。オ
リンピックやそれに準ずる大会で好成績を収めた人に送られる「特別功績賞」は全部で８個人に贈られ、

本学からは西村光生さん(体育学科2年)と田中美衣さん(体育学科4年)、ＯＢの大元英照さん(漕艇部・アイ
リスオーヤマ)が受賞しました。「功労賞」も本学関係では４個人２団体が受賞しました。 

平成２１年度 宮城県スポーツ賞 

平成２１年度 柴田町スポーツ表彰式 
 ２月２４日(水)に槻木生涯学習センターにおいて柴田町ス
ポーツ表彰式が行われ、「栄誉賞」２個人、「功績賞」８個

人３団体が受賞しました。 
受賞者代表謝辞では漕艇部の西村光生さん(体育学科2年)が
「今回の賞を受賞できたのは、監督や仲間、周囲で支え、応

援してくれた方々のおかげです。来年もこの賞が頂けるよう

に精進していきたい。」と今後のさらなる活躍を誓いまし

た。 

  氏 名 サークル 

個 人 延味 由起  （体育学科4年） 陸上競技部 

佐藤 若菜  （体育学科4年） 
斉藤 大輔  （体育学科4年） 
佐藤 寛大  （体育学科3年） 
亀山 耕平  （体育学科3年） 体操競技部 

宗像 陸   （体育学科2年）   

小室 希   （大学院2年） B・L・S部 

五味奈津実  （体育学科1年） 柔道部 

団 体 体操競技部   
漕艇部   

新体操競技部   

氏名 サークル     
西村 光生 

(体育学科2年) 
漕艇部 Ｕ２３世界ボート選手権 

舵手なしフォア 
第２位 

田中 美衣 

(体育学科4年) 
柔道部 ユニバーシアード大会 

女子６３kg級 第２位 

【栄誉賞】 

【功績賞】 

【特別功績賞】 

【功労賞】 

選手名・団体名 所属サークル 大会名 結 果 

西村光生 

(体育学科2年) 漕艇部 
Ｕ２３世界ボート選手権 

舵手なしフォア 
第２位 

田中美衣 

(体育学科4年) 柔道部 
ユニバーシアード大会 

女子６３kg級 第２位 

大元英照 

（平成18年度卒） 本学ＯＢ 
ボート全日本選手権 

男子ダブルスカル 
優 勝 

選手名・団体名 所属サークル 大会名 結 果 

石原夏海 

(体育学科4年) 漕艇部 
カヌースプリント選手権 

女子カヤックペア1000M 優 勝 

佐藤寛大 

(体育学科3年) 陸上競技部 
日本学生陸上対校選手権 

男子やり投げ 
優 勝 

小室 希 

(大学院2年) B･S･L部 全日本選手権 

女子スケルトン 
優 勝 

亀山耕平 

(体育学科3年) 体操競技部 
全日本学生体操選手権 

種目別あん馬 
優 勝 

仙台大学漕艇部   全日本大学選手権 

男子舵手付きフォア 
優 勝 

明成高校男子バスケット

ボール部 
  全国高校選抜優勝大会 優 勝 
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青年海外協力隊として２名の学生が海外に渡ります 

 村橋綾子さん        齋藤まりさん 

 
 ２名の学生が、来春から青年海外協力隊として

２年間外国に渡り、国際貢献活動に参加します。 
  
村橋綾子さん(体育学科4年) 
 女子ソフトボール部で主将を務めた村橋綾子さ

んが青年海外協力隊員として南米ペルーに渡り、

ソフトボールの指導・普及・ナショナルチーム強

化・現地指導者へのアドバイス等を行います。 
昨夏、宮城県内で行われたインカレの補助をし

ていた村橋さんは、青年海外協力隊として活動し

た経験を持つ審判の方と出会い、現地での体験談

を聞くうちに次第に興味を深めていったそうで

す。教員を目指している事から、この活動を通じ

て人間的な成長を目指すとともに中学校から取組

んできたソフトボールで貢献したいと話していま

す。 
齋藤まりさん(運動栄養学科4年) 
 障害者スポーツサポート研究部Ｃｏ－Ａｃｔ.の

齋藤まりさんが青年海外協力隊としてマレーシア

に渡り、障害者スポーツの普及・発展の使命を受

けてマレーシアの各施設を巡回します。 
マレーシアでは比較的動ける軽度障害者の間で

はニュースポーツ等が盛んに行われているそうで

すが、中等度・重度障害者についてはスポーツに

慣れ親しむ環境が整っていないそうです。齋藤さ

んは他に派遣されている仲間と共に、マレーシア

内の施設を巡回してニュースポーツやレクリエー

ションの指導・提供を行います。齋藤さんは中学

時代から国際平和・国際協力に興味があり、パラ

オ介護予防教室で青年海外協力隊の方との出会い

や、青年海外協力隊としてトンガで活動している

高校の先輩の影響から活動を身近に感じ、志願し

たそうです。 
 
 ２人共、２年間日本を離れる不安を抱く事もあ

るそうですが、互いに「他国であっても国際貢献

という同じ意識で頑張っている仲間がいることが

心強いし、支えになります。」と語り、「励まし

あって、自分達のできることを一生懸命やってき

ます」と話しています。 
２人は４月から約２ヶ月の研修を経て、それぞ

れの活動に加わります。 
 仙台大学のスポーツ・フォア・オール精神で、

海外においてもますますの活躍を期待したいと思

います。 

石原 大さん(右)、 

宗像 陸さん(左) 

 

 日本体操協会の男

子U21強化指定を受
けている体操競技部

の宗像陸さんと石原

大さん（共に体育学

科2年）が２月２０日
に米国オークランド

で開催された２０１

０パシフィックコー

スト・クラシックに

日本代表として出場し、日本チームの団体戦２連

覇に貢献しました。この大会は２１歳以下で競わ

れる大会で、宗像は昨年に続く優勝メンバーとな

りました。 
種目別においても、宗像さんが得意の跳馬で優

勝、床では宗像さんと石原さんが共に同得点で３

位となりました。 

宗像 陸さん 
 昨年は小さなミスが出てしまったが、今年は落

ち着いて納得のいく演技ができました。 
 今大会の成績で満足することなく、４月に開催

される全日本選手権で上位入賞が果たせるように

今後の練習に取り組んでいきたいです。 
 
石原 大さん 
国際大会が初めてだったので緊張しましたが、

自分の持てる力を出し切ることだけ心掛けまし

た。日本と違う環境で戦えたことは自信にもつな

がると思うので、よい経験ができました。 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
なお、３月５－７日にはモントリオール（カナ

ダ）で開催される体操ワールカップシリーズに亀

山耕平さん（体育学科3年）が出場します。あん馬
で日本のエースにまで成長した亀山さんの金メダ

ル獲得に期待しましょう。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

体操競技部の２名がパシフィックコースト・クラシックで躍動 
～日本チーム団体戦２連覇へおおきく貢献 種目別でそれぞれ優勝、３位に～ 
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 ２月１３、１４日に柔道のワールドカップ・ブ

タペスト(ハンガリー)大会に女子６３ｋｇ級日本代
表として出場した田中美衣さん（体育学科４年）

は、３位となりました。 
３試合を全て一本勝ちで勝ち進んだ田中さんで

すが、準決勝では強引に仕掛けた技を返され「技

あり」を奪われ敗れました。３位決定戦では内股

で一本勝ちをおさめ、今後につながる大会となり

ました。 
なお、田中さんは翌週の２月２０、２１日に行わ

れたグランプリ・デュッセルドルフ（ドイツ）に

も出場し、雪辱を期しましたが、５位という結果

に終わりました。 
 

田中美衣さんが柔道のＷ杯ブタペスト大会で銅メダル 

柔道部の有賀享子さんが東北代表としてハワイ遠征へ 

 柔道部の有我享子さん(体育学科3年)が全日本学生柔道連盟主催のハワイ海外遠
征に東北代表として選出され、女子チームの監督を務める南條和恵監督と共に３

月３―１０日の日程で渡航する事が決まりました。ハワイでは副キャプテンを務

め、対外試合の他、国際交流を図ります。 

２月１８―２７日の日程で、韓国の光栄女子高

等学校の柔道選手１３名と指導者２名が来学し、

本学柔道部と合同合宿を行っています。光栄女子

高等学校は全韓国大会の団体戦で数回の優勝、個

人戦においても３名のチャンピオンが所属してい

る強豪です。 
また、玄淑姫(ヒュン・スクヒ)監督はアトランタ
タ五輪で銀メダルを獲得した実績を持ち、同階級

の南條和恵監督とも複数回対戦されたそうです。

今回の合宿に至ったのは玄監督が本学で韓国体育

大学校との合同練習の話しや、外国人指導者の李

コーチの大学の先輩に当たることもあり、現役時

代から親交のある和恵監督に連絡が入り、受け入

れる事が実現しました。 
望んだ以上の練習環境での、「是非次回もお願

いしたい」と話されているそうです。 
 

韓国光栄女子高等学校柔道部が本学で合同合宿実施 
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 １月３０日、ホテルメトロポリタン仙台を会場

に漕艇部主催の「優勝祝勝会」が開催されまし

た。当日は柴田町関係者、大学関係者など約85名

が出席し、全日本大学ボート選手権、全日本選手

権での優勝の報告や、U-23世界選手権で日本ボー

ト史上初の銀メダル獲得をもたらした西村光生選

手（2年）などの紹介がなされました。 

 会の中で来賓の我妻柴田町議会議長からは「大

学に掲げられている垂れ幕などで漕艇部の活躍は

目覚しいと感じていた。これからのますますの活

躍に期待したい」という言葉をいただきました。

また、朴澤学長からは「この春に柴田町ボート協

会が設立される予定である。漕艇部の活動に対し

て理解していただいている方々のためにもぜひイ

ンカレエイトでの優勝を期待する」との挨拶があ

りました。 

 当日の出席者の中には漕艇部ＯＢ・ＯＧの姿も

多くあり、後輩や教職員との久しぶりの再会に話

も弾んでいる様子でした。部員もインカレでの優

勝という悲願達成のために気持ちを新たにしてい

る様子でした。 

 

漕艇部優勝祝勝会 

柔道部優勝祝賀会 

 １月３１日にパレスへいあん（仙台市内）にお

いて柔道部優勝祝賀会が行われました。今年度

は、全日本柔道連盟シニア強化選手として田中美

衣さん（体育学科4年）が数多くの国際大会に出場
し、ユニバーシアード大会での団体・金、個人・

銀をはじめ、グランプリ大会やワールドカップで

もメダルを獲得して世界ランキング7位となりまし
た。世界のトップ選手１６名で争うマスターズ大

会でも銅メダルを獲得するなど、世界の田中へと

成長し、インカレにおいても田中さんが６３㎏級

で優勝、五味奈津実さん（体育学科1年）も５２㎏
級で３位となるなど、柔道部全体のレベル向上が

図られた年となりました。 
 さらに喜ばしい事は続き、祝勝会当日に宮城県

武道館行われた全日本選手権宮城県予選会（体重

無差別）において田中さんと仲田直樹新助手が本

学初のアベック優勝を果たし、嬉しさが倍増する

会となりました。 
 祝勝会には大学関係者や柔道部ＯＢ・ＯＧ、柔

道関係者あわせて約１００名の参加があり、盛会

裏に終了しました。 

 ２月１４日(日)に障害者スポーツサポート研究部
ＣＯ－ＡＣＴ．のイベント「ＣＯ－Ａピック ―

ボッチャ大会―」が本学で開催されました。Ｃ

Ｏ－Ａピックは高齢者・障害者へのニュースポー

ツの機会提供と健常者にもニュースポーツを広

め、障害者への理解を深めてもらう事を目的に開

催されているイベントです。１１月に行った前大

会では、新型インフルエンザの影響もあって参加

者は減少しましたが、今大会には約１５０名の出

席を得、賑わいました。横山宗平さん（健康福祉

学科2年）は「参加者の方が楽しかったと直接聞け
た事が励みになり、今後も続けて行きたいと思い

ました。」と話していました。 

第２６回ＣＯ－Ａピック 
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東北楽天ゴールデンイーグルスの川岸 強選手がブログを始

め、１月末に本学で行なった低酸素トレーニングが掲載(2/25

更新)されています。 

楽天・川岸 強選手ブログ紹介 ～低酸素トレーニング～ 

スキーⅠの様子の一部がアストリアホテルのブログにUPさ

れました。ページ下の方の「スタッフの気ままブログ」に掲

載されています。 

蔵王アストリアホテル ブログ ～スキーⅠ～ 

http://plaza.rakuten.co.jp/kawagishi51/diary/ 

http://www.zaoastraea.com/ 

 仙台大学グッズの一つであるネクタイ（２種

類）が完売し、新しく４種類（各５０本）をつく

り販売しております。絹100％素材で価格は４，０
００円です。タカトモスポーツで販売（春休み期

間中は休館のため学生支援室で販売）しておりま

すので是非お買い求め下さい。なお、３月中旬に

は２，５００円のポリエステル100％素材のネクタ
イ４種類も入荷予定です。 
仙台大学オリジナルグッズプロジェクトチーム

（Ｐ／Ｔ）を発足し、学内の承認のもとで仙台大

学グッズを製作予定です。今後もより良い大学

グッズを製作しますので、皆様のご提案等があり

ましたらプロジェクトチームメンバー（千葉勝

彦、川村昭宏、土生佐多、三浦伸二、石森靖明）

にお声掛け下さい。 

ネクタイ４柄が新販売になりました 
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東北リコー㈱と健康指導協力に関する提携 

Monthly Report 

 

学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 

目次： 

東北リコー㈱と締結 1 

平成２１年度卒業式 2 

学生表彰 4 

現代ＧＰ学習成果発

表会 
5 

健康福祉研究会 

体力自己管理 
6 

スポーツシンポジウ

ム 
7 

国際交流会館(仮称) 
引渡し 

8 

スクーリング報告会 9 

柴田町に所在する東北リコー㈱と本学は３月１８日、「健康増進支援協力覚

書」を締結しました。東北リコー㈱社員の健康管理（特にメタボ対策）という

課題に、身体活動をベースとしてスポーツや高齢者の健康維持・介護予防など

の研究と指導者養成を行ってきている仙台大学のノウハウを提供します。 
調印式はA棟大会議室で行われ、東北リコー㈱の敦賀博社長が「今回の締結
は、地域における心身の健康に関する多面的な産学連携活動の第一歩ともいえ

るのではないかと思っている」と挨拶しました。朴澤泰治学長は「次の社会を

形成する世代層にも仙台大学の資源を活用していただいて、地域社会の健康を

構築する第一歩が踏み出せる」と述べました。 
今後、本学から東北リコー㈱に定期的に講師と学生を派遣し、ノルディック

ウォーキングやボーンエクササイズ（骨を鍛える）などの指導と、メンタルヘ

ルスに関する講演などを行う予定。学生も指導現場に派遣することで、即戦力

としての指導者の育成につながることから、東北リコー㈱だけに止まらず、柴

田町内の各事業所とも提携し、町民の方々の健康増進メタボ対策に寄与するこ

とで地域貢献を積極的に推進したいとしています。 
なお、この締結式は日本経済新聞社と河北新報社で紹介されました。 
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３月２０日(土)に第２体育館において「第４０回
回体育学部卒業証書・学位記授与式 並びに第１１
回大学院学位記授与式」を挙行し、体育学部４７

５名(体育271名、健福125名、運栄79名)の卒業生と
大学院２７名の修了生が学び舎を巣立ちました。 
昭和４２年に体育学部体育学科の単科大学として

開学してから４３年。今年度は朴沢学園１３０周

年の節目の年でもありました。この第４０回卒業

証書授与式で卒業者数１万人を越えました。 

証書番号10000の卒業証書を手にした、 
健康福祉学科 金沢優佑さん 
【大学での思い出】 
 福祉の勉強と、好きなサッカー

をしたかったこともあり、仙台大

学健康福祉学科に入学し、今日卒

業を迎えました。大学時代の想い

出深いものはといえば、様々に経

験させていただいた「実習」です。丸森ロイヤル

ケアセンターや和風園、大河原社会福祉協議会な

どの実習を通じ、「介護」の現場に直接足を運ん

で経験したことで、やりがいを感じましたし、将

来の目標が定まったように思います。 
将来は、社会福祉士の資格を取得し、ソーシャ

ルワーカーとして働くことを目指します。実績を

重ねるために、卒業後４月から仙台富沢病院で介

護職として勤務します。 
【次に続く後輩たちへ】 
特に伝えたいことは、「実習」は、辛いと思う

こともあるかもしれません。でも乗り越えていけ

ば達成感や、得られるものは大きいはずです。私

も卒業の日を迎え、途中で諦めなくて良かったと

思っています。皆さん、頑張ってください。 
 

平成21年度卒業式 

～仙台大学10,000人目の卒業生～ 

後輩による手厚い祝福              

大学院謝恩会 卒業式記念パーティー 
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各賞受賞者は以下の通り 

【日本介護福祉士施設協会会長賞】  高
たか

 木
ぎ

 快
よし

 枝
え

 

【全国栄養士養成施設協会会長賞】  片
かた

 岡
おか

  由
ゆ

 維
い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生表彰】 
 
 <理事長特別賞> 

    
 
<学長賞> 

    
 

氏 名 主な成績 

田 中 美 衣 第２５回ユニバーシアード大会柔道競技 
女子団体     優 勝 
個人６３㎏級   第２位 

氏 名 主な成績 

田 中 美 衣 第２５回ユニバーシアード大会柔道競技 
女子団体     優 勝 
個人６３㎏級   第２位 

山 下 聡 史 ２００７アメリカンズカップ国際大会 スケルトン    第１３位 

寺 尾 直 希 第６２回全日本学生体操競技選手権 団体総合     第３位 

天 野  裕 章 第６２回全日本学生体操競技選手権 団体総合     第３位 

今 田  保 則 第６２回全日本学生体操競技選手権 団体総合     第３位 

山 田  千 裕 第６１回全日本学生新体操競技選手権 
団体総合、種目別：ﾌｰﾌﾟ、 
種目別：ﾘﾎﾞﾝ×ﾛｰﾌﾟ第３位 

千 葉  智 美 ２００８ＩＴＵ世界デュアスロン大会 女子の部     第６位 

久 留  聡 子 第２９回全日本軽量級選手権大会 舵手つきｸｵﾄﾞﾙプル 優 勝 

齋 藤  裕 輔 第４７回全日本新人選手権大会 エイト      優 勝 

菅 井  竜 介 第８６回全日本選手権大会 舵手なしﾌｫｱ    優 勝 

粕谷  健太郎 第８６回全日本選手権大会 舵手つきﾌｫｱ    優 勝 

赤 津  龍 男 第４７回全日本新人選手権大会 エイト      優 勝 

石 原  夏 海 平成２１年度日本カヌースプリント選手権 カヤックペア1000m優 勝 

斉 藤  大 輔 ２００９日本学生陸上競技個人選手権 三段跳び     優 勝 

佐 藤  若 菜 第７８回日本学生陸上競技対抗選手権 ハンマー投げ   優 勝 

延 味  由 起 ２００９日本グランプリ静岡国際大会 やり投げ     第２位 

佐 瀬  一 晃 第７８回日本学生陸上競技対抗選手権 棒高跳び     第３位 

高木快枝 

田中美衣 

片岡由維 

佐藤若菜 
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平成21年度 学生表彰 
 平成２１年度学生表彰式が３月５日（金）

にＫＭＣＨ大会議室で開催され、朴澤学長よ

り６団体、８個人にスポーツ功労賞が贈られ

ました。 

団 体 主な成績 

漕艇部 全日本軽量級選手権大会 
男子舵手なしフォア、女子舵手つきｸｫﾄﾞﾙﾌﾟﾙ 

  
第２位 

全日本大学選手権大会 
男子舵手つきフォア 

  
優勝 他、多数入賞 

全日本選手権大会 
女子舵手なしペア  

  
第２位 他、多数入賞 

全日本新人選手権大会  
男子エイト  

  
優勝 他、多数入賞 

新体操競技部 全日本学生新体操競技選手権大会  
団体総合 

  
第３位 

全日本新体操競技選手権大会 第７位 

体操競技部 全日本学体操競技選手権大会  
団体総合 

  
第４位 

柔道部 全日本学生柔道優勝大会 
女子団体５人制 

  
ベスト８ 

全日本学生柔道女子選抜優勝大会  
女子体重別７人制 

  
ベスト８ 

アメリカンフットボール部 クラッシュボウル ベスト８ 

男子バレーボール部 全日本大学ビーチバレーボール選手権大会 ベスト８ 

個 人 主な成績 

板 垣 沙 織 全日本学生柔道体重別選手権大会 ７８㎏超級 ベスト８ 

五味  奈津実 全日本学生柔道体重別選手権大会 ５２㎏級   第３位 

佐 藤 寛 大 日本学生陸上競技対校選手権大会 男子やり投げ 優勝 

亀 山 耕 平 全日本体操競技団体種目別選手権大会 種目別あん馬 優勝 

宗  像   陸 全日本学生体操競技選手権大会 種目別ゆか 第２位 

上 村 昌 志 日本学生ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾄﾗｲｱｽﾛﾝ選手権大会 第４位 

小 沢 ま り アメリカンズカップ国際大会 女子スケルトン 第１２位 

西 村 光 生 Ｕ２３世界選手権 軽量級舵手なしフォア 第２位 
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学校支援ボランティア感謝状贈呈式について 

 ３月１９日(金)にA棟大会議室において、平成２
１年度学校支援ボランティア感謝状贈呈式が行わ

れました。小・中学校での学習支援や部活動支援

などを行った学生に仙台市・柴田町・岩沼市の教

育委員会担当者から感謝状が贈呈されました。今

年度表彰を受けたのは、仙台市３４名、柴田町９

名、岩沼市２名の合計４５名です。 
 受賞後に学校支援ボランティアを代表して学生

４名が感想を述べ、仙台市立郡山中学校で学習支

援を行った植田 麻季さん(健康福祉学科４年)は、
「郡山中のボランティア相談員として週１回相談

室に待機し、そこに来る生徒の話を聞くのが主な

仕事でした。相談室に来るのは、クラスや部活動

に居場所がない生徒達で、その中には不登校の生

徒もいました。そんな彼らと他愛のない話や、簡

単なゲームをしてコミュニケーションを取る事

で、相談室に来た時は表情が暗く、泣いていた生

徒達が徐々に明るくなっていく事にたいへん喜び

を感じました。不登校だった生徒が教室登校でき

るようになったという嬉しい出来事もありまし

た。私の力は小さなものですが、相談室に来る生

徒達にとっては大きな存在だったのかもしれませ

ん。学校支援ボランティアを通して、言葉の重み

とコミュニケーションの大切を感じることができ

ました。４月からは社会人ですが、言葉を大切に

して生活していきたいと思います。ありがとうご

ざいました。」と感謝の弁を述べました。 

３月１８日(木) にホテル原田(柴田町内)で現代Ｇ
Ｐの健康づくり運動サポーター学習成果発表会が

行われました。柴田町民４３名と大学地域評価委

員の前で、学生１３名がこれまで磨いてきた成果

を披露しました。参加者の多くは仙台大学転倒予

防教室に参加され、学生を温かく見守ってきてく

ださった方々です。学生たちはお礼の気持ちをこ

めて司会進行、健康講話、楽しい運動指導を行

い、終始和やかで楽しそうな雰囲気でした。大学

地域評価委員の中には、初めて学生の活動をご覧

になった方もおり、学生の指導に高い評価をいた

だきました。 
懇親会では滝口柴田町長が「柴田町は今後も仙

台大学と協力して支援していきますので、町民の

みなさまもぜひ健康づくりを続けてますます元気

な町にしていきましょう。」と挨拶されました。

その後、学生たちは町民と思い出や苦労話しをし

ながら交流を深めました。 
また、発表会当日には、「資格認定証授与式」

と「第５回大学・地域評価委員会」が開催され、

「資格認定証授与式」では上級２名、中級４名、

初級７名に認定証が学長より手渡されました。

「第５回大学・地域評価委員会」では平成２１年

度及び事業がスタートしてからの３年間について

の実績報告がなされ、来年度もこの事業を継続し

ていくことが確認されました。 

現代ＧＰ－健康づくり運動サポーター学習成果発表会 
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第5回健康福祉研究会を開催 

 第５回健康福祉研究会が、３月２２日（木）仙

台ガーデンパレスにおいて開催されました。健康

福祉研究会は、健康福祉学科の学生、卒業生、教

員および関連の方々等相互の学習研鑽の場として

毎年開かれています。これまで、介護、福祉や教

育（福祉科、特別支援）などについて学んできま

したが、今回は近年、介護予防等でますます注目

されている「健康運動指導士」をテーマとしまし

た。約２００人が参加し、卒業生３名による事例

報告や特別講演を通して、健康運動指導士への理

解を深めました。 

  研究会でははじめに、小松正子教授から健康運

動指導士をとりまく状況や仙台大学卒業生の健康

運動指導士がメタボリックシンドローム特定保健

指導や運動療法等の現場で活躍していることが報

告されました。次に、

健康運動指導士として

現場で活躍している卒

業生の咲間優氏（坂総

合クリニック運動療法

センターメディカル

フィットネス“のびのび”．健康福祉学科１期

生）、北村綱為氏（三重県鈴鹿回生病院健康増進

課．健康福祉学科７期生・大学院スポーツ科学研

究科８期修了生）、國分裕子氏（栃木県健康倶楽

部．健康福祉学科８期生）から、生活習慣病への

運動療法の実践報告が具体的かつ詳しい内容で発

表されました。 

  最後に特別講演として、（財）

健康福祉事業団・仙台市健康増進セ

ンター健康増進課健康長寿係長の入

江徳子氏から「大学に求められる健

康運動指導・介護予防の人材育成」

のお話をいただきました。この中で

は、健康運動指導士に求められることとして「運

動指導技術だけでなく、相手の体調・気分などの

変化を“感じる力”が大切」と強調されました。 

  研究会は「介護予防と健康運動指導士の関わり

が良くわかった」「卒業生が大いに活躍している

ことがわかり良かった」などと全般に好評で、学

生からも「現場実習にすぐにでも行きたくなりま

した」などの感想が寄せられ、研究会開催の意義

を感じられるものとなりました。 

体力自己管理システム運用開始 
文部科学省採択事業である「ICカードを利用し
た栄養・健康・体力データの自己管理システム」

が３年目となり、栄養・健康に引き続いて「体力

データ自己管理システム」の運用が開始されまし

た。体力測定機器は第三体育館１Fの体力測定室と
形態計測筋力測定室に配置され、一種目からの測

定、データ蓄積が可能です。学生がこのシステム

を使って体力の自己管理に活用することが期待さ

れます。 
３月２６日にはB．L．S部員が利用し、業者か
らの説明を受けながら一通りの体力測定を行いま

した。 
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スポーツシンポジウムを開催 

 ３月１日（月）に仙台市、

河北新報社、本学主催でせん

だいメディアテークを会場に

スポーツシンポジウム「競技

力向上には何が必要か～頂点

への道を検証する～」を開催

し、約３００名の来場があり

ました。 
第１部の基調講演では、気仙

沼市出身のスポーツジャーナ

リスト生島 淳氏に「強くなる
ために、何をすべきか」と題して講演いただきま

した。バンクーバー冬季五輪の男女フィギュアス

ケートで好成績を残した日本代表選手たちを例に

「強くためには競争力、インフラ整備、経済力、

卓越した指導者が必要だ」と訴えました。 
 第２部のパネディスカッションでは、仙台８９

ＥＲＳ球団代表の中村彰久氏、マーティ・キー

ナート副学長（特命事項担当）、佐藤久夫准教授

が「競技力向上には何が必要か」に関して指導者

のあり方などについて意見交換を行いました。 

 キーナート副学長は「選手を励ま

すか、怒るかはバランスが大切。監

督や指導者は心理学者にならないと

いけない。怒る時は他の選手が見え

ないところで注意し、説明する。

チームメートの前では恥をかかせな

いことが重要。」と指摘。佐藤准教

授は、創部５年目の明成高校男子バス

ケットボール部を全国制覇に導いた経

験を踏まえ「競技力向上には、選手へ

の強い要求は避けて通れない。選手は

それに応えようと練習するうちに普通

にできるようになる。無理と思われた

ことが解決し、個々、チームが強くな

る。」と話しました。 
 中村氏は「組織の他に周囲の環境

が重要。できるだけ多くの人に色々

な形で参加してもらうチームになる

ことが大事。」と述べられました。 
 
 

競技力向上には何が必要か ～頂点への道を検証する～ 

長澤教授が写真展開催 ～含蓄ある一瞬～ 
 ３月２３－２５日に学生食堂の一角を使って本

学を３月末付で退官なさる長澤教授の写真展が開

催されました。体操の世界選手権大会で撮影した

素晴らしい写真です。選手として活躍していた長

澤先生の若かりし時の写真もあり、大変興味深い

ものでした。 

 今回の写真展を開催するにあたり、長澤教授が

これまで撮ってこられた写真をまとめた冊子（写

真集）を広報室でも頂いておりますので、写真展

を見逃した方は是非、広報室までおいで頂き手に

とってご覧下さい。 
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国際交流会館（仮称）が完成 
 昨年１２月から着工していた国際交流会館(仮称)が完成し、３月２５日に朴澤学長はじめ関係教職員
立会いのもと引渡しが行われました。この建物は３階建てで寮室４０部屋とゲストルーム４室を有し

ています。主に留学生と海外からの来賓の宿泊施設として利用されます。 

入館管理 玄関 ロビー 

シャワー室 外観 調理コーナー 

寮室 ゲストルーム 多目的室 

ネクタイ４柄が新販売になりました 
前回のマンスリーで新販売のネクタイ（絹100％

100％￥4,000）４柄を紹介しましたが、学生向け
のネクタイ（ポリエステル100％￥2,500）４柄も
新販売となりましたのでご紹介します。 

タカトモスポーツで販売（春休み期間中は休館

のため学生支援室で販売）しておりますので是非

お買い求め下さい。 
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世界を身近に味方に 鉄は熱いうちに打て Winter 2010 

３月１５日 第４体育館演習室にて、先月の

Monthly Reportで紹介しました通り、ハワイ州
立大学（UH）スクーリングビギナーズコースの
「報告会」が開催され、朴澤学長、キーナート副

学長、発表学生７名を初め、関係者約２０名が出

席しました。学生達は２月２２日の帰国直後から

この日のために、現地で学んだことを整理し、パ

ワーポイントや写真を駆使して、毎日プレゼン

テーションの準備に励んできたそうです。 
 
彼らが１番心に残ったも

のの一つとして、本学初

のATCとなった鈴木のぞ
みさんや、遠隔授業を指

導下さっている金岡友樹

氏他との「座談会」を上

げ、「ハワイでは選手の

ために治療の一環として行った行為が逆に訴えら

れ、訴訟になったりするケースがあることを聞

き、アメリカならではと驚いた」という感想を述

べたりと、アスリートのケア一つをとってみて

も、日本とアメリカの仕組みに大きな違いがある

ことを学んだようでした。 

また、朴澤学長から「リーマンショックを知っ

ていますか？」と尋ねられ、その影響をUHや現地
での様子から感じたかどうか？を質問をされる

と、「ルーズベルト高校を訪問した際、トレーニ

ングルームで働いていたATCの方が、景気悪化の
波を受け、勤務日数が減ったと言っていました」

と答えるなど、アメリカの経済情勢がトレーナー

の生活をも直撃する厳しさに、改めて気がついた

そうです。 
リーダーの小西先生からは、経験しただけでは

なく報告することが大切というコメントがあり、

自分達が見て聞いて得た事柄を一過性のものに終

わらせず、みんなで意見を出し合い、資料をまと

め、分かりやすく人前で発表する訓練もまた、ス

クーリングの貴重な学びと言えるでしょう。 
最後に、キーナート副学長より、日ごろの英語

の勉強がいかに大事

であるか、ご自身が

今でも日本語を学び

続けている体験をま

じえてお話があり、

報告会は終了しまし

た。 
 
 出席した学生の１人である体育学科１年の遠藤

蓉子（えんどう ようこ）さんは「２年生になっ

たら是非スクーリングに参加したいと思い、今日

の報告会を楽しみにしていました。先輩に教えて

いただいた内容を参考に、次は自分がハワイ行き

を実現できるよう、普段から勉強していきたいと

思います」と話して

いました。７年目を

迎えるUHスクーリン
グの歴史は、学生達

の意欲と熱い心に支

えられ、後輩達へと

受け継がれていきま

す。 

～ハワイ州立大学スクーリングビギナーズコース報告会～ 
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大崎市スポーツ振興計画策定記念イベント ～ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙin大崎～ 

 平成２２年３月１３日（土）に、上記のスポー

ツイベントが古川総合体育館にて開催されまし

た。主催は大崎市教育委員会、共催は仙台大学で

す。大崎市では平成２１年度に、２２年から１０

年間のスポーツ振興基本計画を策定しました。そ

の計画を策定するに当たり、同市の教育長と学長

との間で策定に係るアドバイス及びイベント開催

業務委託契約が交わされ、教員の仲野が業務を遂

行いたしました。今回のイベント開催も、委託業

務の一環として企画から運営までを仙台大学が担

当させていただきました。また、受付の横にパネ

ルが設置され、参加者に対して振興計画の内容や

アンケート調査の分析結果、既存の総合型地域ス

ポーツクラブなどが紹介されました。 

 イベントの内容とその目的は、市民の誰もが親

しめるニュースポーツ及び軽スポーツを体験して

もらうことで、スポーツをすること、体を動かす

ことの楽しさや喜びを啓発することにありまし

た。その根拠は、①市民の週１回以上のスポーツ

実施率が２９．２%と低い、②児童・生徒の体格の

平均値は全国的に観ても高い水準にあるが、一方

で体力・運動能力は逆に低い水準にある、③軽ス

ポーツやアウトドアスポーツに対する市民のニー

ズが高いといった点にあります。 

 イベントのマネジメントは、仲野研究室でレク

リエーションやイベントマネジメントをテーマに

卒論に取り組んでいる学生、レクリエーション部

の部員を中心とした学生の指導スタッフ１９名と

私の２０名が担当しました。具体的な業務は、企

画書の作成、イベントポスター作成、会場レイア

ウト、スケジュール、司会進行などです。当日体

験していただいた主な種目は、４面バレーボー

ル、パドルテニス、バッゴー、シャフルボード、

ネットパスラリー、バレーボール型・テニス型・

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ型・卓球型の軽スポーツなどです。 

 参加者は、老若男女並びに障害のある方も含め

て１３９名でした。当日参加として、地元の中学

校の生徒さんたちが、部活の一環として顧問の先

生と共に１００名近く参加してくれたことで、イ

ベントそのものが大いに活気付くと共に、学生ス

タッフとの楽しいコミュニケーションをもたらし

てくれました。 

 最後に、これから先、スポーツ振興基本計画が

完了するまでの１０年間、可能な限り大崎市のス

ポーツ振興のサポートをしていきたいと考えてい

ます。 

（仲野隆士：大崎市ｽﾎﾟｰﾂ振興審議会ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

＜ｲﾍﾞﾝﾄ開催報告＞ 

第22回仙台大学バスケットボール・ワークショップ 

 ３月２５－３１日に本学体育館や白石文化体育

活動センターCUBE等を使用して第２２回仙台大
学バスケットボール・ワークショップが開催され

ています。 

このワークショップは平成元年からバスケット

ボールについて実践的研修を試みようと始まった

もので、バスケットボール部学生が大会運営全て

を担当し、案内送付、会場やお弁当の手配、審判

などの一切を行っています。今年も全国から男子

３７校、女子５４校の参加をいただいています。 
女子代表の大橋由実さん（体育学科3年）は「自
分達が大会を運営する事で学ぶことは多いです

し、このワークショップをきっかけに高校生が仙

台大学に興味を持って欲しい。」と話していま

す。 
大会期間中はＡＴルームの学生トレーナーが各

会場に待機し、選手のケガに対する応急手当やア

イシング・テーピングなどを行ないました。 
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体操競技部の亀山耕平さん（体育学科３年）が

種目別で競われるＷ杯シリーズ・モントリオール

大会に日本代表として出場し、鉄棒での金メダル

をはじめ、エントリーした３種目全てで表彰台

（あん馬／銅、つり輪／銅）に上がりました。 
 
亀山耕平さん 
初めての国際大会ということもあり、普段どお

りの演技ができませんでした。内容に悔いは残り

ましたが、日本とは違う環境で演技する経験がで

きたことと、その環境下でも結果を残せたことに

は満足しています。今大会の結果を今後への自信

にしたいと思います。 

亀山耕平さんがＷ杯シリーズ・モントリオール大会で鉄棒金メダル 

※写真提供：鈴木良太新助手 

ＦＬＯＯＲ ＢＡＬＬ同好会の２名が日本代表として世界学生選手権に 
 昨年４月に設立した

FLOOR BALL（フロア
ボール）同好会から世

界学生選手権日本代表

に２名が選出されまし

た。畑内一輝さん(健康
福祉学科2年)と木村恭斉
さん(体育学科1年)で、
２人は５月１２－１６

日にスウェーデン・ウ

メオでの大会に臨みま

す。 

 あまり馴染みの少な

いフロアボールです

が、ユニバーサルホッケーに酷似した室内ホッ

ケーです。日本でも全国各地にチームが結成さ

れ、地方大会・全国大会が行われています（大学

生のみの大会はない）。北欧ではたいへんメ

ジャーなスポーツで、世界選手権には約２０ヶ国

が参加しており、オリンピック種目になる可能性

を秘めた競技です。 

 FLOOR BALL同好会を立ち上げた畑内さんは、
中学校の時にユニバーサルホッケーの楽しさを知

り、部活動で陸上競技に励む傍ら、高校２年生か

ら八戸市にある地域のフロアボールクラブに所属

していたそうです。フロアボールの魅力を大学で

も広めようと、周囲の友達に声がけを行い、現在

は１、２年生を中心に２８名(男女比率は半々)が所

属しているそうです。しかし、フロアボールは試

合中のメンバー交代が自由にできるため、男子２

０名、女子２０名いることが理想となります。今

年度は少人数ながらも秋の大会から仙台大学単独

でチームを結成して東北大会に出場し、一般の部

で男子は９位、女子は４位に入りました。日本選

手権には東北代表選抜として男子４名と女子２名

が選抜され、女子チームは４位という結果を残し

ました。２人は「世界選手権では日本代表、仙台

大学の代表として頑張ってきます」と力強く語

り、「同好会の方でも十分戦えるメンバーを募

り、東北大会で上位入賞を目標にして頑張りま

す。そして学内にフロアボールを知ってもらい、

部への昇格を認めてもらいたいです。」と話して

います。 
 
※フロアボールとは 

 ゲームは６人対６人

で行われ (フィールド
プレイヤー５人＋キー

パー１人)。１チーム10
～20名で構成され10～
20分前後半の間で、自由に交代できます。プラス
ティック製のスティックとボールを使用し、相手

のゴールにボールを入れると１点となります。

コートの広さはフットサルとほぼ同サイズ。アイ

スホッケーと違い、激しいボディチャージや危険

なプレイは禁じられています。  
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第11回松本昌三杯女子中学生バレーボール大会を開催 
 ３月２１、２２日に仙台大学樅の木会が主催す

る「第２９回樅の木会長杯争奪女子高校バレー

ボール大会」と「第１１回松本昌三杯女子中学生

バレーボール大会」が第一・第二体育館、船岡体

育館を会場にして行われました。仙台大学樅の木

会は、本学バレーボール部同窓会の名称で、鈴木

清和教授が会長を務めています。「樅の木会長杯

争奪女子高校バレーボール大会」は、バレーボー

ルの普及・ＯＢの指導力向上・選手の技術向上を

目標にスタートし、今年で第２９回を迎えまし

た。この大会は部活動の顧問あるいはコーチとし

て本学の卒業生（バレーボール部以外でも可）の

集いとしており、「中学生の大会があってもいい

のではないか」というＯＢの声を反映し、当時、

本学で教鞭を取られていた松本昌三先生(国際審判
員)に優勝杯を寄贈いただき「松本昌三杯女子中学
生バレーボール大会」もスタートしました。

年々、教員になるＯＢが増えると共に参加校も増

え今年は中学校１２校と高校７校の参加があり、

盛会な大会となりました。 
 

顧問：上村裕希先生（２６回生：ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部OB） 

顧問：堀谷美姫子先生（８回生：陸上競技部OG） 

【高校の部 優勝】長岡大手高校（新潟県） 

【中学校の部 優勝】田尻中学校（宮城県） 

第29回樅の木会長杯争奪高校女子バレーボール大会、 
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